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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １７名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告           

○副議長（西村昭教君） 出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１７名であります。 

 これより、平成１９年第２回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○副議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議

会運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、６月１５日に告示され、同日、議

案等の配付をいたしました。 

 今期議会運営について、５月３０日、６月１３日

に議会運営委員会を開き、会期、日程等を協議いた

しました。その内容は、お手元に配付の議事日程の

とおりであります。 

 今期定例会に提出の案件は、町長から提出の議案

が、議案第１号ないし第８号までの８件、報告第３

号ないし第６号の４件であります。 

 議員からの提出案件は、発議案第１号ないし第５

号の５件であります。 

 北海道後期高齢者医療広域連合議会議員選挙長か

らの町村議会議員区分による選挙の提出案件は、選

挙第１号の１件であります。 

 総務文教、厚生、産業建設の各常任委員長から、

委員会所管事務調査報告がありました。 

 監査委員から、監査・例月現金出納検査の結果報

告がありました。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項について

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、行政報告（平成１９年６月定例町議会）と平

成１９年度建設工事発注状況をお配りいたしました

ので、参考としていただきますようお願い申し上げ

ます。 

 ６月１１日までに受理いたしました陳情要望の件

数は１２件であり、その要旨は、さきにお配りした

とおりであります。議会審議の資料としていただき

ますようお願い申し上げます。 

 町の一般行政について、金子益三議員外６名の議

員から一般質問の通告がありました。その要旨は、

本日、お手元にお配りいたしましたとおりであり、

あらかじめ執行機関に質問の要旨を報告いたしてお

ります。なお、質問の順序は、通告を受理した順と

なっておりますので、御了承賜りたいと存じます。

また、質問の日割りにつきましては、さきに御案内

のとおりでございます。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、別紙配付

のとおりであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○副議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営

等諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○副議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ３番 岩 崎 治 男 君 

     ４番 梨 澤 節 三 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○副議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件

を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から６月２１日までの２

日間といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から６月２１日までの２日

間と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○副議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行

います。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長より報告がありますので、発言を許します。 

 町長尾岸孝雄君。 

○町長（尾岸孝雄君） 議員各位におかれまして

は、公私ともに何かと御多用のところ、第２回定例

議会に御出席をいただき、まことにありがとうござ

います。 

 この機会に、去る３月定例議会以降における町政
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執行の概要について報告させていただきます。 

 初めに、６月９日及び６月１５日に発生いたしま

した局地的な大雨による被害の状況でありますが、

特に１５日早朝には、時間降雨量２５.６ミリを記

録し、町道で路肩決壊や側溝埋塞などの被害が発生

したところであります。 

 被害総額は、直営分を含めまして５２２万円とな

り、その復旧対策費用として、６月１５日付で３５

５万円を予備費から充用させていただき、対応を

図ったところであります。 

 また、農業関係では、清富・静修地区の一部圃場

におきまして土砂が流出し、豆類、ビート、カボ

チャ等がその被害を受け、被害面積約１.５ヘク

タール、被害金額約１８９万円となったところであ

ります。 

 被害を受けられました農業者の皆様に、心よりお

見舞いを申し上げます。 

 次に、組織機構改革等に伴う新執行体制でありま

すが、平成１６年４月からの１２課２６班体制を見

直しいたしまして、職員適正化計画と行財政改革の

推進に対応することを基本に、住民サービスの向上

とともに、簡素で効率的な組織運営を図るため、４

月から１０課２２班に改編するとともに、時限的に

必要な総合計画策定や収納対策などへの対応とし

て、４ポストの専門主幹を配置し、新執行体制をス

タートさせたところであります。 

 特に、町民の皆様が役場を利用される際に利便性

が図られるよう、総合窓口班を設置するとともに、

今後のまちづくりにおいては、町民の皆様との協働

が重要なキーワードとなりますので、自治推進班を

設置し、その促進に努めてまいります。 

 次に、国の栄典関係でありますが、４月２９日発

令の危険業務従事者叙勲において、久保豊治氏、舘

山重春氏、佐藤一郎氏、萩原光雄氏、馬場義廣氏の

５名が瑞宝単光章を受章され、永年の功績がたたえ

られたところであります。また、故三橋功氏が旭日

単光章を受章され、６月７日伝達されました。ま

た、故平井進氏には、６月１２日付で従六位旭日双

光章の受章が決定いたしました。 

 改めて、受章されました皆様のこれまでの功績

に、心から敬意を表するものであります。 

 また、昭和３７年以来、２６年ぶりに噴火した昭

和６３年暮れ以降の十勝岳防災対策に際して、さま

ざまな指導助言をいただいた勝井義雄北海道大学名

誉教授が、春の叙勲において、永年の教育研究功労

による瑞宝中綬章を受章されましたことから、６月

１６日に札幌市内で行われたお祝いの会に副町長が

出席し、祝賀してまいりました。 

 次に、上富良野町立病院運営改善の取り組みであ

りますが、国が定めた医療制度改革大綱に基づき、

過去に例のない大きな診療報酬等の改定がなされ、

加えて、平成２３年の介護病床廃止等の方針を受け

て、現状では、将来に向けた病院経営が大変困難を

きわめております。これからも、町民の方々が安全

で安心して生活できる環境づくりのために、必要な

地域医療等を将来に向かって維持・継続できる方策

を検討すべく、職員で構成するプロジェクト会議を

設置し、検討・協議をスタートさせましたので、町

民の方々や議会の皆様との協議を経て、できる限り

早期にその方向性を定めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、行財政改革の平成１８年度の取り組みであ

りますが、その成果は、人件費分の３億４,８５９

万円を含め７億２,０９５万円となり、平成１６年

度からの実績額等を合わせますと、３年間で１３億

５,４２２万円の効果となったところであります。 

 なお、詳細につきましては、町広報７月号で周知

を予定しているところであります。 

 次に、自治基本条例の検討状況でありますが、こ

れまでに、町民で構成する自治基本条例づくり検討

会議が１４回開催され、条例素案の具体化に向けて

活発な意見・議論が重ねられており、６月下旬には

答申を受ける予定になっております。 

 今後におきましては、条例素案について町民への

周知を図りながら、議員各位を初め、多くの町民の

方々と協議を重ね、条例制定に努めてまいります。 

 次に、広域行政でありますが、今年２月以降、富

良野広域連合準備委員会の８専門部会において、今

月末をめどとした報告書の取りまとめに向け、現

在、広域連合で処理すべき事務の具体的な検討作業

を進めているところであります。 

 その検討結果については、７月上旬に副市町村長

等で構成する幹事会を経て、７月下旬に５市町村長

で構成する委員会への報告を受け、広域連合で処理

する事務を決定する予定であります。決定後は、広

域連合規約原案、負担金等、さらに詳細について検

討・協議を重ね、当初目標とした平成２０年４月に

スタートできるよう、諸手続を取り進めてまいる予

定であります。 

 次に、国が３カ年の期間として創設した「頑張る

地方応援プログラム」に対する当町の取り組みであ

りますが、当プログラムへの積極的な応募に向け

て、関係職員で構成するプロジェクト策定会議を設

置し、本年度は既定の取り組み中から６分野につい

て応募することとしたところであります。 

 ５月の１次募集には、「町税等収納対策推進プロ

ジェクト」と「自ら考え自ら実行する自治活動の推

進プロジェクト」の２件について提出したところで
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あり、残り４件については、７月の２次募集に向け

て提出するよう、現在、準備を進めているところで

あります。 

 なお、提出した内容については、順次、町の行政

ホームページに掲載して、広く町民の方々に公開し

てまいります。 

 次に、旭町の旧職員住宅の利活用でありますが、

本年５月１日までに４棟８戸の住宅が、教育財産か

ら町の普通財産に移管されたことに伴い、一時的に

住宅を探しておられる方や、本町へ移住を予定され

ている方の準備住宅に位置づけて、有効活用を図る

べく、町広報５月号及び行政ホームページを通じて

入居募集をしたところ、６月１５日の申し込み期限

までに、予定戸数を超える多数の申し込みがありま

したので、選考の上入居者を決定し、７月１日から

入居を開始できるよう準備を進めているところであ

ります。 

 次に、自衛隊関係でありますが、自衛隊の削減に

対する上富良野駐屯地の現状規模堅持及び演習場拡

張整備の要望行動につきましては、富良野地方自衛

隊協力会の各構成首長とともに、５月２３日には地

元上富良野駐屯地と旭川第２師団へ、５月３０日に

は札幌北部方面総監へ、６月５日には防衛省陸上幕

僚監部を初めとする関係者に行ってまいりました。 

 また、自衛隊記念式典関係でありますが、５月２

６に北部方面後方支援隊創体７周年記念式典、６月

９日には第２師団管内殉職者自衛隊員追悼式に、翌

１０日には第２師団創立５７周年記念式典に出席し

てまいりました。 

 なお、６月１７日には上富良野駐屯地創立５２周

年記念式典が行われ、多くの町民とともにお祝いす

ることができました。 

 次に、基地協議会関係でありますが、４月下旬か

ら５月上旬にかけ、上富良野基地周辺整備事業の要

望を、上富良野駐屯地、旭川第２師団、北部方面総

監、札幌防衛施設局に、それぞれ構成団体とともに

要望運動を行ってきたところであります。 

 次に、住民参画の取り組みでありますが、平成１

６年１０月から開設しております出前講座について

は、平成１８年度中、１０講座３９団体、延べ３１

１人の参加があり、今年度に入ってからは、既に６

団体から申し込みが入っております。 

 また、出前講座のメニューに新たに町立病院関係

を加え、全２８講座としたところでありますので、

皆様の積極的な参加・活用をお願いしたいと存じま

す。 

 次に、町税等の徴収状況でありますが、平成１８

年度においては、預金調査６２７件、給料・年金支

払調査３１件、不動産調査９件、町外者実態調査８

２件の滞納者に対する財産調査等を実施した上で、

延べ８６件の差し押さえを執行し、４４４万５,０

００円を換価収納いたしました。 

 また、管理職全員による滞納プロジェクトを３回

実施し、延べ３７２名（うち上下水道料対象者１２

１名）の臨戸訪問徴収により、町税８１７万９,０

００円、上下水道料８７万３,０００円の徴収をい

たしました。 

 さらに、夜間・休日納税相談窓口を４回設置し

て、日中納税できない町民のための収納サービスの

向上に努めるとともに、夜間・休日納税相談日にあ

わせて滞納者延べ６９６名の呼び出し催告を行い、

９１６万１,０００円を徴収するなど、さまざまな

収納対策を講じて、税収の確保に努力しているとこ

ろであります。 

 ５月末現在の滞納繰越税額は、町税で２,０９２

万８,０００円、国保税で３,９７６万円となってお

り、前年対比では、町税では８３万６,０００円、

国保税では７３１万９,０００円の減となったとこ

ろであります。 

 今後も、適切な対応に努めてまいります。 

 次に、合併浄化槽設置事業でありますが、本年度

は計画設置数を５人槽換算で２０基の計画とし、対

象者５９２名の方に設置希望調査を行ったところ、

２８件の希望がありましたので、優先順位を新築、

介護改築、一般改築と定めて審査した結果、最終的

には新築４件、介護改築３件、一般改築１０件の合

計１７件の設置を決定したところであります。 

 次に、農業関係でありますが、今年は、春耕期を

迎えた４月中旬は低温が続き、さらに４月下旬から

５月上旬には降雨量が多く、耕起作業のおくれなど

から、山間部ではビート、バレイショの植えつけや

移植作業が５日程度のおくれとなりました。水稲に

おいては、風の影響で、平年に比べ３日程度のおく

れで移植作業が終了しております。 

 その後の５月中旬から下旬の低温、日照不足、風

による影響で、畑作関係においては生育が停滞し、

水稲においては植え傷みが見られましたが、６月に

入り天候が回復したことから、現在は問題なく順調

に生育しておりますので、よい出来秋を迎えること

を願っているところであります。 

 次に、本年度から供用開始いたしました見晴台公

園の管理運営でありますが、町の指定管理者として

社団法人かみふらの十勝岳観光協会と管理運営の協

定を締結し、４月１日から施設の維持管理、６月１

日からは案内所を正式に開所し、本格的な施設機能

を発揮いただいているところであります。 

 今後、行楽シーズンを迎える中で、農業、商業、

観光など、地場産業にかかわる情報発信を初め、さ
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まざまな活動を展開する中から、地域ＰＲ、地域振

興につながる場としての管理運営を期待するところ

であります。 

 次に、新たにスタートいたしました上富良野町放

課後子どもプラン事業でありますが、上富良野小学

校と上富良野西小学校では「放課後スクール事業」

「放課後クラブ事業」を、東中小学校と江幌小学校

では「みんなで遊ぼう事業」を開始しております。 

 本事業の参加登録者は、６月６日現在において２

６３名と全児童の３７.７％となり、昨年の「地域

こども教室」と比較して、登録数はほぼ同数となっ

ておりますが、利用者では倍増している状況にあり

ます。今後も、放課後の子供たちの安全で健やかな

活動場所の充実に努めてまいります。 

 次に、上富良野高等学校の存続問題であります

が、昨年度において、北海道教育委員会が公表した

新たな高校教育に関する指針に基づき、再編の対象

となることが懸念される状況から、町民総意で上富

良野高等学校の存続を求めるため、上富良野高等学

校の存続を求める署名活動を展開し、北海道知事、

北海道教育委員会等に署名簿を提出し、上富良野高

等学校の存続を強く訴えてきたところであります

が、本年度の入学者は２７名となり、残念ながら、

新１年生においては１間口という結果になったとこ

ろであります。 

 引き続き、地元事情を訴えるため、５月３０日に

は教育委員会とともに北海道教育委員会を訪問し、

上富良野高等学校の存続に向けての要請を行ってま

いりました。 

 平成２０年度においては、多くの入学者確保に向

けて、関係機関等とともに努力してまいりますの

で、関係各位の今まで以上の御支援と御協力をお願

い申し上げます。 

 次に、本年度計画いたしました、上富良野町・カ

ムローズ市友好都市提携２０周年記念事業及び第５

回上富良野町青少年国際交流事業概要について御報

告いたします。 

 本事業は、３月１９日に実行委員会を立ち上げた

後、参加者募集等を経て、６月１日に結団式を行っ

たところであります。 

 今後につきましては、私と教育長がそれぞれの団

長となり、町内在住の中学１年生から高校３年生ま

での１８名の参加者と５名の引率者とともに、７月

３０日から８月７日までの間、カナダ国カムローズ

市等を訪問し、両市町の友好を深めてまいります。 

 最後に、建設工事の発注状況でありますが、本年

度入札執行した建築工事は、６月７日現在、件数で

８件、事業費総額で２,６８２万７,５００円となっ

ております。 

 また、本年度より、これまで以上に競争性が発揮

されるよう入札制度に改善策を講じたところであ

り、ここ数年９６から９８％台で推移していた落札

率が、さきの８件の平均で９２.３８％となったと

ころであります。 

 なお、お手元に平成１９年度建設工事発注状況を

配付しておりますので、後ほど御高覧いただきたく

存じます。 

 以上をもちまして、行政報告といたします。 

○副議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告

を終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○副議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査

委員より報告を求めます。 

 代表監査委員高口勤君。 

○代表監査委員（高口勤君） 今回の報告事項につ

きましては、病院事業関係、車両検査、それと例月

現金出納検査、この３項目につきまして報告を申し

上げます。 

 報告第１号監査・例月現金出納検査結果報告の

件。 

 監査及び例月現金出納検査結果について御報告い

たします。概要のみ申し上げますので、御了承を賜

りたいと思います。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行しましたので、同条第９項の規定によ

り、その結果を報告いたします。 

 監査の概要ですが、平成１９年４月１１日に、病

院事業の棚卸しを監査の対象として、平成１８年度

末に係る貯蔵品調書等関係諸帳簿を検閲し、貯蔵品

の実地検査を行いました。 

 検査の結果、棚卸しはおおむね適正に執行されて

いると認められました。 

 次に、２ページをお開きください。 

 定期監査の車両検査の結果を報告いたします。 

 監査の概要ですが、平成１９年６月５日に公用車

両の整備及び管理状況を監査の対象として、公用車

両８１台中、消防に管理委託している３台を除く７

８台の実地検査を行いました。 

 監査の結果、公用車両の整備及び管理の状況は、

おおむね良好であると認められました。 

 次に、３ページから１２ページの例月現金出納検

査の結果について御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により執
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行いたしましたので、同条第３項の規定により、そ

の結果を報告いたします。 

 平成１８年度２月分から４月分及び平成１９年度

４月分について、概要並びに検査結果を一括して御

報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す

とおりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。 

 なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１３ペー

ジ、１４ページに添付してございますので、参考と

していただきたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御

質疑があれば、賜ります。 

 ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 町立病院の棚卸し関係につ

いてお伺いいたします。 

 これにかかわる資料と台帳とを検査したというこ

とでありますが、執行時における記録ミスだとか、

そういう状況は見当たらなかったのか。あと、薬等

における、いわゆる期限切れのもの等についての処

理が適正に行われていたのかどうなのか。 

 また、ここにも、軽易な改善事項という形で報

告、講評したということが書かれておりますが、こ

れらについて状況等をお伺いしたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 代表監査委員、答弁。 

○代表監査委員（高口勤君） 記入漏れとか記入ミ

スとか、そういう事項は特に見当たりませんでし

た。 

 ただ、期限切れというか、薬品等につきまして

は、処分の対象になるものも何ぼかありました。 

 以上でございます。 

○副議長（西村昭教君） 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これ

をもって監査・例月現金出納検査結果の報告を終わ

ります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○副議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号委

員会所管事務調査報告の件について、各常任委員長

より報告を求めます。 

 初めに、総務文教常任委員長仲島康行君。 

○総務文教常任委員長（仲島康行君） 総務文教常

任委員会所管事務調査報告をいたします。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

について次のとおり報告する。 

 平成１９年６月８日、上富良野町議会議長中川一

男様、総務文教常任委員長仲島康行。 

 記。 

 調査事件名、テーマ１、災害対策について、２、

特別支援教育児への対応策について、３、施設管理

の今後の対応について。 

 １、調査経過。 

 本委員会は、平成１７年９月２０日、委員会を開

催し、調査課題について審議し、テーマを①災害対

策について、②特別支援教育児への対応策につい

て、③施設管理の今後の対応についてとし、それぞ

れ担当者を決定した。 

 平成１７年に６回、平成１８年に７回、平成１９

年に５回委員会を開催するとともに、先進市町村行

政調査及び町内所管行政調査を行い、関係資料によ

り担当職員の説明を求め、内容の検討を行った。 

 ２、調査の結果。 

 (1)災害対策について。 

 ①現状。 

 我が町には地域防災計画マニュアルがあり、さま

ざまな防災に対しての対策が記載されているが、広

く町民に周知されていないのが現状である。防災訓

練においては、十勝岳火山噴火を想定した防災訓練

だけで、地震、風水害等の対策はとられていないた

め、防災訓練としては不十分である。十勝岳火山噴

火災害対策地域以外では、ほとんど防災訓練が行わ

れておらず、災害が起きたら十分な対応ができるか

不安である。自主防災組織がほとんどの住民会で設

置されているが、組織されて２０年近く経過してい

ることから、活動が継続されていない組織も多く、

災害時には機能しないことが予想される。このこと

から、いつ起こるかわからない災害に対して、十分

な検証が必要である。 

 ②課題。 

 ア、十勝岳噴火災害を想定しての避難訓練は、年

数が経過し、避難者も減少しているのが現状であ

り、生活弱者や独居老人等の避難訓練がされていな

い。 

 イ、防災訓練や避難訓練が行われていない地域の

災害対策がなされていない。 

 ウ、互いに助け合うという地域コミュニティーが

確立されていない。 

 エ、隣近所との協働・共助の関係が希薄である。 

 オ、職員数が減少してきており、災害発生時の対

応が問題である。 

 カ、地震対策や破壊活動・武力侵攻対策が不十分

である。 
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 キ、町民の防災訓練と行政独自の訓練が必要であ

る。 

 ③まとめ。 

 我が町では十勝岳噴火災害を想定した避難訓練を

行っており、避難希望者が避難所に避難するという

訓練内容になっている。しかし、町内会単位で生活

弱者等の安全確認を行うなど、隣近所との相互協力

関係の充実を図ることは、災害時に大きな力を発揮

するものと思われる。また、対象地域以外では、ほ

とんど防災訓練・避難訓練が実施されておらず、地

域避難所の所在すら地域住民に周知されていない状

況である。このような状況に対して、行政も危機感

を持ち、さまざまな災害対策を想定した定期的な防

災訓練を行うべきと考える。 

 また、近年では天災以外の破壊活動、武力侵攻等

にも対応すべく、定期的な避難訓練の実施は、町民

の意識を高めるためにも必要である。そのたにも町

の防災計画を広く町民に周知することは極めて重要

であるが、どのように伝えるかが今後の大きな課題

である。 

 また、現在の町の体制では、実際に災害が起こっ

ても、被害の状況を正確に集約できるシステムに

なっていないため、情報の収集が困難と思われる。

そのため、地域情報収集委員の設置が必要と感じら

れる。小さな災害においても、町が正確な情報を得

ることは、大きな災害に備える上ではとても大切な

ことと思われる。何といっても、自主防災組織の充

実を図り、地域の中で、だれがだれを誘導して救出

するのかということを、日ごろの訓練と地域コミュ

ニティーの中で育てていくことが最も重要であると

思われる。 

 新潟県小千谷市では、十分と思われた訓練にもか

かわらず、実際に災害に遭ったときには余り役に立

たなかったとの話もあり、今後、我が町において

は、町全体に二、三年に１度、災害全般の訓練を行

うことが必要であると思われる。特に、今後、町職

員の減少が考えられ、これらを補助するために、職

員ＯＢ、消防ＯＢ、自衛隊ＯＢ等の協力が必要と思

われる。 

 また、防災に対しては、きめ細やかな対応が必要

で、若い担い手の育成や防災訓練を小中学校の授業

にも取り入れていくことも必要であり、また、住民

会または町内会等、地域単位での自主防災組織づく

りを住民相互のコミュニケーションを図りながら町

が指導して進めることと、特に老人・子供の避難に

対する支援と救護・医療体制の整備が必要である。 

 (2)特別支援教育児への対応策について。 

 ①現状。 

 これまで、障害のある子供の教育は、盲・聾・養

護学校や小中校の特殊学級を中心に、障害の種類や

程度に応じて特別な場で指導する「特殊教育」によ

り進められてきた。しかし、学校教育法の一部改正

により、平成１９年度から、障害のある児童生徒一

人一人のニーズに応じた教育的支援を行う「特別支

援教育」へ移行し、各小中学校において、学習障害

（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）等を含

む障害のある児童生徒に対して適切な教育を行うよ

う、これまでの制度が変わることとなった。 

 平成１７年度から、教育委員会では、本町におけ

る特別支援教育支援体制の整備を推進するため、町

保健福祉課と各小中校の関係者を構成メンバーとし

て特別支援教育検討委員会を設置し、就学前の療養

の現状、就学前検査の実施状況、特別支援教育に向

けての体制整備等についての協議を進め、平成１８

年度に検討委員会のメンバーに、幼稚園、保育所等

の関係者を加え、新たに特別支援教育推進連絡協議

会を設置して、幼児期から中学校卒業までの一貫し

た支援体制を目指して協議を進めている。 

 また、各小中学校においては、学校長を中心に、

校内委員会の設置やコーディネーターの指名等の全

校的支援体制を確立するよう取り進めており、平成

１９年４月から、特別支援教育のスタートに向けて

の支援体制の整備を図っている。 

 ②課題。 

 ア、学習障害（ＬＤ）等の障害のある児童生徒一

人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要

な支援を行うため、町教委が中心となり、保健福

祉、医療等の関係部局や関係機関との連携協力体制

を整備すること。 

 イ、町教委が中心となり、小中学校への支援や相

談、助言、判断を行うに当たり、専門性のある人材

を確保すること。 

 ウ、就学指導委員会の機能強化に伴う、幼稚園や

保育所から小学校への引き継ぎの連携や、小学校か

ら中学校への引き継ぎの連携強化を図ること。 

 エ、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（Ａ

ＤＨＤ）機能障害、高機能自閉症等を含む障害のあ

る児童生徒の理解や指導、支援体制の整備等を保護

者や地域の人々の理解を得て行うこと。 

 ③まとめ。 

 町教委が、地域の児童生徒の最も身近な機関とし

て、就学前から就学後まで責任を持って、特別支援

を必要とする障害のある児童生徒やその保護者に対

して一貫して相談支援を行うことが重要である。 

 学習障害（ＬＤ）等を含めた障害のある児童生徒

等一人一人のプライバシーを守りながら、教育的

ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援を行うた

めに、町教委が中心となり、学校を初め保健福祉、
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医療等の関係部局と関係機関や専門家が連携した体

制を確立することが必要である。 

 そのため、町教委の役割として、小中学校への支

援、特別支援教育に関する相談・助言・判断、関係

部局と関係機関との連携促進等についての機能を有

する組織、チームや人材が必要であり、それらが有

機的・機動的に役割を果たすことができるシステム

づくりが急務である。 

 小学校では、障害のある児童生徒一人一人の教育

的ニーズを把握して特別な教育的支援を行うため、

すべての教職員が力を合わせて児童生徒への対応に

努めることが大切と考える。そのために、学校経営

の責任者である校長がリーダーシップを発揮して、

全校的な協力体制を確立し、保護者や地域の人々の

理解を得ながら、具体的な取り組みを進めていく必

要がある。 

 今までは特殊学級や養護学校に在籍している児童

生徒に特別な教育をしていたが、これからは通常の

学級に在籍している児童の中にも、何となく落ちつ

きがない、苦手なことがある子供も、その原因がわ

かることで担任、保護者、周りの人もかかわり方が

わかり、支援の工夫により、生活面、行動面、学習

面などが改善されていくように、少しでも早い時期

に気づくことが重要である。そのためには、幼稚

園、保育所の先生との情報交換や保健師との情報の

共有が求められるが、そこでも保護者の理解が欠か

せないため、より一層軽度発達障害について理解を

深めることが必要である。 

 今まで、通常の学級に在籍している学習障害（Ｌ

Ｄ）等の児童生徒に対しての理解度も不十分で、こ

れらの児童生徒にどのように対応・指導してよいか

わかりにくかったが、今回、上富良野町特別支援連

絡協議会が発足したことにより、コーディネーター

による研修や学習をすることによって理解度を深

め、保護者・学校・地域での連携を密にして、学習

障害（ＬＤ）等の児童生徒に対しての適切な教育的

支援を進めていくことが必要である。 

 (3)施設管理の今後の対応について。 

 ①現状と課題。 

 産業構造の変化や長引く不況のもと、国や町の財

政状況は年々厳しさを増しており、その一方で、進

行する高齢化社会の対応等による行政需要が増加し

ている。 

 そのことから、効率的な施設運営、維持管理費用

の軽減と施設機能の高度化を達成するために、今後

の運営管理方法、維持管理等について検討を行い、

施設の集約化、複合化、多機能化、移転、住民管

理、指定管理者制度導入等を進め、今後求められる

新たなる行政サービス対応への転換等が必要であ

る。 

 そのため、今後、計画的に施設の点検・修繕等を

行って施設の寿命を延ばし、財政負担の軽減を図る

とともに、施設需要の変化に対応するため、利用者

のニーズに応じた改修を行い、遊休施設の有効活用

（転用、集約化等）を図り、複合利用を推進すると

ともに、十分な機能を発揮していない施設について

は、適切な運用、処分方法を検討し、更新、新規取

得の抑制に努める必要がある。 

 指定管理者制度では、平成１６年度から西保育所

が、平成１８年度から日の出公園を初めとしたパー

クゴルフ場、白銀荘等が、さらに平成１９年度には

見晴台公園も移行している。 

 また、施設の民間移譲では、平成１８年度から軽

費老人ホーム「ケアハウスかみふらの」が、平成１

９年度から西保育所が民間に譲与されている。 

 なお、西保育所も含めたこれら施設の民間活力の

活用制度の導入効果額は、約２,０００万円と報告

されている。 

 ②まとめ。 

 今後、本町においては少子高齢化がますます進行

していく中で、多様化・高度化する住民ニーズへの

対応が求められているが、厳しい財政状況をかんが

み、施設の統廃合や他用途への転用等の見直しを図

ることや、公共施設の維持管理等を適正に行い、施

設の長寿命化を図りながら財政負担を軽減し、新規

取得、更新等の抑制に努める方向性が必要と思われ

る。 

 指定管理者制度の導入に当たっても、ただ単に行

政コストの軽減を図るだけではなく、民間経営にお

ける自由裁量をさらに拡大するなど、参加希望事業

者が魅力を感じてもらえるような工夫が必要であ

り、また、定期的に受託者と住民あるいは利用者等

との意見交換などにより、それぞれの施設の設置目

的をさらに高める努力も必要と思われる。 

 町は、これらを十分認識した上で、今後、指定管

理者制度の積極的な活用とあわせて、民間移譲、民

間業務委託等も不可欠と考え、これらにより住民

サービスの一層の向上と財政の健全化が図られるこ

とを期待する。 

 １、施設の運用について。 

 すべての公共施設（道路、河川等を除く）を対象

に、これまでの利用状況等を調査し、その効果と実

績を勘案した上で、今後、引き続き施設利用を存続

していくもの、用途・利用形態を見直す必要のある

もの、処分を要するものの三つに分類し、今後の運

用に際しての方向づけをする。 

 ２、施設の維持と更新について。 

 ア、公共施設全般の保全業務の適正化。 
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 点検・修繕等の基準を定め、それに即した維持・

更新計画を策定し、計画的な点検・修繕等を実施

し、かつその成果を評価し、維持・更新計画に反映

する。 

 イ、新規施設・更新施設の長寿命化。 

 新規施設あるいは更新施設についても、物理的な

耐久性の向上とともに、要求される機能の変化にも

可変性の確保など、ライフサイクルコスト等を検討

した上、できるだけ長寿命化を図れるような新規・

更新計画を策定する。 

 以上であります。 

 次には、継続調査の経過ということで、後ろの方

に書いておりますので、参考資料にしていただきた

いと思います。 

 以上で、経過報告といたします。 

○副議長（西村昭教君） 上着を脱いでも結構で

す。 

 次に、厚生常任委員長中村有秀君。 

○厚生常任委員長（中村有秀君） ただいま上程い

ただきました厚生常任委員会の所管事務調査の報告

書の朗読をもって報告といたします。 

 厚生常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

について次のとおり報告する。 

 平成１９年６月６日、上富良野町議会議長中川一

男様、厚生常任委員長中村有秀。 

 調査事件名、(1)介護予防について、(2)医療・保

健・福祉の連携について。 

 １、調査経過。 

 本委員会は、平成１７年１１月２２日に委員会を

開催し、調査課題について検討・協議を行い、平成

１８年２月１３日の委員会において、上記の調査事

件名に決定した。 

 平成１７年に２回、平成１８年に１０回、平成１

９年に６回委員会を開催するとともに、関係資料に

より所管町職員の説明を求めるほか、質疑を行っ

た。 

 町の現況調査として、平成１８年５月１８日に

「ケアハウス」入居者との懇談会、平成１８年１０

月１６日に民間施設のグループホーム「ホープ」の

施設見学、平成１８年１２月１２日に社会福祉協議

会役員との懇談会を行うとともに、長野県池田町、

群馬県前橋市の２カ所で先進市町行政調査を行っ

た。 

 ２、調査の結果。 

 (1)介護予防について。 

 ①現状と課題。 

 ア、高齢者人口と老人世帯数の現状。 

 上富良野町の総人口は、昭和６０年度の１万４,

１２７人から、平成８年度は１万３,１５２人、平

成１８年度は１万２,４４７人と減少しつつある。

また、少子化により１５歳以下の人口は、昭和６０

年度の３,１６７人から平成１７年度には１,７６２

人と、２０年間で１,４０５人が減少している。 

 一方で、６５歳以上の高齢者人口は、昭和６０年

度の１,４０２人から平成８年度は１,９９５人で、

高齢化率は１５.１７％、平成１８年度は２,７８５

人で高齢化率は２２.３７％となっており、平成８

年度と平成１８年度とを比較すると、総人口で７０

５人減少しているのに、６５歳以上の高齢者は７９

０人増加して、少子高齢化が進んでおり、町の高齢

者事業報告書によれば、平成３１年度の高齢化率は

２８.８％と推計されている。 

 また、老人世帯は、平成８年度には３８４世帯

（２６.６％）が平成１８年度には７２２世帯（３

８.２％）と３３８世帯が激増しており、独居老人

世帯数は、平成８年度は２１３世帯（１４.６％）

が平成１８年度には３８９世帯（２０.６％）と１

７６世帯が増加し、この傾向は今後も続くものと推

計される。 

 イ、虚弱・介護認定者数の現状。 

 高齢者における虚弱・介護認定者数は、平成１３

年度の６５歳以上人口２,４４９人に対し、４７１

人（１９.２％）で、平成１７年度では６５歳以上

人口２,７３３人に対し５６４人（２０.６％）と、

５年間で９３人増加している。 

 平成３１年度の虚弱・介護認定者数は、６５歳以

上人口の２３.３％と推計されている。平成１８年

度の年齢別の要介護認定者は、前期高齢者が７７人

（１５.６％）、後期高齢者が４１８人（８４.４

％）と、圧倒的に後期高齢者が占めている。要介護

認定者の病状を見ると、高血圧、糖尿病、心疾患等

の生活習慣病が脳卒中等を発症させ、生活機能低下

や認知症等を引き起こしていることが見受けられ

る。 

 ウ、認知症老人数の現状。 

 認知症老人数は、平成１０年度に１４４人が平成

１８年度には３４９人と２０５人（４１.３％）増

加し、その内訳は前期高齢者が４６人（１３.２

％）、後期高齢者が３０３人（８６.８％）で、後

期高齢者が圧倒的に多いのは、加齢とともに病状が

進行し、障害の発生率が高くなっている実態が明ら

かになっている。 

 エ、住民基本健診受診者の実態。 

 上富良野町では、住民が健康で安心して暮らせる

ために国保ヘルスアップ事業計画を策定して、住民

基本健診の受診率の向上と生活習慣病対策に取り組
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んできている。その結果、住民基本健診の受診率

は、平成１４年度が７３.７％、平成１７年度が７

７.７％と、平成１６年度の全道平均の３３.６％、

同じく平成１６年度の全国平均４４.４％よりも高

受診率となっている。平成１７年度の国保被保険者

の４０歳から６４歳までの受診者数は、男性が４０

９人、女性が１,００３人と、男性が女性より約１

４％少なく、一家の働き手の中心である男性の受診

者が少ないのが気がかりである。また、国保被保険

者の４０歳未満の受診者数は、男性が２８２人の対

象者に対し１９人で、受診率は６.７％、女性が２

７８人の対象者に対し９人で、受診率は３.２％と

大変低く、２０歳から３９歳までの若年層は、生活

習慣病の予備軍であるという認識を持ち、対象者が

受診しやすい日時等を設定するとともに、保健指導

体制づくりが必要と考えられる。 

 オ、住民基本健診の分析による事業展開。 

 住民基本健診の分析により、平成１１年度より新

寝たきりゼロ作戦の取り組み、平成１３年度には健

康寿命延伸に向けたいきいき健康作り事業・糖尿病

予防教室、平成１４年度には生活習慣病予防対策事

業（７５ｇ糖負荷試験等）を実施し、平成１３年度

から平成１６年度までは高血圧予防住民健診助成事

業、平成１７年度からは、さらに健診対象者の年齢

を引き下げるための生活習慣病予防対策住民健診助

成事業と国保ヘルスアップ事業が実施され、医療費

がふえる要因とされている生活習慣病予備軍に対し

個別予防対策が実施された。いきいき長寿プラン・

かみふらのの第３期（平成１８年度～平成２０年

度）の介護保険事業計画、高齢者保健福祉計画に基

づき、おのおのの事業が積極的に展開され、効果を

上げている。 

 ②問題点。 

 ア、住民基本健診の受診率向上対策。 

 介護予防の前段である生活習慣病等の予防には、

住民基本健診の受診が必須であり、基本健診の分析

により、保健指導対象群の実態が明らかになるの

で、受診率の向上対策には住民周知による理解と、

職場、地域の対策が必要である。 

 特に、若年層（２０歳から３９歳）と実年層（４

０歳から６４歳）については、生活習慣病１次予防

の対象者であるが、４人に１人しか受診していない

実態（受診対象男性３,９４４人のうち、受診者は

９５８人で、受診率は２４.３％）であるので、こ

の受診率の向上対策が求められている。そのため、

アンケート等の調査を行い、対象者が受診しやすい

時期・時間等も検討課題として取り組む必要があ

る。（しかし、医師・保健師等の健診体制にも関係

がある。）上富良野町民全体の健康管理という観点

から、国保以外の各種保険（政管健保・共済組合な

ど）加入者の健康診断の受診状況と分析内容の検討

も課題と考えられる。 

 イ、認知症の早期受診・早期診断・早期治療。 

 認知症は、加齢が進む中で、どうせ治らない病気

だから、医療機関に行っても仕方がないと言う人も

いるが、これは誤った考え方である。当町の実態で

は、年々増加の状況にあるが、認知症の診断は初期

ほど難しいので、専門医療機関への受診が不可欠で

あり、早期受診・早期診断・早期治療が非常に重要

である。 

 平成１５年度から、富良野地区認知症を考える会

では事例報告と特別講演等が開催されており、平成

１８年度４月１５日の開催で４回目を数えている。

その中で「単なるもの忘れ、病気のもの忘れ」「認

知症と正しく向き合う」「認知症のお年寄りへの対

応」「認知症の高齢者への具体的な接し方」「富良

野医師会認知症（もの忘れ）相談医リスト」「アル

ツハイマー病ケアの要点」などの資料が配付されて

おり、その周知と活用を図るとともに、かかりつけ

の病院・専門医・保健師・家族との連携で、早期の

受診・診断・治療対策が必要である。また、最近は

全国的に若年認知症が増加の傾向であるとも報じら

れているので、留意していかなければならない。 

 ③まとめ。 

 町民がこれからも健康で安心して生活をしていく

ためには、健康な身体を維持できるかどうかが課題

となってくる。今まで、上富良野町で取り組んでき

た住民健診を踏まえた生活習慣病の実態とそれに基

づく保健指導、医療費等の調査と分析などでは、全

道でトップクラスの先進的な取り組みを行ってきて

おり、このことは医療費の軽減と国保会計の健全経

営にもつながるとともに、交付金などの増額にも連

動している。今後は、今日までの先進的な取り組み

の展開と継続強化、さらに、若年層の受診率の向

上、政管健保などの各種保険との連携強化など、住

民健診、個別指導、地域指導（食・生活指導）、職

場の協力など、多様な組み合わせの中で保健指導な

どの制度を向上させることが必要である。 

 また、多くの地域住民が健康づくりに関心を持

ち、住民みずからが居住する地域で健康管理や保健

指導教室の実施を協力してもらう、地域の世話役

（長野県池田町では地区保健補導員）の養成を視野

に入れての取り組みが必要となってきている。 

 「自分の身体は健診でイメージできる」「健康は

まず我が家からお隣へ」と、住民健診の重要性をあ

らゆる機会に周知し理解を求めていくとともに、住

民会または町内会単位での健診の受診状況の公表を

視野に入れて、住民基本健診の重要性を訴えていく
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べきである。 

 (2)医療・保健・福祉の連携について。 

 ①現状と課題。 

 ア、連携の現状。 

 平成１９年２月３日に、平成１８年度上富良野町

高齢者在宅保健・医療・福祉ネットワーク推進会議

が、上富良野町と北海道国民健康保険団体連合会主

催により開催された。基調講演として「これからの

地域福祉とネットワークづくり」が、実践報告では

「日頃の活動を通じて思うこと」の報告が行われた

が、医療関係者の参加者はいなかった。上富良野町

立病院の現状と課題の中で「町立病院が町の介護に

具体的にどのようにリンクしていくか」では、今日

まで具体的・定期的にリンクされていなかったと報

告されている。しかし、平成１８年度に、国保ヘル

スアップ事業として医療と保健との連携により導入

された頸動脈超音波検査装置（心筋梗塞、脳梗塞を

発症する前に早期に血管の異常・動脈硬化を検診）

血圧脈波検査装置（動脈の働き、詰まりの程度を検

診）は、住民基本健診受診者の分析により、これら

の対象者を選択する検診は非常に成果が見られ、こ

の機器の導入は医療と保健との連携の結果である。 

 イ、課題。 

 上富良野町立病院では、「上富良野町立病院の現

状と課題」の中で「町立病院が担う医療の連携や介

護への協力支援体制を明確化する」と、具体的に課

題として提起しているので、町立病院の運営形態、

医師や看護師の確保を含めての態様は厳しいが、医

療との連携強化と、社会福祉協議会を中心とした福

祉関係諸団体との連携充実が求められる。平成２３

年度末の介護病床（３６床）の廃止により、介護難

民の発生と社会的入院をも含めて、小規模老人保健

施設への転換等が大きな課題である。 

 ②まとめ。 

 今後、医療・保健・福祉の連携は不可欠な問題で

あり、定期的に具体的な課題について積極的に連携

強化をしていかなければならない。 

 「上富良野町立病院の現状と課題」の中で「町立

病院が担う医療の連携や介護への協力支援体制を明

確化する」として、地域包括支援センター（総合相

談・地域ケア）や各介護保険事業所、民間（社会福

祉協議会・訪問看護ステーション・あさひ郷）、公

共団体（ラベンダーハイツ・デイサービス・ショー

トステイ）、民間施設（ケアハウス・グループホー

ム）などと小規模多機能型居宅介護とが連携し、具

体的な課題に取り組む姿勢が出されている。 

 介護病床の廃止による介護難民の発生と社会的入

院を含め、町立病院の現状と課題を、十分に町民へ

の説明責任を果たしながら、この課題について具体

的な検討が必要である。 

 医療・保健・福祉が十分連携強化を図ることによ

り、住んでよかった、これからも住んでいきたいと

いう安心なまちづくりを目指していくべきである。 

 年月別の継続調査の経過につきましては、御高覧

をいただきたいと存じます。 

 以上をもちまして、厚生常任委員会の報告といた

します。 

○副議長（西村昭教君） 次に、産業建設常任委員

長長谷川徳行君。 

○産業建設常任委員長（長谷川徳行君） ただいま

上程されました委員会所管事務調査報告を、報告書

の朗読をもって報告にかえさせていただきます。 

 産業建設常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会に、所管事務調査として、閉会中の継続

調査に付託された事件について、調査の経過及び結

果を次のとおり報告する。 

 平成１９年６月４日、産業建設常任委員長長谷川

徳行。 

 記。 

 調査事件名、中心市街地の活性化について。１、

商店街再生について、２、駅前再開発について。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成１７年９月２１日に委員会を開

き、調査項目について協議した後、平成１７年に４

回、平成１８年に５回、平成１９年に３回委員会を

開催し、「中心市街地の活性化について、①商店街

再生について、②駅前再開発について」を調査課題

とすることとし、関係資料により担当職員・関係団

体の説明を受け、先進事例調査及び町の現況調査等

を行った（調査の経過は別紙のとおり） 

 ２、調査の結果。 

 (1)現況。 

 上富良野町の人口は、平成１９年４月末日現在１

万２,３１６人であり、世帯数は５,３７６世帯と

なっている。 

 主な商業地域は、南北に細長く、１町内から８町

内まで広く分散した構造である。 

 上富良野町の年間販売総額は、平成１４年１１２

億６,４８０万円で、そのうち小売業の販売額は９

５億７,１７７万円であったものが、平成１６年に

は１１１億９,１３５万円で、小売業の販売額は９

１億９,６３５万円と３億７,５４２万円の減少であ

り、それに伴い、商工会の会員数も平成５年の４１

３業者をピークに、近年は毎年減少傾向にあり、平

成１４年度末は３６９業者、平成１８年度末には３

２３業者となっている。 

 (2)課題。 

 ①分散型の商店街と空き店舗増加。 
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 現在、上富良野町の商店街は、八つの商店街と３

カ所の大型店舗によって構成されている。しかし、

このことは大型店舗以外は以前の高度経済成長期の

ときはよかったが、現在の状況にはそぐわなくなっ

ている。後継者不足と経営者の高齢化により廃業が

進み、商店街の中に空き店舗、遊休地が目立つよう

になってきた。集客の核となる施設がない。 

 ②現代の自動車社会への未対応。 

 車社会の発展によって、消費者の行動範囲と選択

肢が広がった。しかし、中心市街地には広い駐車場

も少なく、消費者ニーズに対応がされていない。国

道のバイパス化に伴い交通量が激減となり、フリー

客や観光客等の減少によるにぎわいが不足してい

る。 

 ③中心市街地定住人口の減少と高齢化。 

 若者世帯の居住地域の郊外化に伴い中心市街地の

人口密度が減り、さらに高齢化が進んでいる。高齢

化社会に対応するバリアフリー化など、環境整備が

おくれている。 

 ④公営住宅との乖離。 

 既存の公営住宅が中心市街地と離れた場所に建築

されており、交通弱者の利便性に欠けている。 

 (3)まとめ。 

 我が国の経済は、高度経済成長期のいざなぎ景気

を超え、戦後最長の好景気となっている。一方、北

海道では依然として景気の回復がおくれ、そのこと

が要因となり中央と地方との格差が広がっている。

このことは、商店街においても同様の現象が見ら

れ、スーパー、百貨店などの大型店舗と中小小売業

者との格差も大きく広がってきている。 

 この原因の一つには、昭和４９年に施行された大

規模小売店舗法（大店法）により、中小小売業者と

大型店との商業調整（店舗面積、開店日、閉店時

間、休業日数）を行ってきたが、近年の規制緩和に

よる改正が行われ、大型店舗の進出を容易にしたこ

とが考えられる。 

 さらに、平成１０年施行の中心市街地活性化法、

改正都市計画法、平成１２年施行の大規模小売店舗

立地法のまちづくり３法が、当初期待された効果を

得られなかったことに加え、急激なモータリゼー

ションの影響を受けて、狭い中心市街地から広い駐

車場を持てる郊外への店舗の移設等による、駅周辺

の空洞化によるところが大である。 

 このことを踏まえ、国も平成１８年８月に中心市

街地活性化法が改正され、中心市街地活性化基本本

部を設置し、同本部が基本方針を策定し、閣議決定

を行い、基本方針に基づいた基本計画を市町村が作

成するようになった。作成に当たっては、中心市街

地活性化協議会の意見を聴取することが法制化さ

れ、必須構成員に、①「都市機能の増進」には、中

心市街地整備推進機構もしくはまちづくり会社、②

「経済活力の向上」には、商工会、商工会議所もし

くはまちづくり会社を入れることになっており、そ

れによって、活性化本部による認定を受けて事業実

施となるように改正された。 

 上富良野町においても、特に平成に入ってからの

大型店舗の進出も著しく、年間小売販売額が減少し

ていく中で、その販売額の大部分が大型店舗による

ものとなっている。 

 このような状況下で、販売額も伸び悩み、購買人

口の空洞化が目立つ中心市街地の活性化のために

は、広く分散した商店街の中にある遊休地などを効

果的に利用し、小さく集約した商店街形成が必要と

なり、加えて、自動車社会に対応すべく、広い駐車

場を兼ね備え、ゆっくりと買い物ができるようにす

る必要がある。 

 これらのまちづくり商業機能の充実のみでの集客

は不可能であることから、楽しく魅力があり、高齢

者から子供まで安心・安全（バリアフリー等）に買

い物ができ、ホスピタリティーあふれる飲食機能、

観光性の強化などを図り、広域集客のできるまちづ

くりを行うことが必須となってくる。 

 先進地の小布施町、葛生町においても、地域環

境、歴史、伝統文化、遺産、工芸、人、街並み景観

などのまちづくり資源、経営資源を最大限活用した

個性的な事業、すなわち集客の仕掛けを図って、大

きな事業効果を出していた。 

 さらに、人口減少、少子高齢化社会に対応すべ

く、スプロール化した公営住宅も、中心市街地に建

設することによって、高齢者も含めた多くの人に

とって暮らしやすい、多様な機能をコンパクトに集

積した、歩いて暮らせる生活空間を、中心市街地に

実現することが重要なことである。 

 次ページの継続調査の経過を御高覧いただいたも

のとして、省略させていただきます。 

 以上をもって、報告を終わります。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御

質疑があれば、賜ります。 

 ４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） 総務の防災について質問と

いいますか、認識していただきたいなというところ

のものがあるので、ちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

 私は、住民会長連合会の全町の総務をやっており

まして、５月に北海道町内会の連合会から、「元気

なまちづくり」ということでもって表彰を受けてお

ります。この中には、防災からコミュニティーから

あらゆるものが入っております。さらに、防災につ
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いて、住民会では、行政と消防、警察、自衛隊、こ

こはしっかり機能しているから、どんな災害があっ

ても２日辛抱しなさいと、そうすれば必ず３日目に

は救助に来るということで言って、やっておりま

す。 

 そして、そこからなのです。まず、防災訓練につ

いてなのですが、雪崩の来た方向は町と一緒になっ

てやっております。それから、旭の方では、昨年１

０町内会が防災訓練をやって、消防に大変お世話に

なりましたので、ことしはもう一回やっております

から、あと３回くらいかなというようなことで、防

災訓練はやっております。 

 そして、地域コミュニティーについてなのです

が、パトロール隊というのが立ち上がっておりま

す。これは、通学児童への見守り、声かけ、安全で

すね、をやっているのですが、現在、旭がやって、

東明がやって、丘町がやって、栄がやって、泉が

やってということで、そういうところは全部、きょ

うもパトロールでずっと見ていると。これは、何も

子供だけではないのです、生活弱者も。例えば、冬

なんかは特に歩きますから、子供だけではなく町内

も住民会も見て回る。カーテンがあいていないな、

どうなのだろうなかというようなことで、ちょっと

した声をかけるとか、もしくは民生児童委員と連携

をとっていて、特にあそこだけはと。これは個人情

報があるからなかなか聞けないのですけれども、そ

ういうようなものは連携をとって、どんなものだろ

うかと。除雪していない、新聞をとっていない、

カーテンがあいていない、どうなのだろうねという

ようなことで、安全を見守っている。 

 そのほか、なかなか表に出ないで引っ込みの人が

いる。これについては、全住民会がやっていると思

いますけれども、ふれあいサロンというのをやって

いて、声をかけて、そしておしゃべり会、体操、大

正琴を聞いたり、町のああいうものはみんな無料で

来ていただけますから、手づくりで昼食をつくって

食べていただいて、コミュニティーを深めている。

特に弱い人なんかは、車で民生委員の方に呼んでき

ていただいて、入っていただくというようなことで

やっているわけなのです。 

 それで、私は防災訓練を毎年見に来ているのです

が、ローラー作戦というのが弱者確認というものに

つながっているのかなと。 

○副議長（西村昭教君） 梨澤議員、今、質問され

ているので、事例の説明はわかりましたので、もう

少し簡潔明瞭に質問だけの趣旨でお願いいたしま

す。 

○４番（梨澤節三君） ちょっと待ってください。

私は最初に言いました。全住民会の中のこの程度の

認識ですかということで、認識を改めていただきた

いなということで。 

○副議長（西村昭教君） それならば、そういう質

問をしてください。例はよろしいですから。 

○４番（梨澤節三君） このままで続けさせてくだ

さい。 

○副議長（西村昭教君） 例はいいですから、質問

の趣旨をしっかりして聞いてください。 

○４番（梨澤節三君） 全然掌握していないでこれ

を言っているじゃないですか。 

○副議長（西村昭教君） それならば、そういう聞

き方をしてください、例を挙げないでいいですか

ら。 

○４番（梨澤節三君） いや、例を挙げなければ、

わからないでしょう。 

○副議長（西村昭教君） 例は一つか二つにして、

全部挙げると時間が何ぼあっても足りないかもしれ

ませんので、ひとつ少な目にして、簡潔明瞭にお願

いいたします。 

○４番（梨澤節三君） 傍聴者もおられるし、わか

りやすいのではないかなと思いましたけれども、副

議長がそのようにおっしゃるのであれば、今まで

言ったということで、認識が少し甘いのではないの

でしょうかねという感じを受けて、やっている住民

会の皆さん、何だろうなと、このように思われるの

ではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

○副議長（西村昭教君） １０番仲島康行議員。 

○総務文教常任委員長（仲島康行君） どこが認識

が甘いのか、私は全然わかりませんけれども、今ま

で調べた結果を報告しているのであって、確かにほ

かの町内でやっていることはすばらしいことだと私

は思っています。当然、そういうことは広げていく

べきであろうと思うし、そういうことも含めた中

で、行政ももう少ししっかりしてほしいというもの

も含めた報告をさせていただいているというふう

に、私は認識をしております。 

 以上です。 

○副議長（西村昭教君） 他に質問ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これ

をもって委員会所管事務調査の報告を終わります。 

 この際、理事者に申し上げます。 

 各委員会の調査した報告書について、十分参考と

され、今後の行政運営に反映されますことを期待い

たします。 

 暫時休憩いたします。 

────────────────── 

午前１０時２４分 休憩 
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午前１０時４０分 再開 

────────────────── 

○副議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 

○副議長（西村昭教君） 次に、日程第６ 報告第

３号平成１８年度上富良野町一般会計繰越明許費繰

越計算書の報告を行います。 

 本件の報告を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程されまし

た報告第３号平成１８年度上富良野町一般会計繰越

明許費繰越計算書報告の件につきまして、概要を申

し上げて説明にかえさせていただきます。 

 それでは、恐れ入りますが、繰越明許費繰越計算

書をごらんいただきたいと思います。 

 本件対象の事業は、後期高齢者医療制度創設に伴

いますシステム改修事業及び北海道が事業主体とし

て取り進めております草分地区・島津地区の道営耕

地整備の２事業を加えました３事業でございます。 

 これらの事業につきまして、まず、北海道後期高

齢者医療広域連合へ情報等を提供するための既存シ

ステム改修につきましては、機能を新設するなどの

ことから、完了までの期間が短く困難であるため、

また、耕地整備事業では、通水試験の実施や年度の

早い時期の着工を図るために、１９年度事業完了と

なるところです。 

 以上、５月末をもって平成１８年度会計の決算期

を迎え、予算の設定しておりました金額を確定した

結果、総額２,４４４万５,０００円を平成１９年度

へ繰り越しましたので、地方自治法施行令第１４６

条第２項の規定に基づき、その内容を報告するもの

であります。 

 なお、この３事業中、２事業の未収特定財源につ

きましては、当該事業の完了時期に応じまして、歳

入の受け入れ手続をとってまいります。 

 以上、報告第３号の説明といたします。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御

質疑があれば、賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第７ 報告第４号 

○副議長（西村昭教君） 次に、日程第７ 報告第

４号平成１８年度上富良野町国民健康保険特別会計

繰越明許費繰越計算書の報告を行います。 

 本件の報告を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました報告第４号平成１８年度上富良野町国民健康

保険特別会計繰越明許費繰越計算書報告の件につき

まして、概要を申し上げて説明にかえさせていただ

きます。 

 それでは、恐れ入りますけれども、繰越明許費繰

越計算書をごらんいただきたいと思います。 

 本件対象の事業は、北海道広域連合が事業主体と

して取り進めております後期高齢者医療制度創設に

伴いまして、保険税徴収システム機能を改修するな

どのことから、完了までの期間が短く困難であるた

め、平成１９年度での事業完了となるところです。 

 ５月末をもって平成１８年度会計の決算期を迎

え、予算で設定しておりました金額を確定した結

果、総額６９３万円を平成１９年度会計へ繰り越し

ましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の

規定に基づき、その内容を報告するものでありま

す。 

 以上、報告第４号の説明といたします。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御

質疑があれば、賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第８ 報告第５号 

○副議長（西村昭教君） 次に、日程第８ 報告第

５号平成１８年度上富良野町介護保険特別会計繰越

明許費繰越計算書の報告を行います。 

 本件の報告を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ただいま上程され

ました報告第５号平成１８年度上富良野町介護保険

特別会計繰越明許費繰越計算書報告の件につきまし

て、概要を申し上げまして説明にかえさせていただ

きます。 

 繰越計算書をごらんいただきたいと思います。 

 本件対象事業は、後期高齢者医療制度創設に伴い

まして、介護保険被保険者の取り扱いについての、

従来におきます介護保険システムの一部を改修する

という必要性が生じまして、１８年度の決算期を迎

えた際に、設定しておりました金額につきまして確

定しました結果、２３６万２,５００円を平成１９

年度会計へ繰り越しましたので、地方自治法施行令

の規定により、その内容を報告するものでありま

す。 

 以上、報告第５号の説明といたします。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御
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質疑があれば、賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第９ 報告第６号 

○副議長（西村昭教君） 日程第９ 報告第６号法

人の経営状況の報告を行います。 

 本件の報告を求めます。 

 初めに、上富良野町土地開発公社の報告を求めま

す。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程されまし

た報告第６号法人の経営状況報告の上富良野町土地

開発公社の経営状況につきまして御報告申し上げま

す。 

 当公社におきまして、平成１８年度町の公共用地

先行取得等の要請を受けていないことから、経常的

経費以外の特別具体的な事業活動はございません。 

 このようなことから、平成１８年度の決算に関す

る書類といたしましては、事業報告書、あわせまし

て、昨年度と同程度となる１６０万円余りの経費支

弁をした内容の貸借対照表など、所定の書類をつけ

てございます。また、平成１９年度におきまして

は、現在のところ町から要請を受けてございません

が、今後、用地の取得等があった場合には、その旨

対応することとしてございます。 

 したがいまして、予算におきましては、平成１８

年度同様に、経常的な活動を想定しました経費を支

弁する内容で調整してございますので、御高覧いた

だきたいと思います。 

 以上、上富良野町土地開発公社関係の経営状況の

報告とさせていただきます。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し御

質疑があれば、賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって上富良野町土地開発公社の報告を終わりま

す。 

 次に、株式会社上富良野振興公社の報告を求めま

す。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（伊藤芳昭君） ただいま上程いた

だきました株式会社上富良野振興公社の経営状況に

つきまして御報告申し上げます。 

 経営状況に関する書類の１ページをお開き願いま

す。 

 最初に、平成１８年度の事業報告として、会議等

の開催、審議の状況でございます。 

 総会関係では、平成１８年５月２５日に定時株主

総会を開催し、平成１７年度の事業報告、決算承認

及び平成１８年度事業計画、予算について議決をい

ただいたところであります。また、任期満了による

取締役及び監査役の選任を行ったところでございま

す。 

 取締役会関係では、平成１８年１０月１９日開催

の第１回取締役会において、平成１８年度上半期の

事業について御報告を行っております。また、平成

１９年３月２９日開催の第２回取締役会において、

平成１８年度事業報告、決算の実施方針及び平成１

９年度経営基本方針及び予算編成方針について審議

を行ったところでございます。 

 次に、２ページの平成１８年度部門別の報告をい

たします。 

 上富良野振興公社は、平成１８年度から導入され

ました指定管理者制度による公の施設の管理により

まして、保養センター白銀荘、日の出公園オート

キャンプ場、上富良野町営スキー場の管理運営を

行っているところでございます。 

 (1)保養センター白銀荘につきましては、総体入

館者１０万１,６０６人となりました。その内容

は、日帰り客９万１,８４７人、宿泊客で９,７５９

人となっており、計画対比９６.８％の入館実績と

なりました。 

 例年行っております福祉向上を目的とした町内在

住の７０歳以上の方と障害者に対する優遇措置につ

きましては、平成１８年は２００円の御負担をいた

だいたところでございますが、その入館利用者は、

２月８日から３月９日までの平日２１日間に８１５

人となっております。 

 (2)日の出公園オートキャンプ場につきまして

は、全国的には過去１０年連続で前年を下回る入り

込み状況の中、総入場者数は当初計画の１万１,０

００人に対し１万４,３０３人で、計画対比１３０

％、利用収益も当初計画１,１８０万円に対し１,４

９４万７,０００円で、計画対比１２６.７％の実績

となりました。 

 (3)上富良野町営スキー場につきましては、例年

１２月の開設を予定しておりましたが、降雪不足の

ためオープンが大幅におくれ、１月１０日に運行を

開始したところでございます。 

 リフト券売り上げ枚数は、冬休みの子供たち及び

正月の家族連れの減少、自衛隊の訓練利用の減少な

どで、当初計画３,４８０枚に対し２,８８３枚で、

計画対比８２.８％、また利用収益は計画１９７万

３,０００円に対し１４３万円で、７２.５％の実績

となりました。 

 (4)日の出公園につきましては、町民の憩いの場
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として、また当町の観光資源として、多くの皆様に

御利用いただけるよう、生芝の管理、清掃、除草な

ど、安全面などに努めてまいります。 

 次に、５ページの貸借対照表について説明いたし

ます。 

 資産の部、流動資産として、総額で２,１９８万

６,３２７円。その内訳は、定期貯金１,５５０万

円、現金及び普通貯金４３９万３,２０５円、期末

商品２０９万３,１２２円、固定資産として、旭川

信用金庫に対する出資金３万円で、資産合計は２,

２０１万６,３２７円となっております。 

 負債の部では、流動負債合計５３３万６５５円。

その内訳といたしまして、買掛金、未払金、預かり

金、入湯税預かり金等であります。 

 純資産の部では、上富良野町、富良野農協、上富

良野町商工会、旭川信用金庫の資本金が１,０００

万円、利益剰余金として６６８万５,６７２円を加

えて、純資産の部の総額は１,６６８万５,６７２円

となります。負債及び純資産の合計は２,２０１万

６,３２７円となります。 

 次に、６ページの損益計算書について説明いたし

ます。 

 営業収益の部でありますが、利用収益と売店収益

を合わせた売上高合計は、１億２８７万１,８４５

円となったところであります。その内訳として、白

銀荘８,６１７万９８３円、オートキャンプ場１,４

９４万７,５８２円、スキー場１４３万２３２円、

日の出公園３２万３,０４８円でございます。 

 次に、営業費用としまして、売上原価として期首

商品、当期商品仕入れ１,６９４万７,６２０円から

期末商品棚卸し高２０９万３,１２２円を引いて１,

４８５万４,４９８円となり、売上総利益は８,８０

１万７,３４７円となります。販売及び一般管理費

は１億３３９万６,６１０円で、その内訳は、白銀

荘６,４４３万１,０３４円、オートキャンプ場１,

４７３万６,０３０円、スキー場７７０万９,２６４

円、日の出公園１,６５２万２８２円であります。

これらを差し引き、営業利益は１,５３７万９,２６

３円のマイナスとなります。 

 営業外収益につきましては、受取利息、配当金、

雑収入、受託収入を含めまして２,９８５万５,７５

６円であります。受託収入の内訳としましては、白

銀荘１４３万２,９０１円、オートキャンプ場２３

８万９５４円、スキー場７４４万３,８１１円、日

の出公園１,８１３万９,０４９円であります。 

 営業外費用につきましては、町へ１,３５０万円

の寄附を行い、これを差し引いた経常利益は９７万

６,４９３円になるところであります。これから法

人税３７万２００円を差し引き６０万６,２９３円

が当期利益となり、これに前期繰越利益５７万９,

３７９円を加えました１１８万５,６７２円が、当

期繰越利益剰余金となります。 

 次に、１２ページの１９年度の事業計画、予算に

ついて御説明申し上げます。 

 保養センター白銀荘につきましては、世界遺産の

知床や旭山動物園人気などにより、ここ数年の入館

者は減少していますが、積極的な営業活動の展開及

び数回のイベントを実施しながら、計画目標の達成

に努めてまいります。 

 計画に当たっては、過去の実績等を勘案し、入館

者１０万６,０００人、宿泊９,２００人、日帰り９

万６,８００人を見込み、売上高につきましては９,

６４３万５,０００円を見込んでおります。 

 次に、日の出公園オートキャンプ場につきまして

は、全国的に過剰な施設整備が収入の悪化を招いて

いると言われていますが、施設管理の質を高め、新

規キャンパー、団塊の世代対策及びＰＲを積極的に

展開し、顧客満足度の向上に努め、環境整備を基本

に、管理運営に努めてまいります。計画に当たって

は、経済社会状況を勘案し、総入場者数１万１,０

００人を見込み、売上高につきましては１,１５０

万円を見込んでおります。 

 日の出公園につきましては、娯楽の多様化などに

より地方スキー場として厳しい状況にありますが、

町民の憩いの場、健康の場、親子の触れ合いの場、

また教育としてのスキーの場として、安全を重視し

て整備及び管理運営に努めてまいります。計画に当

たっては、リフト利用券の売上高で１９７万３,５

００円を見込んでおります。 

 日の出公園につきましては、町の憩いの場とし

て、また多くの観光客が訪れるものと考えますの

で、環境整備、安全管理などに十分配慮して公園管

理を行ってまいります。 

 １４ページ以降２１ページまでの各施設の平成１

９年度損益計算書につきましては、御高覧いただい

たものと思いますので、説明を省略させていただき

ます。 

 以上で、株式会社上富良野振興公社の平成１８年

度経営状況につきましての御報告とさせていただき

ます。 

○副議長（西村昭教君） ただいまの報告説明に対

し御質疑があれば、賜ります。 

 １４番長谷川徳行君。 

○１４番（長谷川徳行君） 保養センター白銀荘に

ついてお伺いいたします。 

 白銀荘も昨年で１０年を経過したということで、

老朽化が進んでいると思われます。昨年の修繕費が

６３万円、今年度は３００万円計上されておりま
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す。このように、これからも一段と老朽化が進み、

大々的な改修も必要になってくると思います。それ

に対しての改修計画とか改善計画はどのようにされ

ているのか、お伺いしたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 私の方から、長谷川議員

の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 御案内のとおり、昨年１０年を迎えまして、イベ

ント等を行って皆さんに感謝の気持ちをあらわした

ところでありますが、施設については、自然条件の

中で大変老朽化が進んでいるということでありま

す。特に、内部的には、管網の関係について今まで

も取りかえ等をやってございましたが、いよいよ外

部、屋根等の部分につきましても少し手をかけなけ

ればならぬ状況がございますので、いつかけること

がいいのか、今、役場内部の技師の見立て、業者、

それから当時の建設された業者も含めまして、少し

具体的に、近い将来、どういう計画を立てて適切に

行うことがいいのかについて協議をさせてございま

すので、その結果を踏まえながら、適切な時期に対

応しなければならぬというふうに考えているところ

であります。 

 いずれにしましても、非常に厳しい自然の中でご

ざいますので、余り先延ばししますと、また多額な

費用にもなりますので、その点、後手にならないよ

うに十分内部で協議しながら、町の施設でございま

すので、必要に応じてまた議会とも相談しながら、

計画的に対応してまいりたいというふうに考えてい

るところであります。 

○副議長（西村昭教君） 他にございませんか。 

 ３番岩崎治男君。 

○３番（岩崎治男君） 振興公社の決算を見ます

と、それぞれ努力されて収益を上げているというこ

とに感謝しているところでございます。 

 この中に、日の出公園のスキー場ですけれども、

これにつきましては、年々スキー人口が減少してい

るといったようなことで、この決算を見ましても、

計画対比で５４万３,０００円ほどの売り上げ減少

が見られるわけでございます。 

 なお、さらにスキー場のリフトが大変老朽化して

いる状況にありまして、このスキー場の運営につい

て、今後どのような計画をお持ちで、老朽化したリ

フトをどのように活用されていくのかということ。 

 それから、各学校のスキー授業なんかも廃止され

て、たまに、私たちの地元の学校もバスを貸し切っ

て富良野の方に行って、スキー授業を行っていると

いう状況も見られますので、時代の背景が年々変

わってきているという中にありまして、大型スキー

場においては東南アジアやそれからオーストラリア

から観光客の誘致をして、大変繁盛しているわけで

すけれども、上富良野町のスキー場の今後の運営計

画についてお尋ねをしたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ３番岩崎議員の町営ス

キー場の件について、私の方からお答えさせていた

だきたいと思います。 

 議員から御指摘ありましたように、スキー場につ

いては、上川管内のスキー場においても、いろいろ

なところで廃止してきている状況にあります。しか

しながら、我が町のスキー場におきましては、今、

学校での利用やなんかのお話がありましたが、年１

回につきましては、町外の富良野スキー場とか東川

スキー場の方に行っている経過がありますが、通常

の授業では、やはり日の出公園のスキー場を利用し

ている実態にあります。そのようなことから、まだ

当町においては、スキー場としては必要度は高いも

のというふうに考えているところであります。 

 また、リフトの関係につきましては、非常に老朽

化してきて、ロープ塔ということで、座って上がっ

ていくという形態のものではなくて、引っ張られて

上がっていくということでありますので、これの耐

用年数やなんかも近々やってくる時期を迎えます。

そのようなときに、今後の方向性やなんかについて

は定めてまいりたいというふうに思っていますが、

今の段階では、まだスキー場の用途はあるものとい

うふうに考えているところであります。 

 それともう一点、計画対比より落ちたという話に

ついては、先日の報告にもありましたように、当

初、雪が非常に遅かったということで、年を明けて

からの開始になったということから、落ちたと承知

をしているところであります。 

 以上です。 

○副議長（西村昭教君） ３番岩崎治男君。 

○３番（岩崎治男君） ただいまの教育関係の授業

等について、教育長の答弁を了解したわけでござい

ますけれども、観光行政全体を見ますときに、ス

キーのみでなく、よそのスキー場なんかに行くと、

隣町の中富良野もそうですけれども、夏もリフトを

動かして、ラベンダー園全体の景観を観賞できるよ

うなリフトの活用をしているわけです。 

 そういったことで、振興公社全体の運営を見定め

るときに、観光面も考慮して、やはり冬だけ引っ

張って上がるようなリフトではなくて、もう少し夏

も活用できるようなリフトを設営することによりま

して、夏も観光客を誘致して、今、歩いて上るのも

一つのウオーキングでしょうけれども、さらに、日

の出公園の夏を満喫するために、年配者も多数訪れ

ているわけですから、そういう構想もあっていいの
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ではないかと思いますけれども、振興公社の方にお

伺いしたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 岩崎議員の御質問に、私

の方からお答えさせていただきます。 

 今、利用面については教育長が申し上げたとおり

でありまして、ああいう機能を発揮するスキー場で

ありますけれども、地域には必要なものというふう

に認識しているところでありまして、といいなが

ら、設置以来相当年数が経過していまして、経年変

化を起こしていることから、ロープ塔のリフトにつ

きましても、今の状態ですと、いつかは更新をしな

ければならぬというようなことであります。 

 具体的には、今まだ内部的にも詰めてございませ

んが、計画するために、経営上ロープ塔をチェア式

のものにでできるのかどうかも十分検討しながら、

更新するとすれば、夏の利用の拡大ということは御

案内のとおりでありまして、私ども町としまして

も、上富良野町の観光地のにぎわいを考えると、冬

場のそういう展開があるとすれば、夏に大きく期待

をしなければならぬということであります。 

 管理をさせていただいている公社としましても、

その辺望むところでありますが、町がどう対応する

かについて御意見をちょうだいしましたので、町の

立場で十分検討させていただいて、更新はどうある

べきかについて、慎重に対応してまいりたいという

ふうに考えているところであります。 

○副議長（西村昭教君） １０番仲島康行君。 

○１０番（仲島康行君） また関係したことなので

すけれども、あの補助金をもらっているやつは、

とっくに終わっているのでないかなと思うのです。

前に質問したときには、まだ支払いが終わっていな

いからだめだということだったと思うのですけれど

も、当然、耐用年数も過ぎているのだろうと思うの

ですね。だから、更新をしなければならぬ時期にも

う近づいているのだろうと思うのですよ。 

 あそこで仕事をやっている関係上、非常にあの山

を上るのがきついということで、岩崎議員がおっ

しゃったように、年寄りはみんな下で休んでいる状

況にあると。 

 うちの町で特に条件が悪いのは、普通どこへ行っ

ても、花畑のあるところで車をとめて、すぐ見ると

いう状況があるのだけれども、うちらの場合は、と

りあえず下にとめて、歩いて、よっこらしょという

状況にあると。だから、そこら辺、もう少し早い時

期に検討する必要性があるのだろうなと思うのです

ね。 

 その辺を検討してくれと私が言うのは簡単だが、

向こうの方で検討するというのはやらぬということ

だから、いつまでだという答えをいただければあり

がたいなと思うのです。早急な問題だと思うのです

が、いかがでしょうか。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 仲島議員の御質問にお答

えさせていただきます。 

 今言われるとおりでありまして、道路の関係につ

いても、上り切って、またその上った道路をおりて

くるということでありますので、通り抜けできるよ

うな、回できるようなルートを確保できるかにつ

いて、過去、検討した経過もございますし、なかな

か実現が難しいというようなことで現在に至ってい

ます。 

 それと、リフトの関係につきましても、以前、検

討もしまして、丘なりの山で、チェア式があの形状

の中で立地的に合うかどうかについては、若干難し

い面もあるというようなことも過去に聞いた経過が

ございますので、それらについては、更新時期に、

夏の利用のことも視野に入れながら、できる限り。

チェア式にしたとすれば、夏の利用も可能でありま

すので、そういうことも十分前向きに検討して、財

政に余り大きな負荷がかからないように。 

 それから、今、観光行政を推進するということ

で、地域の経済振興にもつなげなければならぬとい

うことで大いに策を練ってございますので、それら

にうまく結びついて、経済効果が十分発揮できるよ

うなことももくろみながら、必要であれば、可能な

範囲の中で財政投資をしていきたいというふうに考

えてございますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

○副議長（西村昭教君） ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 振興公社の給料と賃金で、

それぞれ白銀荘とオートキャンプ場があると思いま

すが、職員が何人ずついるのかというところをお伺

いしたいと思います。 

 それともう一点は、１８年度においては、日の出

公園オートキャンプ場において利用を高めるという

形の中で、ダイレクトメールの発送、パンフレット

の活用、オートリゾート協会とのタイアップで集客

力を上げるという形になっておりますが、これは実

際どのような効果があったのか、この点。 

 それを踏まえて、今年度は、またどういうふうな

方針を持ったのかということをお聞きしたいと思い

ます。 

 それと、日の出公園のオープンカフェという形の

中で、１８年度は方針が載っております。これにつ

いて、役場と協議をしてどうなるかという形の話が

ありましたが、最終的には出店がなかったというふ

うなことだと思いますが、この点はどういうふうに
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なっているのか、お伺いいたします。 

 それと、白銀荘の問題で、今回、昨年度と違っ

て、集客力を上げるために、１９年度は数回のイベ

ントを実施するという形の方針が載っております

が、計画の中では、前年度の利用実績から見て、宿

泊客については５００名ぐらいマイナスで、日帰り

客については５,８００名ぐらいふえるという感じ

になっているかというふうに思います。この数回の

イベントの内容等はどういうものが企画されている

のか。前年度から比べても、お客さんですから多様

な動きをしますので、実際、こういう集客力を見込

んだとしても、なかなか相手次第ということもあり

ますので、この点、どういうような企画との関係で

集客の実数を見込んだのか、この点。 

 それともう一点、最後になります。今お年寄り等

に２００円で入浴の優遇対象という形でされており

ますが、歩いていますと、こういったものの対象を

一般住民にも広げてもらえないのかと。行けば、家

族連れで行きますから、売店の利用もふえるという

勘定になります。毎年、町に対しては１,３００万

円、昨年度１,５００万円という形で寄附されてお

りますが、こういう部分をそういう形で、一般の町

民の方たちにも利用してもらうという形の対処がと

れないのか。町の条例の関係もありますが、この

点、お伺いしておきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 米沢議員の４点の御質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、当振興公社の社員、臨時も含めまして、今

現在１３名でございまして、白銀荘に８名、それか

らオートキャンプ場を中心にしまして、日の出公園

の管理も含めまして５名、延べ１３名であります。 

 賃金の水準につきましては、振興公社そのもの

も、過去、町が施策的に組織化したという経緯か

ら、町が職員の給料水準、行政職給料表の２のレベ

ルをベースに、今それらをもとに運用してございま

す。 

 そのようなことで、業績の状況に応じて、それら

も必要に応じては見直していかなければならぬとい

う一つの課題を抱えながら、今現在いるところであ

ります。 

 それと、日の出公園の展望台のオープンカフェに

つきましては、公社は町から指定管理者として各施

設の運営管理をさせていただいているところであり

ますけれども、基本的には経費効果も上げる。それ

から一方、利用サービスの拡大をするということ

で、その辺は臨機応変に展開したいと思いますが、

なかなか当初計画していたとおり物がすべて推移し

ませんので、それらについては、そのシーズンシー

ズン総括をしながら、次期シーズンに展開をしなけ

ればならぬということであります。 

 他の議員からもありましたように、あそこに一生

懸命上って、また帰るのはおりなければならぬわけ

でありますので、そういう意味では、飲み物が飲め

るような機能も必要だということでありまして、何

とかそういう機能をあそこで展開できないかという

ことで模索してございますが、経費をかける、その

経費がなかなか賄い切れないという実態もあります

ので、その辺は、日の出公園に限らず、お預かりし

ている各施設、柔軟にサービス向上に向けて対応し

てまいりたいと、努力してまいりたいというふう

に、当公社としても考えているところであります。 

 それと、白銀荘については、御案内のとおり、平

成８年暮れからオープンしまして、一番ピークで年

間１４万人ほどお客さんを迎えることができたわけ

であります。昨年１０万１,０００人、それから今

年度も何とか１０万人余の計画で運営に当たってい

るわけでありますが、御案内のとおり、旭川での大

型の銭湯、それからこの近隣、今また富良野方面で

それぞれ温泉施設等の展開もあるわけでありますの

で、その辺にどう立ち向かっていくかということで

あります。 

 私としましては、少しずつ減っていますが、冬場

それから夏場の立地を考えたときに、年間を通じま

して、宿泊・日帰りを含めまして１０万人を超える

お客さんを迎え入れていることについては、十分努

力成果が出ているものというふうに評価していると

ころであります。他の施設にお客さんが向いていく

ようなことのないように、地域特性を生かして努力

してまいりたい。 

 今までは、振興公社についても、宣伝については

余り費用をかけないでやってございましたが、これ

から結果を残すには、やはり投資も必要だというこ

とで、多額な投資はできないわけでありますが、こ

の費用の中で必要な宣伝費をかけて、有料宣伝で対

応して集客に努めてまいりたい。 

 御案内のとおり、速効性があるかないかについて

はわかりまんが、いずれにしてもＰＲをしないこと

には結果につながりませんので、その努力をしてま

いりたいというふうに考えているところでありま

す。テレビ会社、それからラジオ、無料でたまたま

相手の方から取材が来るような機会については、大

いにこちらからそういう機会をつくるべく現場でも

努力してございますので、ぜひ御理解とお力添えを

いただきたいというふうに思うところであります。 

 それと、白銀荘の冬場の関係、長い冬期間につい

ては、一定期間、高齢者を対象に無料入浴をさせて

いただいたところであります。 
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 特に、高齢者については、冬期間は自家用車であ

の場所に来るのは非常に危険だということでござい

まして、高齢者が車であそこに行けない。結果とし

て、あの温泉を利用できないということについては

どうかなということで、町長を含め、十分相談をさ

せていただいて、町外者を中心にした観光客が冬場

は相当少なくなるわけでありますので、バスの利用

を考え、バスは定期的に運行してございますので、

特に少ない冬場の厳寒期を中心に、バスの片道運賃

を無料にしていただいて。バス代もかけ入浴してい

ただくので、バス賃は無料。 

 それから、今言ったように、十勝岳温泉は白銀荘

だけではございませんので、同業者がいますので、

皆さんとの相談の中で、昨冬のシーズンは、試行的

に２００円をちょうだいしようという形で、トータ

ル的にはそれなりの対応をさせていただくと。多く

の町民の方を十勝岳温泉に誘客したいという町の願

を込めて、試行的に実施してございますので、一般

の方々に拡大すべきかどうかについては、もう少し

データをとりながら、十分また対応してまいりたい

というふうに思ってございます。 

 いずれにしましても、今年度の冬シーズンも同じ

ようにすべく、今、関係同業者とお話をさせていた

だいてございますので、町にもお願いしながら、そ

れら継続、場合によっては拡大も含めて検討してま

いりたいというふうに考えているところでございま

すので、御理解いただきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 全体的に相当努力もされて

いると思いますので、さらに内容等を充実していた

だきたいと思います。 

 もう一つは、僕も利用していて感じたことがあり

ます。１０時までなのですけれども、９時ぐらいに

なると、中の照明が消されてしまうのですね。入っ

ている方にしたら、非常に不愉快な思いをする。人

数のいるいない、多少にかかわらず、お客様をもて

なすという立場から、きっちりと１０時まで照明は

つけて、浴槽についても、サウナについても、常に

清潔を保つという形にやらないと、どんどん逃げて

いきますので、そういうものが評判を悪くしたりよ

くしたりという形になりますので、この点、ぜひ気

をつけていただきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 今、米沢議員からちょう

だいした御意見、私の方では、今までは条例で９時

ということでありましたが、町長の承認ということ

で１０時に延長させていただいてございます。 

 それで、１０時にお客さんに帰っていただくわけ

でありますが、いろいろな諸事情から、現場でそう

いう対応をさせていただいているところでございま

す。言われるように、利用しているお客さんが不快

を感じることは多々あるかと思いますので、早速、

私の方で指示しまして、改善を図りたいというふう

に思うところであります。御理解いただきたいと思

います。 

○副議長（西村昭教君） 他に。 

 １番清水茂雄君。 

○１番（清水茂雄君） 私からは、１点要望してお

きたいと思うのですが、先ほどの報告の中にもあり

ますように、最近、観光も国際化されてきており、

特に中国系また韓国系の観光客がふえております。

そうした中で、実例なのですが、韓国系のマイカー

を利用しての観光客と町内のある住民の方が、危う

く事故を起こすような状況があったようです。それ

で、その方が追跡して質問したところが、韓国系の

方だったということで、標識がわからないという答

えだったそうです。 

 それで、先ほどの報告の中で、ソウル、釜山、台

北等からの観光客が今後ますますふえてくるのかな

という気がしますが、標識また案内板に韓国語もし

くは英語等で表示する必要性があるのでないかとい

うように感じます。この点について、お考えいただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 清水議員の御質問にお答

えをいたします。 

 私も新聞で見せていただきましたけれども、東南

アジア諸国の方が自国の免許で日本でも車の運転を

できるという、国と国の間で法令等の整備をされて

いるようでございます。といいながら、それが結果

として今言われるような事故につながることについ

ては、大変大きな問題でございます。 

 そういう方々が入り込んで、言葉が通じないとい

うことも困りますので、今、富良野でもやってござ

いますし、広域的にも会話ができるようなこともし

なければなりませんし、また、看板等の表示につき

ましても、私どもの町だけでなく、もっと広域的に

対応することが必要であろうというふうに思いま

す。その辺、ひとつ課題として、そういう方向につ

なげて、実現に向けて努力していきたいというふう

に考えてございますので、御理解いただきたいとい

うふうに思います。 

○副議長（西村昭教君） 他にございますか。 

 １６番渡部洋己君。 

○１６番（渡部洋己君） 温泉のことでちょっと。 

 最近、少しずつ観光客が減ってきたということ

で、来客数も少しずつ減ってきている中で、イベン

トをやったりして随分努力されているようです。 
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 私もたまにあそこに行くのですけれども、行く途

中に露天ぶろがあり、夏冬問わず、結構あそこに車

がとまって、利用している人がいるのです。たまに

白銀荘の方から掃除に行ったりしているのだという

ような話も聞くのですけれども、そこら辺は町とし

てどうなのか。勝手に入っているのはいいのですけ

れども、ただ、そこで事故を起こしたりすると、ど

うなのかなと。今の町のかかわりはどの程度なの

か、そこら辺をちょっと聞きたいなと思います。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 渡辺議員の大変答えにく

い、難しい質問でありますが、議員も承知かと思い

ますけれども、あそこは手を加えることのできない

地域でありまして、環境省のいろいろな制約がござ

います。いろいろな事件・事故等にかかわって、町

にもそういう意見をいただいておりますが、なかな

か正式には対応できないということであります。 

 ただ、せっかく気持ちよくあの温泉を利用するお

客さんたちがいますので、最低限、不快を与えない

ように、トイレを掃除したり、それから、たまに入

浴する場所等の点検等については、私ども振興公社

の白銀荘の社員が出向いているところであります。 

 責任の関係になりますと、私ども、ここで明確に

お答えできませんが、もう既に長い年月、愛好者も

いますし、あそこを閉鎖するということについても

なかなかでき得ない。かといって、では、責任を果

たすべく施設を設けて管理するとか、いろいろな要

望にこたえることもなかなか難しいということで、

町自身も少し手詰まりな状況にあることを御理解い

ただきいなというふうに思います。 

 いずれにしましても、衛生的に問題だとか、そう

いうことについては、最低限、公社の方で力を発揮

しているということでございますので、そういう実

情であるということをひとつ改めて御理解いただき

いなというふうに思います。 

○副議長（西村昭教君） １６番渡部洋己君。 

○１６番（渡部洋己君） 例えば、衛生面だとか

で、保健所あたりからは指摘はされないものなの

か、どうなのか。 

○副議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） あそこは、言ってみれ

ば、わいているところに、みんなが自己責任で入っ

ているということでございますので、営業等の許可

をいただいてやっていることでございませんことか

ら、その点は特に指摘する接点がないということで

あります。といいながら、私ども地元としては、目

に余ることをそのまま放置ということはなかなかで

きないので、最低限のことはやらなければならぬと

いうような、若干消極的な対応でありますけれど

も、やっているのが実態であります。 

 いずれにしましても、盗難事件とかいろいろあり

ますが、どんな表示をしたらいいのかわかりません

けれども、基本的には自己責任で御利用いただいて

いる。長い年月、愛好者がいるということも実態で

ございますので、なかなか一方的に閉鎖もできない

ということでございます。今後、どういうことにな

るのか、推移を十分見ながら、かかる事態にはしか

るべき対応もしなければならぬというふうに思って

ございます。 

○副議長（西村昭教君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって法人の経営状況の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１０ 選挙第１号 

○副議長（西村昭教君） 日程第１０ 選挙第１号

北海道後期高齢者医療広域連合議会議員選挙を行い

ます。 

 この選挙は、町村議会議員の区分において、候補

者が定数８人を上回る９人となり、選挙が行われる

こととなったものです。 

 広域連合規約第８条の規定により、すべての町村

議会の選挙における得票総数により当選人を決定す

ることになりますので、当選人の報告及び当選人へ

の告知は行いません。よって、会議規則第３３条の

規定にかかわらず、有効投票のうち、候補者の得票

数までを報告いたします。 

 選挙は、投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○副議長（西村昭教君） ただいまの出席議員は１

７人です。 

 会議規則第３２条の規定により、立会人に５番小

野忠君と１２番金子益三君を指名します。 

 投票用紙を配付します。 

（投票用紙配付） 

○副議長（西村昭教君） 投票用紙の配付漏れはあ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 配付漏れなしと認めま

す。 

 投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○副議長（西村昭教君） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。 

 投票は、単記無記名です。投票用紙に被選挙人の

氏名を記載の上、点呼に応じて順次投票願います。 

 点呼を命じます。 
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 事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、

順番に投票願います。 

○事務局長（中田繁利君） 投票順を申し上げま

す。 

 議長席に向かって右側の方は右側の記載所で、左

側の方は左側の記載所で、それぞれ議席番号を読み

上げた順に記載の上、投票をお願い申し上げます。 

 まず、議長席に向かって右側の方は、議席番号１

番清水茂雄議員、２番徳島稔議員、５番小野忠議

員、６番米谷一議員、７番岩田浩志議員、８番吉武

敏彦議員、１３番村上和子議員、１４番長谷川徳行

議員、１５番向山富夫議員。 

 次に、議長席に向かって左側の方は、議席番号３

番岩崎治男議員、４番梨澤節三議員、９番米沢義英

議員、１０番仲島康行議員、１１番中村有秀議員、

１２番金子益三議員、１６番渡部洋己議員、１７番

西村昭教議員。 

 以上でございます。順次記載の上、投票をお願い

いたします。 

（投票） 

○副議長（西村昭教君） 投票漏れはございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西村昭教君） 投票漏れなしと認めま

す。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 小野忠君と金子益三君に開票の立ち会いをお願い

いたします。 

（開票） 

○副議長（西村昭教君） 開票の結果を報告しま

す。 

 投票総数１７票、これは先ほどの出席議員数に符

合いたしております。 

 有効投票数１６票、無効投票数１票です。有効投

票数のうち、竹田和男１票、牧野勝頼１０票、中橋

友子５票、以上のとおりです。あとは投票されてお

りません。 

 議場の出入り口を開きます。 

（議場開鎖） 

○副議長（西村昭教君） この開票結果を、当職か

ら北海道後期高齢者医療広域連合議会議員選挙長に

報告をいたします。 

────────────────── 

◎日程第１１ 町の一般行政について質問 

○副議長（西村昭教君） 日程第１１ 町の一般行

政について質問を行います。 

 質問の通知がありますので、順次発言を許しま

す。 

 初めに、１２番金子益三君。 

○１２番（金子益三君） 私は、さきに通告いたし

ました３点について、町長のお考えを伺いたいと思

います。 

 初めに、町立病院の存続に向けての指針について

お伺いいたします。 

 上富良野町立病院の今後の運営等につきまして

は、さきに行いました厚生常任委員会並びに議員協

議会などで職員から詳しい現状が説明され、我々議

員各位においても、それぞれに思慮してきたところ

であります。 

 国の医療費削減の診療報酬改定による看護師の２

人夜勤体制など、地方自治体だけではどうしようも

できない法律と診療報酬施設基準の壁により非常に

大変な経営状況である中、医師、看護師、職員全員

による地道な努力の積み重ねで何とか運営を続けて

いることは、非常に高く評価されるところと考えて

おります。 

 このような中で、さらに追い打ちをかけるよう

に、平成２３年度末までに療養病床の医療保険と介

護保険からの保険給付を削減することを目的に、現

在、３８万床ある療養病床の医療療養病床２５万床

を１５万床に転換削減、介護療養病床１３万床を２

３万床に増床転換が計画されることによって、町立

病院にある療養病床が廃止されてしまう可能性もあ

り、このことによって、このままであれば上富良野

町においても介護難民が発生するおそれがあると考

えられます。しかし、国も小規模老人保健施設（老

健）の創設に対して、規制緩和や転換補助制度をつ

くり、これに対応してきているところでございま

す。町長も、平成２０年度までに転換を行わねば、

これらの恩恵がなくなることは御承知と思うので、

限られた時間の中で迅速な決断を行い、すぐにでも

小規模老健への転換を行うべきと考えます。 

 また、平成１７年度決算での７億５,３６０万２,

０００円の繰越欠損金の中の８０％が減価償却費で

あることから、大きく現金が支出されてきたわけで

はありません。加えて、毎年大きな支出の一つであ

る建物と医療機器の借入金の償還金も、平成２２年

度からは大きくその額が縮減されることもあり、厳

しい経営環境の中にあっても、若干の明るい未来も

ないわけではございません。このような状況の中、

町立病院を診療所に縮小してしまっては、地域医療

の崩壊となり、加えて、医療サービスの低下は著し

いことと予測されます。 

 財政的には、国からの交付税も現在の約１億２,
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０００万円から７００万円と大きく削減されてしま

い、近隣町の例を見ても、財政的にも町の繰出金に

変化がなかった例もあり、当然ながら、有床診療所

の運営などは夢のまた夢であることも現実的であり

ます。 

 町立病院では、平成１８年１１月に超音波診断装

置を約１,０００万円で購入しております。この医

療機器は、頸部エコー検査ができ、動脈硬化、頸部

の血栓による脳塞栓などの予防に絶大な効果がある

器械であります。また、血圧脈波検査装置という血

圧に依存せずに血管の固有のかたさを測定する器械

も導入しております。さらに、胃カメラ、大腸カメ

ラの器材はもちろんのこと、検査も常勤医師と旭川

医科大学からの派遣医師で実施しており、技術的に

も非常に高いものと聞いております。 

 旭川の総合病院で一日かけて検査するよりも、む

しろ町立病院で半日かからずに検査する方が住民に

とってもよいことなのに、実際、それらのＰＲを今

まで全くと言っていいほど行っていないのが現状で

あります。我が町は陸上自衛隊があることから、転

入・転出者も非常に多く、平成４年から実施してい

る夜間診療のＰＲもなされていないのが現状であり

ます。今後の対応については、民間以上にこれらの

ことを行うべきであるものと考えておりますが、町

長はどのような方策をお考えなのか、すぐにでもこ

ういった指示を出すべきであると考えます。 

 現在、町立病院を利用している患者さんの大部分

は交通弱者のお年寄りが多いことや、まだまだ時間

外に来る患者さんも大勢いらっしゃいます。さら

に、近年、町内での死亡届を提出されている７０歳

以上の高齢者の約８割が町立病院で最期を迎えられ

ている実情もあることから、町立病院がホスピス的

な役割も果たしていることなども含め、町長の強力

なリーダーシップのもと、療養病床を早急に老健へ

転換を図り、現在の町立病院が何としても地域の医

療を守るべく役割が果たせるように、救急も含め、

今の町立病院を存続すべきであると考えますが、町

長のお考えを伺いたく思います。 

 ２点目について、広域連合における消防本部につ

いてお伺いをいたします。 

 富良野圏域５市町村で進めている広域連合も、さ

まざまな課題の中で進捗しているようであると伺っ

ております。現在のところ、消防、火葬場、国保、

介護保険、給食、衛生、串内草地、広域連合事務の

８個について圏域で協議がなされておりますが、こ

の中の消防については、早速、来年度をめどに、富

良野圏域として、今まであった富良野消防事務組合

と上川南部消防事務組合の一本化というものが現実

的になってきていると伺っております。 

 そこで、町長にお伺いいたします。 

 この消防に関してでございますが、現在、各市町

村に当然消防署が従前のように機能するわけであり

ますが、本部機能というものについては、富良野市

と上富良野町にしかなかったわけであります。今後

においては、物理的にその事務をどちらかの本部機

能が担う必要が出てくるわけでありますが、消防の

職務というのは、住民の生命と財産を災害から守る

警防活動と予防活動、また、昨今の高齢化に伴う救

急救命に至るまではもちろんのこと、近年において

は国民保護法に基づく活動など、その職務は複雑多

岐にわたってきていることであります。 

 富良野地方は、町長も御承知のように、活火山十

勝岳を有する地域であり、一たび十勝岳が自然の猛

威を振るったとき、その被害というのは、８１年前

の悪夢を思い出しただけでも想像がつくものと思わ

れます。近年で申し上げますと、記憶にも新しい平

成１２年の有珠山噴火のときにも、地元の消防署に

対策本部を素早く設置して、迅速な対応によって人

的被害が出なかったことなども含め、同じ活火山十

勝岳を持つ地域としては見習う点が非常に大きくあ

ると考えます。よって、広域連合によって一本化さ

れる消防本部業務につきましては、本部機能はやは

り当町に置くべきであると考えております。 

 さらに、ここ上富良野町には陸上自衛隊の駐屯地

があり、現在の消防署と非常に好条件等の立地に

なっていることを考慮しても、上富良野町に本部が

あることが望ましいと考えますが、町長のお考えを

お聞きいたします。 

 ３点目、主要国首脳会議開催時の当町への観光誘

致対策についてお伺いをいたします。 

 来年の７月に主要国首脳会議、いわゆるＧ８サ

ミットの開催地が決定いたしました。正式名称も北

海道洞爺湖サミットと名づけられまして、ここ北海

道においても早くも経済波及効果への期待が高まっ

ているところであります。北海道経済といいますの

は、景気下降の局面においては最も先に地面に落

ち、また回復局面においては最も遅く地上を離れる

ことから、ジャンボジェット機の後輪に例えられて

いることでありますが、北海道経済においても、こ

のＧ８サミットが行われることは、一筋の明るい光

が見えてきたところでございます。 

 早速、北海道経済連合会においては、このサミッ

ト開催時の経済効果について、直接効果と開催後５

年間の波及効果を合わせて約３７９億円に上がると

試算をしているところであります。試算では、関係

者の宿泊費や飲食費などの支出による生産波及効果

が約１７２億円と推計しており、開催中の観光客の

減少などによるマイナス効果の約５４億円を差し引
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いた約１１８億円の直接効果があると見られており

ます。 

 そこで、今回のサミット開催時には、それぞれの

国から来られる首脳のパートナーの観光の受け皿と

して、さまざまな地域が名乗りを上げていることは

御承知のことだと思います。ここ上川支庁管内も、

旭山動物園を含む旭川・美瑛・富良野ルートの誘致

推奨を行っていることは町長も御承知のことと思い

ますが、現在、まだまだその地域選択に至ってはお

りません。各１４ある支庁長も、またそれぞれの観

光地域の市町村長も、熱心に誘致を行っているのが

現状でございます。 

 そこで、ぜひ上富良野町には深山峠地域を初めと

する風光明媚な丘陵地帯、また、そこから見れる秀

峰十勝岳連峰はもとより、ここには世界に誇れる日

本画の巨匠のアトリエがあることは非常に大きな強

みであると考えます。季節的にも７月ということか

ら、ラベンダーの花咲く丘と、さまざまな農作物に

よって彩られる美しい大地に加えて、日本画といっ

た文化施設を加味することによって、ここ富良野地

方の魅力は世界じゅうに広がり、その結果、北海道

内外への観光客誘致には何よりもかえがたいものに

なると考えます。 

 この文化施設については、現在の高橋知事も含め

た歴代の知事、また上川の歴代の支庁長も高く評価

をされているところであり、当町だけではなく、北

海道としても非常に価値の高いものであることか

ら、ぜひこの千載一遇のチャンスに町長の圧倒的な

セールス力を生かしていただき、一企業へのコマー

シャル行為などといった狭い了見ではなく、ここ上

富良野のすばらしい価値のアピールを各首脳のパー

トナーの来町に働きかけるべきと考えますが、ぜひ

町長の考えを伺いたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 金子益三君の答弁は、午

後からといたします。 

 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ０時００分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○副議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、再開

いたします。 

 午前中、金子益三議員の一般質問に対し、町長の

答弁を許します。 

 町長。 

○町長（尾岸孝雄君） １２番金子議員の３項目の

御質問にお答えいたします。 

 初めに、町立病院存続に向けての指針についてお

答えさせていただきたいと思います。 

 国は、保険財政の給付削減のため、１８年度診療

報酬改定で、診療報酬本体並びに薬価、医療材料合

わせて３.１６％という過去最大の診療報酬の引き

下げを行い、国の保険財政２,４００億円の削減策

を実施したところであります。この改正によりまし

て、看護師の複数夜勤等、１カ月１人夜勤時間数７

２時間以内の体制が条件となったことから、年度前

半は入院基本料の大幅減収となりましたが、１０月

以降は複数夜勤体制がとれたことから、前年同月並

みの入院収入を確保することができました。 

 また、療養病床の転換・廃止についても、国の医

療保険及び介護保険の給付削減と社会的入院解消の

ための実施であり、療養病床から福祉施設への転換

のため、廊下幅等の規制緩和策や転換補助金を示し

て誘導しているのは、議員の言われたとおりであり

ます。 

 なお、転換誘導に伴う施設基準等の詳細な内容に

ついては、いまだ示されていないのが現状でありま

す。 

 いずれにいたしましても、現在、町立病院の療養

病床の入所者から介護難民を発生させないため、行

政報告で申し上げましたように、内部検討組織にお

いて検討・協議させておりますので、国の介護保険

計画や診療報酬の改正動向、地域実態などを総合し

て、その方向を判断しなければならないと考えてお

ります。 

 また、町立病院の広報活動についてであります

が、前年度までの５カ年間は、町広報誌を活用し

て、病気や健康に関する記事を町立病院だよりとし

て、医師を初め、医療従事者が交代で記事を掲載し

ておりました。今後は、議員御指摘のように、受診

する側に立って、町民の受診選択材料を周知すると

の観点から、合法的な広報活動に努めてまいりま

す。これからも、地域の方々が安全で安心して暮ら

し続けるためには、病院の果たす役割は非常に大き

いものがあります。また、欠くことのできないもの

となっておりますことは、改めて申し上げるまでも

ないと認識いたしております。 

 御承知のとおり、国の諸制度改正や、医師、看護

師など医療スタッフの確保問題など、困難な課題は

多々ありますが、町立病院が今後もこの地域の医療

を守り続けなければならないということを前提とし

て、現在、町立病院内部に上富良野町立病院経営検

討委員会と、役場に運営検討プロジェクト会議を設

立し、町立病院の経営改善に取り組んでおりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、２項目めの広域連合の消防に関する御質問

にお答えいたします。 

 広域連合につきましては、行政報告で述べました
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ように、専門部会ごとの検討内容が報告としてまと

められ、７月下旬に開催予定の準備委員会で協議の

上、処理する事務を決定する運びであります。 

 御質問にあります消防本部機能に関しましては、

専門部会で検討作業中でもあり、今後の５市町村協

議にも影響を与えかねない事項であります。 

 議員の御質問の意見にもありますように、上富良

野町は活火山の十勝岳のふもとにあることや、自衛

隊が駐屯している実態など、それぞれの地域事情も

十分に考慮しながら、今後、５市町村が協議する重

要課題であります。したがいまして、この段階で断

定的に申し上げるべきものでないことを御理解賜り

ますようお願いを申し上げたいと思います。 

 次に、３項目めの主要国首脳会議開催時の当町へ

の観光誘致対策についての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 来年末の主要国首脳会議が北海道に決定し、名称

も北海道洞爺湖サミットとして開催することを心か

ら喜んでいるところであります。 

 さて、首脳に同伴される夫人が参加する行事の内

容については、外務省が場所等の検討を進めてお

り、また、既に新聞報道もありますが、北海道各市

町村及び関係団体も、誘致に向けて活発な運動を展

開されるものと思われます。 

 この主要国首脳会議は、地球環境問題がテーマと

なっていると言われております。当地上富良野町は

自然豊かな大雪山国立公園十勝岳連峰を有してお

り、加えて、富良野広域圏におきましては、肥沃で

雄大な自然に恵まれた中で基幹産業の農業が営まれ

ている田園風景、また、画壇を代表する日本画家・

後藤純男画伯の美術館、今は観光資源となったラベ

ンダー発祥地・ラベンダー園や富良野自然塾、さら

には美瑛の丘など、数え切れないほどの北海道を代

表する観光資源が点在している地域であり、サミッ

トテーマにイメージとしてもマッチしていると考え

ておりますので、６市町村で構成しておりますとこ

ろの富良野・美瑛広域観光推進協議会を窓口とし

て、その誘致を推進できるように働きかけてまいり

たいと考えております。 

○副議長（西村昭教君） 質問ありますか。 

 １２番金子益三君。 

○１２番（金子益三君） まず、１点目の病院の存

続に向けた部分の再質問をさせていただきます。 

 先ほど私も述べましたし、町長もまさしくおっ

しゃるとおり、国の診療報酬改定によるというとこ

ろが非常に地方自治体病院の財政、また経営を圧迫

しているところでありますし、また、先日の道新の

報道でもありましたとおり、道厚生連の中小９病院

が非常に財政が厳しくなって縮小をやむなくし、診

療所にかえたりして、地方の医療の危機というもの

もうたわれております。また、本日の道新の報道に

よると、お隣の中富良野の療養病床も、１３床ある

ところを、いよいよ次年度から廃止するといった報

道がなされており、まさしく療養型の問題に関して

は、もう待ったなしのところに来ているのが現状で

ないかなと私は判断しております。 

 町長の御答弁の中にも、町立病院の療養病床から

介護難民を発生させないためにも、内部検討組織に

おいて検討・協議をしているということであります

が、この部分というのは、町長はこうするのだとい

う部分をはっきり明示しないと、なかなか内部だけ

では求心力というのは遅いと思いますし、いずれに

しても、私は結論から申しますと、町長も御心配さ

れているとおり、中富良野でも年平均８名の介護病

床に入院されている患者さんもいらっしゃいました

し、上富良野においては平均で医療型と療養型を合

わせると２４名弱の入院されている方がいらっしゃ

るのが現実であります。何としてもこの部分という

ものを宙に浮かせるわけにはいかないところであり

ますし、また、国で進めております在宅介護の部

分、居宅介護のところにおきましても、先日、大手

の介護業者が不正介護報酬を請求したことによっ

て、当然、更新業務もだめになり、また、子会社に

その業務を受託することすら、厚労省としては認め

ないという厳しい結果を出したことによって、国民

を初め、富良野圏域の住民としましても、そういっ

たところでは、非常に神経が過敏になっているとこ

ろであると聞いております。 

 こういった部分というのは、私の立場から言うの

はちょっと口幅ったいかもしれませんが、民間の活

力を得るということも一つには大事なことかもしれ

ませんが、やはりこういったものというのは、行政

がきちんと責任を果たして進めていかなくてはいけ

ない行政サービスの最も根幹の一つであると考えて

おりますので、何としてもですね。特に、療養病床

が２３年度に廃止されるわけです。今現在のところ

わかっている中においても、２０年までに何らかの

動きをやらないと、また、今後において難民を発生

させないためにさまざまな方策をとったときに、多

大な行政コストをそこに投じるのであれば、わかっ

ている範囲の中で少しでも早目に動くことが良策か

と私は考えておりますので、まず１点、この点につ

いて町長はどのような動きを考えておられるか、お

聞きしたいと思います。 

 病院に関してでありますが、ちょっと私ごとにも

なるのですけれども、きのう、夕方から私も熱を出

しまして、救急としてお伺いしましたが、非常に適

切な処置を受けまして、けさは７度弱に下がること
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ができました。こういった部分においても、若干不

評ではありますが、町立病院の評価というのは、か

つては余り高いものではなかったのでありますが、

少しぐらいの風邪やちょっとした検査等々というも

のには、ぜひこの地域の病院を使っていただけるよ

うに、なお一層の職員また病院側の町民に対するＰ

Ｒ、また我々議員やそれから町民も、ぜひこういっ

た間違った町立病院に対する評価ではなく、正しい

評価というもの、いい風をどんどんどんどん町内に

吹かせていくことが、国保会計云々という話はまた

別になりますけれども、正しい町立病院を伝えてい

く必要があると思います。 

 先ほど、私の１項めの質問にもあったとおり、旭

川の病院で検査をするぐらいだったら、上富でした

方がいいというのは、現に富良野の協会病院で、あ

そこは消化器系内科の先生がいらっしゃらないもの

ですから、あそこに胃カメラ等々の検査に行って

も、それなら上富良野の白田院長に診てもらう方が

ずっといいよと、そう言って、現に戻される患者さ

んもいらっしゃったと聞いておりますので、町立病

院というのは地域の医療、先ほど申しました療養型

の施設に入院されている方だけではないのですね。

むしろ私たちのような３０代、４０代、こういった

若い世代においても、いつ何どき大病するかもわか

らない。また、自分の親をこの地域の医療というと

ころで診てもらわなくてはいけない。我々の世代

も、いつまでも元気で、お金があって、自分で車を

運転して都会の病院に行けるわけではないというこ

とを考えましても、やはり何としてもこの地域の医

療体制を現状の規模で守っていただくべく働きかけ

というものを、町長の求心力によってしていただき

たいと考えておりますが、その辺どうお考えなの

か。 

 町立病院の存続に向けて、町立病院内で経営検討

委員会もつくっておられて、また、役場庁舎内で運

営検討プロジェクトもつくられて、それも大事だと

は思います。だけれども、そういった部分を人任せ

にしているわけではありませんが、ぜひとも町長は

そこの中心に入られまして、地域医療というものに

対しての責任を果たしていただきたいと思っており

ます。 

 ２点目の広域連携の部分ですが、広域連携のこと

ではなく、今回は広域連合の中の消防のことだけに

絞ってお伺いしたいと思います。 

 先ほどもお話しましたとおり、大正の噴火から８

０年が経過しております。この間、消防の出初め式

等々におかれましても、町長の訓辞の中に、災害は

忘れたころにやってくると、備えあれば憂いなしと

いうものをモットーに対策を進められてきたこと

は、私も非常に高く評価をさせていただくところで

ありますし、今後においてもそういったお気持ちを

忘れず、防災について努めていただきたいと思いま

す。 

 先ほど、現段階でまだその部分、広域連合の中に

おいて本部機能をどこに持ってくるかということ

は、今の中で言及できないとおっしゃられたことも

私も若干理解いたしますが、町長の一番お得意とさ

れる部分の自衛隊との関係の中におかれましては、

昨今の自衛隊の役割というものも非常に多様化され

ておりまして、その中でも災害派遣というのは新し

い枠組みの中で、自衛隊の中でも最重要課題に組み

入れられている。まさしくその渦中において、こう

いった活火山十勝岳があり、また、そこに消防があ

り、そして駐屯地がある。このような、ある意味、

本当に必要な場所に必要なものがあるということ

が、特に上富良野町は陸上自衛隊との関係も５２年

にわたり非常に良好な関係を結べておりますし、強

い連携というものが住民との間にもあると私は考え

ております。 

 そこで、ぜひここ上富良野町に住む住民が、今後

においても、活火山十勝岳を有しながらも安心・安

全で暮らせるためにも、広域連合の話し合いの中に

おいては、町長はもう一踏ん張りをして、何とかい

い方向に向けていただけることが望ましいのではな

いかなと思いますし、私としてお聞きしたいのは、

町長として、ここに本署があるのがベターと考える

のか、ベストと考えるのか、またそうではないのか

という部分をお聞きできれば幸いと考えておりま

す。 

 ３点目のＧ８北海道洞爺湖サミットの部分につい

て、若干再質問させていただきますが、まず初めに

お伺いしたい。 

 町長といたしましても、この場所に対して誘致を

行っていくことが、非常に望ましいと考えていらっ

しゃるのではないかなということを答弁の中から酌

み取りますが、逆にもっと厳しく言わせていただき

ますと、来年７月に行われる洞爺湖サミット、北海

道にこれだけの各国首脳が来て、メディアが来るわ

けですよね。しかも、世界じゅうからこれを見るわ

けですよ。逆に、この機会を逃したときに、これだ

け富良野地方の雄大な自然環境、また文化のＰＲと

いうこと、ほかにチャンスがあるのかどうか、ある

と思っておられるのかどうかということをまずお聞

きしたいと思います。 

 まず、先週終わりましたドイツ北部のハイリゲン

ダムサミットにおいては、残念ながら、一部デモ隊

などの過激な行動によりまして、相当限られた行動

しかできなかったという報道もありますが、ここ日
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本においては、そういったことはなかなか考えられ

ませんし、７年前に行われました九州・沖縄サミッ

トのときにおいても、その後の経済効果というのは

非常に大きいものだとされておりますし、ＮＰＯ法

人などがそういったものの算出をどんどんしており

ますし、またハイリゲンダムに行ったり、また７年

前に行われました九州・沖縄などに行って、そう

いった検証をされているということも事実でありま

す。 

 町長の答弁の中にもありましたとおり、今回のサ

ミットの一番のテーマというのは地球環境問題とい

うことですから、本当に美しい大雪十勝岳連峰があ

り、肥沃な田園風景があるということも、もちろん

失われゆく地球環境を守っていくということでは非

常に大事であります。しかしながら、まだまだここ

よりも美しい地域というのは北海道内にもあるわけ

でありますし、また世界じゅうを探しても、風景だ

けであれば、まだまだ美しい場所というのがあるわ

けです。 

 そこで、私としては、やはり観光と文化というも

のが融合してこそ、世界の首脳のパートナーの方を

誘致すべく、意味があるのではないかなと考えてお

ります。 

 さきの報道もありましたとおり、北海道の先住民

族でもありますアイヌ民族の集落があります白老の

ポロトコタン、あそこを高橋はるみ知事が第一の訪

問させたいという場所にある程度確定したという報

道もありましたが、後藤純男画伯が描いている日本

画というのは、当然のことながら世界で通用する文

化なわけですよね。もちろん、ラベンダーがあり、

美しい農作物が織りなすこの丘の景色も、十分世界

に通用する美しいものだとは思いますが、やはり本

当の意味で世界のそういったトップクラスの人を納

得させるには、文化というものを抜いてはほかにな

いと思っております。 

 最近の後藤美術館の展示のことは、町長はお忙し

いでしょうからごらんになったことがないと思いま

すけれども、いわゆる第１展示会場というのが桜を

中心としたもので今構成されております。日本イ

コール桜というのは世界にももちろん通用しており

ますし、桜というものは７月には咲いておりません

が、それらを心の目で見ていただくためにも、さら

に第２会場については、京都をテーマとしてつくっ

ているわけですね。そして、その次の会場は中国の

会場があり、そして一番最後には北海道、十勝岳連

峰や知床などのものもあるわけです。ですから、こ

こに来ていただくだけで、もう日本じゅうをわかっ

ていただけるだけの価値があると思っておりますの

で、ぜひこういったものを。 

 私は何を一番言いたいかというと、６市町村で構

成する富良野・美瑛広域観光推進協議会が窓口とし

てやるのではなく、やはりここは町のリーダーとし

て、富良野圏域のトップとして、町長がそういった

部分で上富良野にはこれだけのすばらしいソースを

持っているのだと、玉がいっぱいありますよという

ことで動いていただきたい。このことが波及いたし

まして、観光だけではなく、上富良野地域でとれま

す農作物の付加価値が非常に上がることにもなって

いきます。 

 非常に低迷している北海道、特に道北の経済に対

して、一筋の明るい光が見える大きなチャンスでも

あると思いますので、ぜひその部分、町長の強力な

推進力を持って行っていただけるかどうかを再質問

させていただきます。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １２番金子議員の再質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、町立病院関係、療養病床関係でありますけ

れども、議員御発言のとおりであると私も思ってお

ります。 

 ただ、早く町長みずから方向性を示せよと、職員

に指導せよということでありますが、なかなかこの

問題、端的にこうだぞということの結論が出せられ

ないというのは、先ほど答弁させていただきました

ように、国も方向性をまだはっきりしていないとい

う中にあって、早々に対応したことによってプラス

になるのか、ゆっくりしておったことによってマイ

ナスになるのかプラスになるのかという課題がある

わけであります。 

 ということは、町といたしましては、全体的な町

立病院の経営そのもの、国の施策の中において町立

病院的な規模の経営というのは非常に厳しくなって

きていると。基本的には、総合病院あるいは専門病

院的な大型病院が中心になりつつある国の施策の中

にありまして、我が町のような病院経営は非常に厳

しくなってきて、報道されておりますように、多く

の病院が撤退しているというのが現状であります。 

 しかし、町といたしましては、第１次医療圏とし

ての町立病院の住民に対する医療対応は、どのよう

に対応していかなければならないのかということを

前提とした中で、病院経営を今後も考えていかなけ

ればならない。その中にありまして、たまたま療養

型病床群というものの平成２３年後の対応が国から

示されたというようなことでございますが、これに

つきましても、国はこの方向性を定めると同時に、

療養難民を多く輩出するぞということで大きな御指

摘を受けている中で、国はいろいろな施策の中で、

今、議員の御質問にありましたように、平成２０年
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までに改善策を講じた場合においては、ベッド当た

り幾ら幾らの補助金を出すぞと、助成金を出すぞと

いう方向性を定めつつ、計画どおりに本当に平成２

３年に国は実施でき得るのか。療養難民を本当に出

さないで対応できるのかというあたりは、私として

も今後十分見きわめた中で。 

 今、２０年までにやれば補助金をベッド当たり何

ぼ出すから早くやれ、早くやれと国は言っておりま

すけれども、それをやった後に、目的の１５万床に

ならなかったと。その残った分については、療養難

民を出さないために既存のまま継続しますというよ

うな方向性が示される可能性も出てくると。そうい

う中にあって、急いで我が町が補助金をいただける

から療養型病床群はやめたということで結論づけて

本当にいいのかどうかということも十分見きわめつ

つ、なおかつまた、病院経営全体的なものも見きわ

めながら判断していかなければならないということ

です。ただ単に療養型をどうするかこうするかだけ

であれば、私も方向性はすぐ示せますけれども、全

体的な我が町の第１次医療圏としての町民の医療を

どう確保していくのかということを考えた中で、総

体的に判断しなければならないということで、いろ

いろデータを集めさせながら、いろいろな形の中

で、いろいろな角度から検討させていただきなが

ら、この問題につきましては、当然にして議員の皆

さん方と十分議論もしなければなりませんし、ま

た、当然にして町民の皆さん方の考え方というもの

も十分聞いた上で、最終結論を出さなければならな

いものだというふうに思っております。 

 議員がおっしゃるように、早く町長の考え方を示

して、方向性を示せということにつきましても、私

自身も早く方向性は示したいけれども、今の段階で

は、もう少し情報収集し、将来の我が町の町立病院

のあるべき方向性を位置づけて対処していきたいと

いうふうに思っておりますので、いましばらく検討

させていただきたいというふうに思っております。 

 ただ、これからの町立病院のあり方については、

現状のままで堅持していけるのかどうかということ

につきましては、議員の御質問にもありますよう

に、しからば療養型にしたらいいのかというと、療

養型にしてもやはり大きな課題があるということを

考えますと、今後、我が町におきます救急指定の問

題、救急医療の問題等々も含めながら、第１次医療

圏を上富良野町内に限って判断をしていくのか。富

良野広域圏という一つのセンター病院ができた中に

ありまして、町もセンター病院に対する支援もして

いると。また、富良野圏域の中で救急対応につきま

しても、上富良野町としての応分の負担をしながら

広域の救急体制にも参加しているというようなこと

を考えたときに、上富良野町だけを第１次医療圏と

していつまでも考えていくのか、将来的には富良野

圏域を第１次医療圏として考えていくのか、今のよ

うに、第１次医療圏は上富良野、第２次医療圏は富

良野圏域、第３次医療圏は旭川を中心とした医療圏

というようなことで今後もずっと考えていくのか、

あるいは、先ほど申し上げたようなことも考えなが

ら、そういう中にあっての町立病院の将来的な位置

づけを見きわめていかなければならぬというように

思っておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

 次に、広域連合の消防機能の問題でありますけれ

ども、議員御発言のとおり、私自身も、やはり活火

山十勝岳を抱えていると、あるいはまた自衛隊が駐

屯しているというようなことから考えますと、いろ

いろな関係の中で、消防機能というものをどういう

ふうに位置づけするのが、この圏域の中で、また上

富良野町にとっても一番いいのかということにつき

ましては、基本的には本部機能をどう位置づけする

のか。それから、まだ決定はしておりませんけれど

も、これから協議されてまいりますのは、当然にし

て、我が町には消防署が設置されるであろうと、ま

た消防支署ができ上がるであろうと。そして、どこ

にあるにしても、本部機能はできるであろうと。で

は、本部機能と支署機能というのは、それぞれの自

治体においてどういうふうに機能する組織にするの

かということも含めながら考えた中で、対処してい

かなければならない課題であるというふうに思って

おります。 

 ただ、本部機能があるから幸運ということでなく

て、そこにある支署機能というものは、自治体との

絡みの中で、全体的な広域の中と個々の自治体との

中でどうあるべきなのか、こういうことも十分協議

しながら方向性を定めていかなければならなぬとい

うふうに思っておりますし、当然にして、広域連合

ができ上がれば連合長というのは１人である。そう

いうことを考えたときに、本部機能の問題、支署機

能の問題を含めて、消防機能というものをどう対処

するかということで、それぞれの自治体の考え方

等々も協議しながら、方向性を定めていきたいとい

うふうに思っておりますので、御理解を賜りたいと

思います。 

 次に、サミットにおける同伴者の御婦人層の対応

でありますけれども、まだ北海道洞爺湖サミットが

決定する前に、知事は、御婦人層については旭山動

物園、あるいは富良野・美瑛の花・丘の町を見渡せ

る、そういったルートというものの中でひとつ考え

てはどうかというようなことも話されていたところ

でありますが、基本的に、議員の御質問にありまし
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たように、警備の問題、こういったことが非常に課

題として残っているというようなことから、今、洞

爺湖周辺の対応というようなことで協議がされてい

るようであります。基本的に、準備協議会あるいは

連絡協議会等々を北海道も結成して、いよいよ動き

出しておりますし、きのうも、報道によりますと、

議員の御発言のとおり、経験のある沖縄の方が、こ

のことによります大きな効果がありますよと、終了

後においても観光面、いろいろな面で大きな効果が

あるのだという発言もされていたところであります

が、当然にしてそのとおりであるというふうに思っ

ております。 

 私どもも、そういったことからするならば、当

初、知事が考えておられたようなルートも、ひとつ

何とか対応していけるようにというように考えてお

るところであります。 

 さきにお答えさせていただきましたように、観光

事業等々につきましては、やはり上富良野町を前面

に打ち出して単独で対応するということも、議員の

御質問にありますように、ある面では町の特徴とい

うものをＰＲしていく中で重要でありますけれど

も、基本的には、広域の中で隣近所の町と綱引きを

するのでなくて、ともに手を携えながら観光事業と

いうものをＰＲして、その中で上富良野町という独

自のものをどう展開していくかということが大切か

なというふうに、他の町村を抜きにして先に走って

いけば、上富良野はいいのですよということだけで

はないというふうに私は思っております。さきにお

答えさせていただきましたように、富良野・美瑛の

組織があり、こういう中でひとつ努力をしてまいり

たいというふうに思っておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。（「病院のＰＲの問題につ

いて」と呼ぶ者あり） 

 答弁漏れがあったようです。ここにもＰＲと書い

てあるのですが、一つ漏れました。 

 御存じのとおり、病院につきましては、今、大分

規制が緩和されました。しかし、病院のＰＲという

のはなかなか従前からでき得ない。法的な規制が

あって、私も病院の前事務長やなんかにもよく言っ

て、何となく規制にひっかからないというか、違反

しない程度のものを出すようにしたわけであります

けれども、基本的に規制が非常に厳しいと。しか

し、規制も大分緩和されてきているというような中

で、これからそういった部分もＰＲしていきたいな

と。 

 例えば、うちの病院におきましては、こういうこ

とを言うとあれですけれども、医者は大学の准教授

も来ていただいておりますし、今の院長というのは

富良野圏域でも富良野協会病院の副院長時代から非

常に信頼された院長であると。今、富良野協会病院

にたまに出向しておりますけれども、そういうよう

なことで、医師の関係につきましては、おかげさま

で他の病院に決して劣らない技術と能力とを持った

先生方が、医大の協力で対応させていただいている

ということであります。 

 それと、近年、何とか議会の皆さん方の御了解を

いただきながら、医療機器も新しいものに順次更新

をさせていただいているというようなこと。設備は

古いですけれども、医療機器は順次、年次的計画を

立てながら更新をさせていただいているというよう

なことで、そういった面からすると、まだまだ住民

の皆さん方に町立病院を理解していただける、決し

てよその病院に劣らないというようなことで利用し

ていただくことが、議員がおっしゃるような形の中

で、もう少し周知でき得ればなというふうに思って

おりますので、今後、その対応を図っていきたいと

思っております。 

○副議長（西村昭教君） １２番金子益三君。 

○１２番（金子益三君） 再々質問。 

 大枠の中では、本当に町長のお考えと私たちが考

えるところでは合致している町立病院の問題ではな

いかなと、私も判断させていただきました。 

 ただ１点、私は療養型だけにこだわるわけではな

いのですが、町長がおっしゃる意味もわかります。

事を急いで、ある意味で、また取り返しのつかない

状況になることを懸念されて、慎重に石橋をたたき

ながら、よりよい方向に進めていっているというこ

とも理解させていただきました。 

 ただ一つ、私が一番懸念するのは、このような時

代でありますから、自宅介護というもの、ちょっと

語弊があってはいけませんが、療養型のような施設

がなくなりまして、自宅に戻らなくてはいけないと

なった場合は家族が、また家族が見れないのであれ

ばコミュニティーがというのが、本来一番望ましい

ことであるとは私も考えますが、現実問題として、

自宅に設備もなければ、２４時間体制でつきっきり

で見るものが非常に難しい。 

 現に、隣町の中富良野はもう療養型を廃止すると

いうことで議会も通っております。上富良野とし

て、この部分は、どういう形になるかは別として

守っていくのだという部分なのか、はたまた、上富

良野ももう廃止をせざるを得ないのだというところ

の住民に対する通知というのは、確定しなくてもよ

ろしいのでしょうけれども、はっきりした中で町立

病院としては何とか残していきたいのだというとこ

ろがないと、ますます住民の不安意識を駆り立てて

いくのではないかなと思います。時間をかけた中で

どうこう検討するということもわかりますが、そこ
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の部分をしっかりと町長の方針というものをやらな

いと、何となくあいまいな表現で後々に延ばしてい

るようにとられてはいけませんので、この部分、介

護難民は絶対に出さないのだというところのお気持

ちがあるのかないのかだけを最後にお聞きしたいと

思います。 

 あと、ＰＲの部分、おっしゃるとおりだと思いま

す。ぜひこの部分というのは、法にひっかからない

範囲で結構ですから、すばらしい医者がいるのだ

と、すばらしい診察ができるのだと、検査もできる

のだということを、どんどんと出前講座などを活用

して、より住民と近い町立病院にする努力をさらに

深めていただきたいと思います。 

 広域連合に関してはよろしいですが、サミット。

私も上富良野だけが飛び抜けて、うちだけに来いと

いうことを申しているのではございません。もちろ

ん、富良野・美瑛広域観光というのはすばらしいで

すし、美瑛の丘、それから富良野というブランド、

またその中間にある上富良野のすばらしい観光資

源、これが三位一体となって初めて富良野・美瑛観

光ルートというものがなっていると私も思っており

ます。 

 ただ、やはり今までの経緯から見ますと、どうし

ても富良野・美瑛と言いますと上富良野は置いてい

かれているのが現状ですので、富良野という名前を

前面に出しても全然私は問題はないと思いますし、

丘の町美瑛、また旭山動物園というそういったもの

は前に来てもいいですけれども、本当にすばらしい

のは上富良野なのだよというところをぜひアピール

して、このすばらしい上富良野の観光、また農産物

のいいところを全世界、また全国に知らしめていた

だく努力をしていただけるかどうか、最後に御質問

したいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １２番金子議員の再々質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、町立病院関係、療養病床群対応等々につい

てでありますけれども、議員が御心配のように、我

が町におきまして、療養難民を発生させることは何

としても避けなければならないということが基本で

ございます。介護保険制度におきましては、在宅介

護が基本というふうに言っておりますけれども、や

はり在宅ではどうしても対応でき得ない部分におき

ます施設介護というものも、これをゼロにすること

は不可能でございます。 

 そのためには、何としても療養難民を出さないた

めに、今、町立病院で療養型病床群の中にいる人た

ちにどう対応するのかということは、当然にして、

もしこの療養型を廃止するのであれば、それに対す

る転換策としての老健等々の施設に転換するとか、

何らかの方法を考えていかなければならぬというふ

うに思っております。 

 ただ、現在、介護病床２０床、医療型１６床の３

６床が病院経営におきまして大きな要因をなしてい

るという実態の中で、必ずしも国の２３年に方向を

定めてゼロにすることがどうなのかと。先ほど来お

答えさせていただいておりますように、病院経営と

そのものとをリンクした中で十分考えていかなけれ

ばならないというふうに思っておりますし、特に、

国が言っているのは医療型病床群の削減であります

ので、医療型病床群については、今、私どものは１

６ということで、先ほど議員の御質問にありました

ように、介護型につきましては、ベッドの回転率は

非常にいいわけですが、医療型につきましては当初

よりもだんだんだんだん低下してきているというよ

うなこともございますので、そういったことを十分

見きわめながら、療養難民が出てこないような施策

の展開を重点的に考慮しながら考えていかなければ

ならぬというように思っております。 

 次に、サミットの問題でありますが、議員御質問

のとおり、私といたしましても、何とか旭川を中心

とした富良野圏域においでいただけるようになれば

本当にいいことだなというふうに望んでおりますの

で、これをただ単独に上富良野だけということでは

なくて、先ほど来お話しさせていただいております

ように、富良野・美瑛の広域観光の中で、この６市

町村が連携した中でひとつ誘致等についての対応を

図っていくと。その中で、先ほど議員に御発言賜り

ました数多くの中に、上富良野町しかないのだとい

う特色あるものがたくさんあるわけでありますか

ら、そういったものをいかにＰＲしていくか、いか

に上富良野の特色を前面に出していくかということ

に十分対応しながら進めさせていただきたいという

ふうに思っておりますので、御理解を賜りたいと思

います。 

○副議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１２

番金子益三君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 私は、さきに通告してあ

ります４項目について質問いたします。 

 まず１項目めは、行財政改革の推進について。 

 平成１６年度から行財政改革実施計画に基づき、

機構改革、定数削減、民間活力の活用などにより経

費節減に取り組んできましたが、平成１９年度予算

編成でも減少を続ける歳入を補うことはできず、今

後、従来型の手法では財政的に行き詰まっていくこ

とが予想されます。 

 平成１６年度に、行財政改革実施計画に基づき、
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庁舎内に八つのプロジェクトチームをつくり、その

中で行政評価システムについても検討されて、平成

１８年２月に成果報告がなされている。この行政評

価システムを通じて、事業評価、事業計画、予算編

成へと連動させて、事業評価を踏まえた予算配分を

行うとともに、協働のまちづくりを進める上でも行

政の責任範囲を明確にし、協働の範囲を町民と共有

化する必要がある。また、今年から、平成２１年度

から始まる第５次総合計画の策定に着手したが、単

に町民に情報を公開するだけでなく、町民への積極

的な説明責任を果たすことが必要であると考える

が、町長はどのようにお考えか、お尋ねいたしま

す。 

 ２項目めは、休日保育や休日一時保育などで子供

を育てやすい環境の充実を。 

 上富良野町は、特殊出生率が１.８９％で、道内

でも上位にあるが、子供を育てる環境として、子育

てをしながら働いている母親も多く、中には保育所

が休日の日曜日や祝日にも働いており、日曜・祝日

に休みたくても休めない状態にある。こうした実態

を踏まえて、休日保育や休日一時保育があれば、ど

んなにか親も安心して仕事と子育てが両立できるも

のではないかと考える。 

 厚生労働省では、平成１１年度から、休日保育に

対する職員体制、費用負担など、休日保育を効果的

に進めるために補助をしている。その割合は、運営

費の半分は保護者が負担し、残りは国・道・市町村

がそれぞれ６分の１ずつ負担するものである。こう

いった補助制度を活用して、子供を育てる環境の充

実を図ることができないものかどうか、お尋ねした

いと思います。 

 ３項目めは、認知症高齢者の対策について。 

 認知症の高齢者が安心して生活ができるよう、グ

ループホームの新設が必要と考えるが、町では、財

政的な問題もあり、新設が難しい状況である。他町

村においては、民間でグループホームを建設した時

点ですぐ認可がなされているが、上富良野町の２ユ

ニットのグループホームでは、１ユニットだけが先

に認可がおり、もう１ユニットの認可がおくれてい

るのはどういう理由からなのか、お尋ねしたい。 

 今後ますます需要がふえ、在宅介護だけでは支え

切れない状態が懸念されます。民間のグループホー

ム認可について、町長はどのように考えておられる

のか、お伺いいたしたいと思います。 

 最後に、第４項目めは、廃校した清富小学校を体

験学習や炊事、宿泊などができる施設に補修・改善

が必要ではないでしょうか。廃校した清富小学校の

利用状況はどのようになっているのか、まずお尋ね

したいと思います。 

 住民会等の会合の利用はあると考えますが、現在

の状態であれば、炊事をしたり、宿泊をしたり、子

供たちの体験学習には利用が難しいと考えられるの

で、少し補修・改善をして、体験学習などができる

施設にしてはと考えますが、教育長はどのようにお

考えなのか、お尋ねしたいと思います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １３番村上議員の４項目の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの行財政改革の推進に伴う行政評

価の制度化について、お答えさせていただきます。 

 行政評価については、町が行う事務事業につい

て、総合計画実施計画や各会計予算と連動した施策

の評価機能、企画、実施、評価、見直しを体系化

し、町民との協働や開かれた町政の取り組みと一体

となった行政運営のシステムを確立していくため、

極めて重要な課題であると受けとめております。 

 議員御指摘のように、しっかりとした評価を行

い、事務事業の成果を客観的でわかりやすく町民に

対して説明することにより、町民の皆様が町政への

理解を深め、結果として協働によるまちづくりが推

進されていくものと考えているところであります。 

 行政評価システムの確立に向けては、これまで、

職員によるプロジェクトチームの報告を受け、本年

度は組織内部の各班ごとに事務事業を抽出し、試行

的に事務事業評価を実施するよう既に指示したとこ

ろであります。本年度の経験を通じて、本運用に向

けた制度設計議論を並行して進めながら、早期導入

が図られるよう取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 現行の行財政改革実施計画の基本方針において

は、これからのまちづくりにおける基本原則とし

て、自治基本条例の制定、情報共有システムの確

立、行政評価システムの確立、住民参画システムの

確立の四つを柱として取り組んでいくことを確認し

ているところであり、この四つの基本原則を着実に

立ち上げ、適切に運用していくことで、行政と町民

による真の協働のまちづくりを進めていくことが重

要課題と考えておりますので、御理解と御協力を賜

りたいと思います。 

 次に、２項目めの休日保育、休日一時保育につい

ての御質問にお答えさせていただきます。 

 本町では、平成１６年８月に、上富良野町次世代

育成支援行動計画、いわゆるエンゼルプランを策定

し、安心して子供を産み育てることができる優しい

まちづくりを実践していくため、子育て支援セン

ターの開設などの子育て支援サービスを推進してお

ります。 
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 御質問の休日保育、休日一時保育については、こ

の次世代育成支援行動計画に沿って、子育て家庭の

ニーズを踏まえながら、具体的な検討を進めてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 次に、３項目めの認知症高齢者の対策についての

御質問にお答えさせていただきます。 

 本町に設置されているグループホームは、認知症

対応型共同生活介護事業として法で定められており

ます１ユニット９床の事業所指定申請が、設置事業

者より指定権者である町に、昨年８月２４日付で提

出されました。この時点におきましては、平成１８

年度から３カ年間の第３期介護保険計画は既に策定

後でありましたことから、介護保険事業運営協議会

を開催いたしまして、事業所指定に伴う介護保険計

画の見直しなどについて意見を求めた結果、指定を

否定するものではないとの意見をいただきましたの

で、昨年９月２０日付で１ユニット９名の事業所指

定を行ったところであります。 

 本町における認知症高齢者の状況については、町

の地域包括支援センター業務や毎年実施しておりま

すところの高齢者実態調査により、その実態を把握

するよう努めているところでありますが、御質問の

２ユニット１８床のうち、残されている１ユニット

９床の指定については、今後の入所対象となる本町

の認知症高齢者の実態を勘案しながら、事業所指定

の要否を検討してまいります。 

 次の清富小学校の件につきましては、教育長から

お答えさせていただきます。 

○副議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 村上議員の４項目めの元

清富小学校についての御質問にお答えをさせていた

だきます。 

 平成１７年度末で廃校となりました清富小学校に

ついてでありますが、平成１９年４月から、清富多

世代交流センターとして、町民の生涯学習や健康づ

くりの活用施設として当面の利用を開始したところ

であります。まだ交流センターとして運営を開始し

てから間もないことから、現時点での利用の実績は

ありませんが、今、利用の問い合わせが来ているの

は、夏休み中に上富良野中学校の部活動による合宿

や公民館事業でのキャンプ、子ども会での利用、そ

れから銃剣道での合宿、また地域住民の行事での利

用の問い合わせが来ているところであります。 

 御承知のように、元清富小学校の跡利用につきま

しては、今まで御説明申し上げ御理解を賜ってまい

りましたが、当面は、多世代交流センターとして、

現状のまま利活用を続けながら、その間、恒久的な

将来の利用計画を模索し、理想的な再活用策につい

て町を挙げて決定をしていく考えであります。した

がいまして、施設の補修・改善につきましては、将

来の恒久的な活用策が決定してから、その目的や用

途に沿った整備を行う予定としておりますので、御

理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○副議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） １項目めの行財政改革の

推進についてでございますけれども、再質問させて

いただきます。 

 行財政改革の導入は極めて重要な課題と受けとめ

ておられて、８グループで検討されているようなの

ですけれども、いまだに行政評価制度が導入されな

いのは、少し時間がかかり過ぎているのでないかな

という気がするのです。 

 行革の四つの柱の取り組みとしては、自治基本条

例は１９年度中の見通しが立っているのかなと考え

ますけれども、住民参画については、出前講座とか

いろいろやられているところなのですが、行政評価

が導入されれば、行政側の評価と町民の評価と比べ

てどうなのか、こういった検証も必要だと思うので

す。必ずしも同じ評価にはならないと考えたとき

に、町民に対してのわかりやすい説明も必要だと考

えますし、住民参加のところでは、町民がどこまで

参加してやれるのか、また、行政側はここまでとい

うはっきりした範囲というのを決めておきません

と、なかなかそういった部分も難しいものがあると

思います。 

 それと、やはり事務事業を選び出すのが難しいの

か、行政評価の導入がなかなか前に進んでいかない

というのは、どういうところに原因があるのでしょ

うか。説明責任をきちっと住民にあれしませんと、

あれだと思うのですけれども、町長はその辺をどの

ように。町民が参加する部分、それから行政がここ

までやるという、そういう区分なんかもはっきりし

ておく必要があると思いますし、町民に説明責任が

必要だと思いますけれども、いかがでございましょ

うか。 

 それから、２項目めの休日保育、休日一時保育に

ついてですけれども、私が議員になりましてから一

番最初の質問が、子育て支援センターを設置してほ

しいと。子育て支援センターについては開設の運び

となりまして、子供さんを遊ばせたり、相談には大

変助かっているのですけれども、休日はやっており

ません。 

 それで、今、時代が変わりまして、働く環境の企

業側の変化で、休日出勤、短時間勤務が多くなって

きておりますし、働く場所はスーパーや観光客を受

け入れしている大型店舗、こういったところでござ
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いまして、こういったところは土曜日も日曜日も祝

日もお休みではないというような状態で、休日に仕

事ができないのであれば、なかなかほかに働く場所

もないというようなことで、働きながら子育てをし

ている家庭がふえている状況があるわけなのです。 

 それで、厚労省の休日保育の補助事業のところに

何とかこれを受けられるようにすれば、親にも一部

負担をしてもらうことで実現することが……。今

は、聞くところによりますと、親御さんがちょっと

病気でというときには一時保育をやっているという

ふうなことを聞いております。今回初めて、検討す

るということはしないということだと教えられたの

ですけれども、具体的な検討を進めてまいりますと

いう御答弁をいただいたのですが、具体的なとつい

ているということは、少しは検討を進めるというこ

となのでしょうか。 

 そういったことで、今はどんどん経済状態も厳し

くなっておりますし、こういった働きながら子育て

をしている家庭の方が多い状況がありますので、何

とか休日保育、子育て環境の充実についてお考えい

ただきたいと、このように思うのですけれども、町

長はそこのところはどのようにお考えでしょうか、

御答弁いただきたいと思います。 

 ３項目めのグループホームの件でございますけれ

ども、いきさつはどうあれ、２ユニットの請求が出

たならば、指定してもいいのではないかと。町が指

定してから何かあったら困ると心配されているのは

わかりますけれども、また、上富良野町は在宅介護

を重点としているのも承知いたしておりますが、在

宅にも限界がありますので、町でこういった施設を

考えるとすれば、今までなかったことで他町村の施

設に入所している人もおられると思うのですよね。

だから、恐らく地元の人の入所希望が少ないという

ことも原因になっているのではないかと思うのです

けれども、どうなのでしょうか。上富良野町の介護

保険を使われるからでは、考え方としてはいかがな

ものでしょうか、お尋ねしたいと思います。 

 それから、４項目めの清富小学校の跡利用につい

てですけれども、まだ３カ月ぐらいしかたっており

ませんので、利用の実績がないというのは理解でき

ますけれども、これからだと考えるわけなのです

ね。 

 それで、夏休み中の利用の問い合わせは何件か来

ているということですけれども、現状のままだと

ちょっと使いにくいですので、本当に何件くらいか

になってしまうのではないかと思うわけなのです。 

 今まで、少年防火クラブなんかは、美瑛町にあり

ます留辺蕊小学校の跡地を利用しまして、宿泊です

か、炊事をしながら合宿体験等を行ってきているわ

けで、こういった方が清富小学校の跡を使いたいと

なりましても、泊まれる施設になっておりません

し、寝るのであれば寝袋でもいいのではないかとい

うふうになるかもしれませんが、このままの形でど

こも手を入れないでというのは、ちょっと利用がし

にくいのではないかと思うのですけれども、教育

長、もう一度御答弁いただきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １３番村上議員の再質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、行財政改革におきます行政評価についてで

ありますが、議員御指摘のように、おくれていたな

ということでありますが、さきにお答えさせていた

だきましたように、今年度から、その対応を図るよ

うに指示いたしております。 

 ただ、試行的に対応させるということでございま

して、この成果を見きわめ、基本的な制度の設計議

論を果たしながら、今後、本格的な導入をしていき

たいと。試行的に、十分にその評価に対応していき

たいというふうに思っておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。 

 次に、住民参画の対応でありますが、これにつき

ましては行財政改革の中でも位置づけております。

また、住民基本条例の制定に伴いまして、議員の御

質問にありましたように、住民が何をするのか、行

政が何をするのかといった分野も含めながら、十分

見きわめていかなければならない。 

 基本的には、第４次総合計画、現在進めておりま

す総計の中の４本柱の一つに「共に創るまちづく

り」ということを位置づけて以来今日まで、住民と

の協働のまちづくりを目指した行政推進を図ってき

ておるということでありますので、その中におきま

しては、当然にして説明責任を十二分に果たすこと

によって住民の理解を得、住民が行政に関心を持っ

ていただけるものというふうに思っております。議

員御質問にありましたような対応の中で、私といた

しましても、行政の執行に当たっていきたいという

ふうに思っておりますので、御理解を賜りたいと思

います。 

 次に、休日保育、一時保育の件でありますが、先

ほどお答えさせていただきましたように、１６年に

制定いたしましたエンゼルプランに基づきまして、

町といたしましては、住民のニーズ、要望等々を十

分掌握しながら、休日保育、一時保育につきまして

も逐次対応していきたいというふうに思っておりま

すので、エンゼルプランに基づいた推進を図ってい

くということで御理解を賜りたいと思います。 

 次に、グループホームでありますが、このことに

つきましては、許認可権者が道から町村に移ってき
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たということで、私としては初めての認可をしたわ

けでありますけれども、今、議員の御質問で、なぜ

２ユニット１８床の１ユニット９床の認可をしない

のだということでありますが、申請が出てきていな

いのに、町は認可権者として認可することはできま

せん。業者が申請を上げてきた段階で、私としては

十分検討させていただきながら、認可するかしない

かという判断をしたいというふうに思っております

が、まだ申請が出てきていないのに、町が認可して

いないから１ユニット９床が今残っているのではな

いかという御指摘を受けても、私としてはどうしよ

うもないということで御理解をいただきたいと。申

請が業者から出てきた時点で、私としては、十分そ

の対応を図っていきたいというふうに思っておると

ころであります。 

 また、許認可権者として、昨年認可いたしました

１ユニット９床が、今、満床になっているようであ

りますし、これらの対応につきましても、担当が十

二分に現地を視察させていただきながら、規定され

たとおりの運営をしていただいているかどうかとい

うことも十分見きわめた中で、次の申請に対しては

許認可の判断になるだろうというふうに思っており

ますので、御理解を賜りたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 村上議員の４項目めの再

質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 先ほどもお答えをさせていただきましたけれど

も、今、清富の多世代交流センターということで、

生涯学習だとか健康づくりに活用を図ろうというこ

とで、当面の対応策として運営を開始したところで

あります。 

 そのような中で、この多世代交流センターもその

一候補としてといいますか、考え方の一つとして、

多世代交流センターも含めて恒久的な将来の姿を模

索した中で、今、財政的に大変厳しい状況の中にあ

りますし、補修・修繕をした後で用途が変更したと

かということになると、また逆戻りになってしまっ

たりするということも懸念されますので、できる限

り将来の姿が確定した段階で、必要な修繕について

は行ってまいりたいというふうに考えているところ

であります。 

○副議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） １項目めの行財政改革の

中の四つの柱の中で情報公開ですけれども、行政側

の十分な説明責任を考えないと、これが町民に理解

されなかった場合、行政が一方的に責任をとらなけ

ればならないなんていうことになった場合、大変困

ると思いますので、やはり責任範囲をここまでとい

う明確にしておく必要があると思いますけれども、

もう一度この点をお聞きしたいと思います。 

 それから、２項目めの休日保育と休日一時保育で

ございます。 

 今、家庭の経済状況も大変厳しくなっているので

すけれども、多様な保育ですね。上富良野町はどこ

の町よりも子供さんが多く生まれている状況がある

わけですから、やはり子供を育てる環境の充実を

図ってはと考えます。 

 町長は、よくエンゼルプランで位置づけをしてと

いうことをおっしゃっているわけですけれども、安

心して子供を産み育てやすい町だということになれ

ば、エンゼルプランにうたってあるわけですけれど

も、今は保育が大変多様化されておりまして、一時

保育の受け入れの規制が大幅緩和されております。

それと、保育士など、経験を持った方が、例えば家

で困ったりなんかしているお子さんがいるとすれ

ば、派遣をさせているという町村もあるわけなので

す。これぐらい子育て環境について、少子化対策と

いうこともあるとは思うのですけれども、安心して

子供を産み育てやすい環境づくりには、多様な保育

というのも早急に考えていただきたいと思うので、

もう一度よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、民間のグループホームにつきまして

は、２ユニットの方の請求がまだないのにというこ

とをおっしゃいましたけれども、２ユニットの方も

９人ぐらいの予約があるということを聞いておりま

すので、民間の方で申請を出せば、きょう即認可を

するということで理解をさせてもらってよろしいの

でしょうか。 

 地元の入所の人が多くいればということもあると

思うのですけれども、富良野沿線で申し入れをして

いると思うのですよね。例えば、上富の人が富良野

の施設に入っているとすれば、富良野の介護保険を

使わせてもらっていると思いますし、富良野の方が

こちらの民間のグループホームに入っておられます

けれども、そういった人は当然、上富の介護保険を

使っているということになりますし、こちらから富

良野や中富良野にお世話になっている方もいらっ

しゃいます。 

 今、在宅介護が重点とは言いながらも、認知症の

方を在宅で介護というものも限界があって、なかな

かふえてきている状態もございますので、上富良野

の人の入所をできるだけ多くという条件をつけてで

も結構だと思いますけれども、町長は、申請があれ

ばというような、まだ上がってきていないのにとい

うことでございましたから、申請があれば即認可す

るよというような状況でよろしいのでしょうか、も

う一度確認させていただきたいと思います。 

 それから４番目、教育長、財政的なこともわかり
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ますけれども、せっかくこの跡地につきましては子

供さんから町民まで使える施設だということで跡利

用がなされること、利用してもらった方がいいと思

うのですけれども、なかなかこの状態ですと、冬場

になりますと、ちょっとどうなのかなということが

あります。夏には体験学習だとか、そういったもの

で使われるのではないかと思うのですけれども、こ

のままではちょっと。大きく変えるということでは

なくて、炊事ができて、ちょっと泊まれるようなと

いう感じの補修といいましょうか、考え方によって

は、そんなにお金をかけないでできるのではないで

しょうか。 

 それこそ、跡の利用が余りなされない方が困るの

でないでしょうか。本当に広く町民の多世代交流セ

ンターみたいな感じで使っていただきたいと思って

いるわけですから、廃屋になってしまったらもった

いない話だなと思うのですけれども、お金をかけな

いで、２段ベッドの簡易な何かにするか、それから

コンロとかを置きまして炊事ができるような状態と

か、そんなにお金をかけなくてもできるかと思うの

ですけれども、いかがでございましょうか、もう一

度お尋ねしたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １３番村上議員の再々質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、行財政改革についての関連で情報公開とい

うことでありますが、情報公開をすることによって

責任を問われるような云々という御質問でありま

す。 

 私といたしましては、個人情報以外のものである

ならば、行政情報はすべて公開すべきものと。その

中で、執行者として、行政として責任を問われると

か責任を負わなければならないもの、これは、行政

を執行している以上はすべてが行政責任を負わなけ

ればならない義務があるわけですから、当然にし

て、行政責任を追及されたら困るから隠しておこう

やなんていうことには全くならないということで、

ひとつ御理解をいただきたいなというふうに思って

おります。御質問はそういうことだろうなという気

がするわけでありますが、そういうことでお答えさ

せていただきたいと思います。 

 また、次の子育てにおきます休日保育、休日一時

保育でありますけれども、さきにお答えさせていた

だきましたように、子育て支援等々の対応の中で、

議員御質問のように、いろいろな手法があろうかと

思うわけでありますが、今エンゼルプランをもとに

して、その対応を進めさせていただきますよという

ことは、エンゼルプランを策定するに当たりまし

て、アンケートをとったりいろいろな対応をした中

におきまして、上富良野町のお母さん方の日曜保

育、一時保育につきましての要望というのが、今現

在も担当の方には上がってきていないというような

状況でありますけれども、エンゼルプランに基づい

た計画で対応しながら実態を把握し、調整、対応し

ながら進めさせていただきたいというふうに思って

おります。 

 私といたしましては、議員の御質問の中にもあり

ましたように、平成１６年度の特殊出生率を見ます

と、全国平均では１.２９と、北海道は１.１９と、

都道府県で合計出生率の一番高い沖縄で１.８２

と。我が上富良野町は全道一、１.８５という数値

を上げておるということは、やはり子育て支援対策

がある程度軌道に乗った中で、出生率が上がってき

ているものというふうに認識をいたしているところ

でありまして、より以上の２.２近くいないと人口

の減少につながっていくということでありますか

ら、より一層の子育て支援対策、子育て対応の充実

を図りながら、特殊出生率がより一層上がっていく

ように努めていきたいというように思っております

ので、御理解をいただきたいと思います。 

 次に、グループホームの件でありますが、申請が

出れば認可するのかと、判を押すのかということで

ありますが、私としては、認可する以上は責任を

持って判を押さなければならぬというふうに思って

おりますので、法的にどうなのか。先ほども申し上

げましたように、前年度認可した１ユニット９床の

中で満床になっている方々の対応はどうなのか、そ

ういったことを十分に見きわめながら、また、コム

スンのように架空人員で維持していないのか、現地

を見きわめながら、そういった対応を十分見きわめ

て法的に問題がないということであれば、私は認可

するのに不都合はないと。 

 例えば、我が町の希望者がいないから認可しない

とか、あるいは、よその町から来るのだから認可し

ないとかということには全くならないと。設置業者

から、１ユニット９床が満床になったから、次の２

ユニット１８床の許可を得たいということで申請が

出てくるということであれば、十分それらの部分を

見きわめながら、認可していくことにはやぶさかで

ないと。ただ、何でもかんでも申請が来たから認可

するということにはならぬということだけは、御理

解いただきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ４項目めの件であります

が、まず、今は、あるがままの姿の中で御利用いた

だくということで、御理解をいただきながら利用し

ていただいていると。 

 例えば、３泊４日で中学校の合宿やなんかを行う
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と、当然、食事やなんかに不自由をするわけであり

ますが、その部分については、保護者の皆さんなん

かの御協力を得ながら食事を提供してもらう、また

仕出しやなんかもとりながらと。それからまた、お

ふろ等につきましては、近くにある温泉とか十勝岳

の温泉やなんかに行きながら、あるがまま、十分な

利用にはならないのかもしれないのですが、そうい

う中で御利用いただくということで理解を得なが

ら、今、進めているところであります。 

 先ほど来お話をさせていただきましたが、私たち

も、この施設として不十分なところは十分承知して

いるところでありますが、もう少し時間をいただい

て、将来の見通しが立った時点で、その用途に基づ

いて整備を図っていくべきものというふうに考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１３

番村上和子君の一般質問を終了いたします。 

 次に、４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） 私は、申し上げてあります

内容について質問いたします。 

 まず、私は５月１日に夕張に研修に行ってきまし

た。再建団体直前の昨年の夕張広報誌の資料により

ますと、公債費残額は１４１億円とあり、一方、こ

としの我が町の広報４月号によりますと、町債、借

金残高が１４５億円とあります。夕張市は、その

後、財政再建団体宣言をしています。また、ことし

の夕張広報５月号の本年度予算によると、一般会計

予算は４３１億１,１００万円とあります。この中

の諸収入３４９億４,０００万円を除くと、歳入が

８１億円になり、そのうち市税が１１億円です。歳

出では、諸支出３５３億３,４００万円を除くと７

８億円となります。我が町の今年度予算は６２億円

で、税収は約１０億円余ですから、夕張とほぼ同じ

財政状況ではないかと思います。夕張と我が町の差

は地方交付税にあります。夕張の地方交付税は４２

億４,５００万円、上富良野は２６億８,５００万

円、この差がこのまま出ています。 

 さて、我が町も自立でいくからには相当な覚悟が

必要です。そこで、お聞きします。 

 夕張は道から借りた３５０億円を１８年かけて、

市長報酬月額２５万円、旅費・手当等一切なし。議

員９名、これはまだ多いという声が上がっていま

す。職員は１３０名余り。俸給は３割減。これでや

ると、職員、市民が一体となっています。そこで、

我が町のこの異常な財政状況を切り抜けるためのお

考えをお聞きします。 

 二つ目に、夕張市と上富良野町の広報により、１

９年度一般会計予算の主なところを比較します。総

務費については、夕張が約１４億円、上富良野は約

６億円。民生費は、夕張が約２２億円、上富良野が

約８億円。教育費は、夕張が約３億円、上富良野が

約４億円。商工費は、夕張が約１億円、上富良野が

約２億円。議会費は、夕張が４,８００万円、上富

良野が８,４００万円とあります。人件費について

は、夕張は７億４,７００万円、上富良野は１１億

９,６００万円とあります。これを見てのお考えを

お聞きいたします。 

 二つ目に、広域行政についてお聞きします。 

 広域行政については、初めに合併の話が壊れ、次

に広域行政のプロジェクトが話だけで終わり、美瑛

との財政の話をして、今また広域の話になったとこ

ろ、来年４月１日には消防が富良野圏完全合併とい

うことで広域の枠組みが既に壊れておりますが、こ

の広域は成立するのか、お答えをいただきたいと思

います。 

 町立病院についてお尋ねをいたします。 

 町立病院の経営が限界に来ております。町立病院

の現状と課題については承知しました。町民に支持

される町立病院ということについても、問題はない

話です。問題は、経営形態と経費の問題です。経費

については、病院は限界に近い努力をしているとこ

ろでございます。お考えをお聞きいたします。 

 以上でございます。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の３項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、夕張市が財政再建団体となり、地方財政再

建促進特別措置法に基づき、同法を準用して財政再

建に着手されたことは御案内のとおりであります。

同じ北海道内の自治体として、また人口や財政規模

的にも類似性のある自治体でもありますので、私と

いたしましては、改めて健全財政運営への決意を強

くしたところであります。 

 １点目の異常な財政状況を切り抜けるための考え

についてでありますが、私といたしましては、現在

の当町の財政状況を、厳しい状況にあるとはいえ、

異常な状況とは受けとめておりません。また、夕張

市とほぼ同額の地方債残高という議員の御指摘の点

については、夕張市は普通会計ベース、当町は全会

計における数値と認識しております。さらに、夕張

市においては、一時借入金を用いて赤字決算を先送

りいたしたことから、結果として、平成１８年度末

においては３５０億円を超える、異常とも言える赤

字が発生し、準用再建に取り組んでいるものと理解

しているところであります。 

 当町の財政は、他の多くの地方団体と同様に、元

来、自主財源に乏しく、国の地方財政対策の影響を

強く受ける脆弱な構造であることに加え、バブル崩
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壊後の公共事業を前倒しするなどの景気浮揚策によ

る起債残高の増嵩などにより、厳しい状況にあるこ

とは言うまでもありませんが、現在は、平成１６年

度に策定した行財政改革実施計画を着実に推進し、

同計画の終了時には、財政調整基金などに大きく依

存することなく、収支均衡のとれた財政構造となる

よう努めているところであります。 

 ２点目の各目的別の予算額と人件費についてであ

りますが、まず目的別予算は、それぞれの市町村の

行政需要に応じてその額が決まってくるものと認識

しており、夕張市と単に比較して云々と判断はでき

かねるところであります。 

 特別申し上げることはありませんが、当町の本年

度予算については、予測される歳入と行政需要の中

で最善の御提案をさせていただき、御議決を賜った

ものと受けとめております。 

 また、人件費についても、行財政改革実施計画で

定めた、計画策定時から総体で１５％削減の目標を

達成するよう、これまでも諸改革に取り組んできた

ところであり、さきに策定した職員数適正化計画と

あわせて、適正な職員数、給与水準に向けてさらな

る改善の途上にあり、その実現に努めてまいりたい

と考えております。 

 まちづくりを進めていく上において、財政運営は

極めて重要な課題でありますので、常に健全財政の

維持に向けて取り組んでまいりたいと考えておりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの広域行政に関する御質問にお答

えさせていただきます。 

 富良野広域連合については、これまでも行政報告

しておりますとおり、平成２０年４月設立に向けて

準備委員会を立ち上げ、各市町村からそれぞれ専従

の職員を配置することで、事務局体制を整えており

ます。現在は、専門部会で検討作業中であり、来月

下旬には、広域連合で処理する事務を準備委員会で

決定する予定であります。５市町村とも、来年４月

の設立に向けて鋭意努力をしているところでありま

すので、ぜひ協議を無事整え、設立にこぎつけたい

と考えております。 

 私といたしましても、富良野広域連合の実現に最

大限の努力を払って邁進してまいりたいと考えてお

りますので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、町立病院についてでありますが、議員の言

われるとおり、大変に困難な諸課題に直面しており

ますが、さきの議員にもお答えしたとおり、地域医

療をいかに確保するかとの強い意思で取り組んでま

いりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 再質問はございますか。 

 ４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） 再質問いたします。 

 私は異常でないですかとお尋ねしましたら、町長

は、厳しいけれども正常であるというお答えであっ

たかなと思うのですね。私、これは異常でないのか

なということについて、これから述べます。 

 実は、ここに持っております総務省発表の市町村

財政状況と財政状況一覧表というのがあります。こ

れはお持ちになっていると思いますが。これを見ま

すと、北海道は軒並み膨大な借金の状況ですから、

これと比較をすると、上富良野町は確かにまだよい

方かなと思います。これでいけば、多分再建団体に

はしないだろうというようにも思われます。 

 ただし、上富良野の負債状況を見ると、一般会計

の地方債、債務負担、特別会計の地方債、これらの

残額合計が利息なしで１７６億円ということで、こ

れについては私がまとめました。１７５億８,２０

０万円ということですね。１人当たり１４１万円と

いうことです。ただし、利息を入れると２４０万円

の負債があるということは、さきの議会で確認をし

ております。 

 夕張市は、現在、国の管理のもと、健全財政と

なっています。１８年後には、ことし生まれた赤

ちゃんが高校を卒業する。そのころに夢を持って

いっております。 

 ここからよくお聞きいただきたいと思いますが、

夕張は約３５０億円の借金を２２億円ずつ返済し、

１８年かかるのを１５年で終わらせたいと言ってい

ました。３５０割る２２は１６です。だれにでもわ

かります。そして、上富良野町はこの総務省発表の

合計をしていったものでいきますと、負債合計が約

１７６億円ですから、これを毎年１１億円ずつ返し

ていっております。単純計算でこれを割りますと、

夕張と同様、やはり１６年かかります。同じです。

３５０の１７５、ちょうど半分で、２２で返してい

るのに対して、１１で返していると、同じ状況で

す。ここのところをはっきりと町民の皆さんにわか

りやすく見せてはいかがでしょうか。それとも、こ

のような負債状況は当たり前だと言うのでしょう

か。借金が幾らある、年間幾ら返して、何年で終わ

るということについての答弁をいただきたいと思い

ます。 

 次に、町の財政については、町長が大変努力して

いるのは認めます。これは大変よいところに来てお

ります。しかし、町長は、地方債については危機意

識が非常に希薄のように見受けられます。負債は、

確かに町長が全部つくったものではありません。私

も、３期１２年のうちに負債をふやすことをやって

きています。たがら、この状況を私自身は異常とと

らえて言っているのです。言わなければ、夕張の議
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員ではないかと言われます。だから、言わせていた

だいているのです。 

 夕張の破綻前の上半期の財政状況を見ますと、商

工費が８３億円、観光事業に２０４億円、宅地事業

に４０億円、住宅事業に１０億円と、考えられない

数字が並んでいます。これらについて、国は昨年、

これを報告させたのです。そこで、さすがに市長は

たまらず、財政破綻宣言をしたのではないかという

ように考えられます。それまでは、市長も議会も何

とかなるということで、何もやってこなかったわけ

です。破綻後、国の管理に入ってからは、先ほどの

商工費の８３億円が１億円のほか、観光、宅地、住

宅すべてゼロ、皆減という字です。私は初めて見ま

した。皆ゼロになって、そして健全財政になって

いっているのです。 

 我が上富良野町は、この夕張の健全財政によく似

ています。健全財政でよいと思います。どこに出し

ても恥ずかしくないと思います。実際、私はそう思

います、町の財政ですね。 

 ただ、議会費と商工費が夕張の倍あります。さら

に、農林業と商工費を合わせると、夕張市が約１億

２,０００万円、上富良野が約６億５,０００万円と

６倍近くあります。上富良野は農業と商業を合わせ

た戸数はおおむね６５０戸くらいかと思いますが、

６５０戸に６億５,０００万円。ここは何となく健

全性に欠けているのではないかなというように思い

ます。 

 議会費については、町民の皆さんにしっかり聞き

ます。 

 それから、もう一つあります。人件費ですが、夕

張が約７億５,０００万円、上富良野が約１２億円

と４億５,０００万円多くあります。人口も同じ、

自主財源であるところの税収も、どちらも１０億円

と同じくらいですが、ここも、どうも健全財政に見

えないのでないかなというように思います。 

 夕張は高齢化率が上富良野の倍あります。４３％

と言っておりました。上富良野は２１％でしょう

か、あります。ですから、国保とか老人保健、介護

保険等は倍以上になります。ですから、研修に行っ

た際、市役所がしーんとしております。非常に静か

でした。社会福祉協議会に行きますと、ここは市役

所とは違い、お年寄りがいっぱいです。一見、活気

があるような感じを受けました。 

 さて、健全財政ですが、夕張は、ごみを除いて

は、多分住民負担はこれ以上ふやさないでしょう、

国もついておりますし。そこで、我が上富良野町

も、せっかく努力をして夕張に並ぶ健全財政になっ

たのですから、今後は住民に財政負担をかけさせな

いことです。はっきり言いますと、使用料・手数料

の増税はしないということでいっていただきたいと

思います。 

 住民に負担をかける前に、町長報酬月額５０万円

以下、議員は１,０００人に１人、日当制、職員は

１００に１人、町外通勤、共稼ぎはだめ、５５歳で

昇給停止、５８歳で退職勧告等々、夕張がやってい

ることですが、厳しく行財政改革を見えるように実

施してはいかがでしょうか。自然退職などというの

は改革とは言わないのです。 

 先ほどの負債に対する弁済も絡む話ですが、住民

負担の禁止と厳しい行財政改革についての御答弁を

いただきます。 

 次に、このような財政の負債状況の中、ことしの

３月議会の町政執行方針において、町長は駅前開発

について２ページにわたって述べておられますが、

これ以上負債をふやすことは夕張の二の舞が明白で

すので、声を大にして反対を申し上げたいと思いま

す。 

 商工会の総会では、議長がはっきりと財政的にで

きないというようなことを申し上げているのを報道

で見ました。これは、住民投票が必要な話になるか

と思います。そこで、このような負債の多い財政の

中で駅前開発されるのか、お尋ねをいたします。 

 次に、上富良野町の広報４月号があります。６

ページと７ページにわたって、平成１９年度の一般

会計予算が載っております。この広報の支出金額が

予算書で議決された金額となぜ違うのか、何ぼ見て

もわからなくて、足すと７３億円ぐらいになる。よ

く見ると、給与費が入っているというようなことを

書いてあるのですが、議決した金額はこういうこと

ではないのですね。議決した金額、これは各会計予

算案の協議資料ですが、これでいきますと、余りぐ

ちゃぐちゃ言ってもあれですが、要するに違うとい

うことについて御理解いただいたかなと思うのです

よ。議決と違うのですよ。議決された金額となぜ違

うのか、なぜ作為をするのだろうか。議決というの

は、そのように軽いものなのでしょうか。議会軽

視、議決権の侵害というようなところにいくのでは

ないかと。なぜしなくてよい仕事をやっているのか

なと、ここのところをお尋ねいたします。 

 それから、広域行政について、私は消防について

ですね。 

 広域行政の中で、消防が合併して消防長が１人に

なると。そういうことであれば、当然、消防議会は

なくなっていくと。先ほど、連合長が１人というこ

とですから、議会が一つになるということかなと思

います。しかし、合併して消防長１人というと、富

良野の総務の消防というようなところにいくのか、

その辺のところをお聞きしているのでございます。
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議会はどのようになっていくのかということです。

ですから、５市町村に議会があって、もう一つ連合

議会をつくって、それで市町村長が５人いる、さら

にここに連合長が１人できる、そういうような形な

のか、その辺のところをお尋ねいたします。 

 広域行政といいますと、当然、住民自治というこ

とが入ってくるわけなのです。これが非常に重要な

のです。それで、町長は選挙後の９月議会あたりで

提案したいということですが、これは早い方がよろ

しいのではないかと思います。既に住民の方から、

住民自治という言葉ではありませんが、我々でやる

よという、そういうような話が出ております。 

 そこで、住民自治の究極についてですが、住民の

意見を聞いた、それから話を聞いたっていいことに

はならないのです。ですから、話は聞いた、そして

住民にやっていただく、または行政と一緒にやりま

しょうと、ここまでいかないと本当の住民自治にな

らないのです。夕張で、盛んに議会と違う協議会を

つくってどうとかと言っているけれども、そこまで

の話ではだめなのですよね。やはり一緒にやる、も

しくはやっていただくというところまでの詰めたお

話が必要ではないかと思いますが、お考えをお尋ね

いたします。 

 それから、町立病院についてですが、町立病院の

先生方は、持てる医療技術を最大限に発揮して努力

されていると思います。いい先生方です。また、職

員も同様に頑張っております。 

 それで、住民の理解を得るということは、これは

ＯＢ議員との懇談でも出ましたが、病院利用率が右

肩上がりにいかなかったらだめなのです。夕張は最

後まで右肩下がりでいって、市議も参ってしまう

し、先生方も参ってしまって出ていってしまうとい

う、そういう状況になったのです。だから、これが

右肩上がりにというのは先ほどの話と関連してきま

すけれども、ＰＲであるとかそういうようなことに

つながっていきますけれども、そこに持っていかな

ければならないなというように思うのですよね。 

 それで、病院の経費が必要だからといって、住民

にぼんと負担をかけるというようなことはだめで

す。これは、さっき言った削れるところはあるので

すから、削ってそれを回すというような、役場みず

からが努力してからの話が先になるのではないかと

いうことでもって、再質問は終わります。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ４番梨沢議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず最初に、財政の部分でありますが、私は、厳

しいけれども異常な状態ではないということをお答

えさせていただいただけで、正常ですよということ

を申し上げてはおりません。確かに厳しいし、大変

であります。しかし、今、異常な財政状況というの

は何とか乗り越えてきたと。１６年から今日の行財

政改革で、さきに行政報告もさせていただきました

ように、大きな成果を上げさせていただきまして、

何とか対応することができ得つつあるなと、目標の

平成２０年には、歳入イコール歳出の財政運営が何

とかできそうな形の中になってきたなというふうに

私は認識しております。 

 ということは、平成１８年度決算で、もう既に決

算状況を御報告させていただいておりますけれど

も、一般会計で９,６００万円の繰越金をつくりま

した。そして、基金につきましても、予算編成の段

階では、３億数千万円の基金を支消して予算をつ

くったわけでありますが、期間中に基金に繰り戻し

をさせていただきまして、結果的には、会計閉鎖し

た段階で基金は２,５００万円相当繰り戻すことが

できなかっただけに終わりました。ということは、

９,６００万円の繰越金をつくって、基金は２,５０

０万円を戻せなかったということでありまして、予

算の段階では厳しいけれども、決算の段階では歳入

イコール歳出のバランスが、１８年度はプラスマイ

ナスうまく対応させていただいたなというふうに認

識いたしております。 

 それで、１９年度予算におきましては、議員も御

承知のとおり、基金の支消につきましては、おかげ

さまで１億円弱の基金支消で予算を組ませていただ

いておりますので、この１９年度決算が閉じるころ

には、９,８００万円相当、１億円弱につきまして

は、何とかある程度繰り戻しができるのかなという

ように思っておりまして、一般会計の運用について

は厳しいけれども、何とか行財政改革実施計画に基

づいた対応ができ得てきつつあるなというふうに認

識をいたしておりますが、先ほど申し上げましたよ

うに、まだまだ行革を進めなければならない部分も

あると。 

 人件費につきましては、まだ途上であると。さき

にお答えさせていただきましたように、計画年度に

おきます人件費の１５％削減ということを２０年度

目標に掲げておりますので、この１５％削減の対応

を図っていくようにしていきたいと。しかし、この

１５％削減にいたしましても、夕張市の７億円まで

に削減する、私はそこまで職員の報酬を下げていく

という考え方は持っておりません。夕張市は、特別

な状況の中で３０％の削減をしているわけですか

ら、うちの職員も３０％ということにはならない。

しかし、いろいろな財政的な問題が出てくれば別で

すが、現状ではそこまでしなくても何とか対応でき

ると。 
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 それからもう一つ、各１９年度予算の夕張市との

比較の中で、先ほども申し上げましたように、私と

いたしましては、それぞれの市町村の行政需要に応

じた予算が組まれるわけでありまして、それぞれ予

算額におきましては、人口規模等々は同じであって

も、面積だとかいろいろな形の中で、夕張市と我が

町とは違う部分があるということで、ひとつ御理解

をいただきたいと。 

 例えば、民生費の２２億円、我が町は８億円、半

分以下であるぞということでありますが、夕張市は

市制をしいておることから、生活保護費だとか児童

扶養手当だとか、町村にはない部分も予算化して対

応している部分がたくさんあるわけです。それとも

う一つは、議員も御発言ありましたように、高齢者

率が全然違うと。老人医療に振り向ける額にして

も、国民健康保険に振り向ける額にしても、我が町

とは全く額が違うというようなことから、民生費の

差が出ているということでなかろうかなというふう

に思っておるところであります。 

 それからもう一つは、起債と借金と債務負担行為

の額でありますが、このことについて、夕張市と大

した変わりがないと。確かに我が町におきまして

は、さきにお答えさせていただきましたように、１

９年度末における一般会計とそれから特別会計等々

の総額は、１４５億円の負債ということでございま

す。そして、夕張市におきましては、１７年度末で

１４１億円ということでございます。町報に載って

おりますのは１９年度末ということで、そして、そ

の中には一般会計と企業会計、特別会計、みんな含

まれているということでひとつ御理解をいただきた

い。 

 それから、債務負担行為につきましても、１７年

度で約４９億円の債務負担行為の額を議会の議決を

いただいておりますが、このうち国が償還すべきも

のは１７年度で７億１,０００万円相当、他の当事

者が負担するのが２４億円弱ということでありまし

て、他の当事者の方々が償還でき得なくなれば町が

払わなければならないわけでありますが、今のとこ

ろはちゃんと、農業者の方々も債務保証した方々に

つきましてはそれを支払っていただいております。

町が負担として支払わなければならないのは１９億

円相当ということでありますので、これらにつきま

しても今後の課題として残る大きな問題ではないと

いうふうに、現状では、債務保証したのが通常どお

り償還されているということで、私としては認識を

いたしているところでございます。 

 それからまた、今後、いろいろな形の中で、住民

負担を強いるようなことをするなよということであ

りますが、私が就任して以来、財政的に厳しいとい

うようなことで、平成１０年から行財政改革を進め

てまいりました。今日までの期間、９年間の行革の

成果といたしましては、２０億６,０００万円ほど

の行財政改革の成果を上げました。そのうち、いろ

いろな値上げをさせてもらったり、あるいは、今ま

で給付していたものをストップしたり、いろいろな

ことで住民の御負担をいただいたのが３億８,００

０万円、率にして１８％相当を住民の方々に御負担

いただいていると。それには、ごみの手数料の問題

もあります。 

 そういうようなことで、御負担をいただいたとい

うことでありますが、内部的に対応したというのが

１６億８,０００万円、率にして８１％ということ

で、大半は内部的な対応を図りながら、そして、そ

のうち１０億２,０００万円は、職員の人件費、あ

るいは議員の皆さん方の報酬、私どもの報酬等々の

中で、１０億２,０００万円ほどの人件費の削減を

させていただいているということで、実際に住民の

皆さん方に行革の中で御負担いただいたのは３億

８,０００万円、１８.５％だということで、ひとつ

御理解をいただきたいのと、今後におきましても、

当然において、住民負担を重点に行財政改革を推進

していく考え方を私は持っておりません。基本的

に、内部改革を図りながら、そして、その中でどう

しても住民の皆さん方に応分の御負担をいただかな

ければならないことにつきましては、議員の皆さん

方と十分協議を重ねるとともに、住民の皆さん方の

御理解をいただけるような対応の中で行革を進めて

いきたいと。 

 あと、今立てている行財政改革実施計画は平成２

０年度が最終年度でありますので、１９年度の実

績、２０年度の実績をもって、今後、第５次総合計

画において忌憚のない財政運営ができるように対応

を進めてまいりたいというように考えておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、広域行政におきます消防組織の問題であり

ますが、議員御承知のとおり、現在、それぞれ一部

事務組合ごとに議会を持っております。しかし、広

域連合になれば、これらを一つにします。すべてに

おいて議会は一つということで進めていくようにな

りますので、当然にして、議会が幾つもあるという

ことにはならぬ、一つになるということでございま

すので、ひとつその点御理解をいただきたい。 

 ただ、問題は、やはりそれぞれの市町村自治があ

るわけでありますから、議会につきましても、屋上

屋を重ねる議会ができるということについては、広

域連合におきましても変わらないということであり

ますけれども、即そういった課題というものを少し

でも少なくして、住民に直結した対応が図られるよ



 

― 41 ―

うな広域行政の推進を模索していかなければならぬ

というふうに思っておるところであります。 

 それから、消防につきましては、さきの議員にも

御説明申し上げましたが、組織そのものをどういう

形でつくるかという、最終的なものは決定しており

ません。 

 ただ、問題は、先ほども言いましたように、消防

署長というのは１人になって、消防本部機能の中に

位置されるでありましょうけれども、それらの対応

の中で、それぞれの自治体に。 

 例えば、今、上富良野町におきましては消防署が

あります。これからの中において、各町村ごとに署

をつくるのか。あるいは、今現在、富良野消防にお

きましては、南富良野と占冠については支署であり

ます。そういうような観点の中で、今いろいろ検討

されているのは、署は富良野市と上富良野町に設置

してはどうかなというような考え方。あとの３町村

については、支署にしてはどうかなというような考

え方等々があるようであります。しかし、これらは

まだまだ協議をして最終的に決めるところでありま

すが、そういう中にありまして、先ほどお話し申し

上げましたように、消防長、消防管理者というの

は、当然にして連合長と一緒になるでしょうし、消

防長というのは別に消防本部に位置づけられるであ

りましょうし、それぞれの署には署長、支署長とい

うのが設置されるであろうと。その中で、それぞれ

の自治体における署、支署の機能というものは、ど

ういうふうに対応するかによって、大きな地域の特

性に対応できる消防機能ができ上がるものというふ

うに思っておりますので、これらの部分につきまし

ても、今後の５市町村長における協議の中で、最終

的な結論が出されるものというふうに思っておると

ころであります。 

 それから、住民自治についての御質問であります

が、住民自治については、全く議員と同じ考え方を

私も持っております。行政が何をやるのか、さきの

議員にもお答えさせていただきましたように、住民

が何をやるのか、ともにそれぞれの責務を分担しな

がら対応していくと。そして、それぞれの自治活動

を進めていただくということが大切であるというふ

うに思っておりますので、御理解をいただきたいと

思います。 

 次に、病院でありますが、病院につきましては、

既に御案内のとおり、諸経費につきましてはいろい

ろな改革改善を進めさせていただきまして、非常に

経費の削減を図りながら今日に来ているところでご

ざいます。しかしながら、残念ではありますが、自

賄いでき得ないのが現実でありまして、それに対し

て、病院という、町民の医療対応をするということ

で、しからばプラスマイナス、自賄いができ得ない

ということに対して行政がどれだけの負担をしてい

くかと、そして病院を位置づけしていくかというこ

とは、今後も大いに議員の皆さん方と議論をしなが

ら、町民の皆さん方の理解を得ながら、どれまでの

繰り出しをしてでも病院を、支部を設置しておくの

かと、どれぐらいの繰り出しをしていく病院組織に

するのかということも含めて、さきの議員にもお答

えさせていただきましたけれども、単純に対応でき

得ませんけれども、十分議論を重ねながら、将来の

町立病院のあるべき方向性を定めていきたいという

ふうに思っているところであります。 

 その中にありましては、先ほどもお答えさせてい

ただきましたように、従前の第１次医療圏というの

は、上富良野町内において、上富良野町民にどこま

で責任を持って第１次医療圏として対応するのか

と。個人病院、町立病院を含めた中で、どこまでの

対応を図っていくのか。第２次医療圏としての富良

野圏域のセンター病院を中心とした対応の中で、ど

ういうような対応をしていくのか。第３次医療圏と

して、旭川を中心とした専門病院あるいは総合病院

的な部分との連携をどのようにしていくのかという

ことも十分考えながら、将来は第１次医療圏は上富

良野町内ということでなくて、第１次医療圏は富良

野圏域というような考え方にも立った中で、その中

で町立病院というのはこうあるべきだと、センター

病院はこうあるべきだという中で、私は考えていか

なければならない時期が来るのかなと。そういうよ

うなことも含めて、今後の町立病院のあるべき方向

性を定めていきたいというふうに思っておるところ

でありますので、御理解をいただきたいと思いま

す。（「駅前」と呼ぶ者あり） 

 申しわけございませんでした。 

 駅前及び中心市街地の活性化対応でありますけれ

ども、これにつきましては、今までまちづくり委員

会等々で立てていただいた計画等々もざいます。そ

れらの中におきまして、いろいろな体制の中で、ま

だまだ見直さなければならない部分もありますし、

我が町の財政状況からして、今期総合計画の期間中

には手をつけることができ得ないということで、こ

れは先送りさせていただいた中で、第５次総合計画

の中に位置づけをしていこうと。さきに何度もお答

えさせていただいておりますように、そういう形の

中で、第５次総合計画の中にどう位置づけしていく

かということは、これからの課題であるというふう

に思っておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

○副議長（西村昭教君） 再々質問ですか。 

 ４番梨澤節三君。 
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○４番（梨澤節三君） やはり一問一答が一番いい

ですね。何を言ったらいいか、いっぱいあってです

ね。 

 まず、１７５億円というのは、町が総務省に報告

した数字ですからね。総務省にきちっと報告して、

全道の市町村全部、これに１８０載っております。

財政状況が全部見えます。これは富良野から上富良

野からずっと、夕張から全部とってあります。それ

でもって出した数字ですから、それは違うよと言う

のであればきちっと。 

 これは、平成１７年度決算でやったというよう

に、３月２３日、道内市町村財政ホームページで一

覧公開と。公営事業、三セクもと。こういうこと

で、それらを含めた財政の現状を把握できますよと

いうことで、これは総務省が出して、道が出してい

るわけですよね。ですから、この数字はおかしいよ

ということにはなりません。国も道も言っているの

ですから、ならないのですよ。 

 そういうことで、町長が言っているのとここのと

ころは、話がどうしてもかみ合っていかないのです

ね。私はこれに基づいて言っているのだから、わか

りやすく町民の皆さんに言っていただければ、私が

説明する必要はないのですよね。それこそ、私がわ

からないから聞いているので、そこのところをわか

りやすく、こういうのがありますけれども、本当は

こうですよというようにでも、その辺のところはど

うなのでしょうかね。 

 それから、財政ですけれども、上富良野も夕張も

健全財政だと思います。こうやって見ますと、よく

やっています。さっきちょっと挙げましたけれど

も、夕張なんかは金額が多いですよ、国保で２０億

円、上富良野は１３億円ですよ。老人保健で、夕張

が２６億円、上富良野は１１億円。これは、先ほど

町長が言ったように、高齢者が多いという状況の中

ですけれども、夕張と上富は大体同じぐらいにやっ

ているのですよ。こうして見ると、努力しているの

はわかります。ですから、これは町民の皆さんにも

理解してもらわなければならないと思いますね。あ

なたたちは頑張っていますよ。 

 どこまで頑張ったらいいのというのは、夕張は見

えているわけですよ。夕張は３５０億円を、さっき

言った２２億円で１８年間と言っていましたけれど

も、生まれた子供たちが卒業したら２０億円ぐらい

自由に使えるという夢がありますよと雑談の中でし

ましたけれども、上富良野はどこにいったらそうい

うような夢になるのか、これが今必要ですよ。 

 なぜそれが必要かといいますと、我々のとってい

る「地方議会人」という月刊誌なのですけれども、

これに、我々は選挙がこれからですから当選してい

ないのですが、「今回当選した市長、議員にとって

今後の４年間の責務はこれまで以上に重い。自治体

の財政再建や地方経済の再生など、課題が山積して

いる」と。全くこのとおり。そして、さらに「激動

の地方自治、その時代に入っていっている」という

ように、厳しく受けとめております。だから、私は

ここをしっかり見詰めて、しっかり物を言ってやる

ぞという覚悟でおります。 

 それで、お尋ねしますよ。財政については、交付

税が減ってきます。基金がなくなっていくのです

よ。交付税が減っていくと、基金なんていつまでも

ありません。そうすると、職員を減らしていくと、

議員も減っていくと。ずっと先細りしていって、夢

がなくなるのですね。さっきの夕張よりは悪くなる

ような、夢がなくなっていくのですよ。基金がなく

なっていく、これは２１危機と言っていますね。２

０年消防合併、２１年危機と言っております。交付

税もこのときに減っていきます。そして、再建団体

の財政は２０年度決算、そこまで努力せよ努力せよ

とハッパをかけられているのですよ。 

 今、国から、やれやれ、やれやれということなの

ですよ。もう見え見えですね。国は、財政再建団体

を出したくない。夕張みたいのをつくりたくないの

ですよ。もうはっきりわかります。出したくないか

ら、おまえら頑張れということで、２０年に検査を

やるよということでやっておりますから、多分この

ままでいけばならないのではないかと思います。な

るところもあります。私がずっと調べていきます

と、現在、占冠は１人当たり３００万円を超えてお

ります。そういうのはどういうぐあいになるのかな

というところですね。 

 それから次に、基金がなくなって交付税が減った

ら、その後どうなるのですかというところです。ど

のようにお考えになりますかと、これをお尋ねして

いるのですよ。 

 次に、広域に入ります。法令上書き権というのを

御存じですか。法令上書き権、自治体に付与なので

すよ。この法令というのは、政令や省令で国が決め

た細かな基準など、改定できる法令上書き権と言っ

て、これは非常に大きいのですよ。地方議会が制定

する条例によって、国が決めた法令上書き権を改定

することができるという権限がついてくるのです。

これは予算もついてきますし、非常に大きな話なの

ですよ。これはどこにいくのかといったら、基本的

な考え方として、住民に近い基礎自治体なのです

よ。ここは小規模自治体なのですよ。 

 そこで、聞くのですよ。基礎自治体にこういうの

がいきますよという、分権ということでこういう状

況に来ているのです。しかし、広域でもってやって
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いるここはどうなるのですか。広域行政、広域連合

にこういう上書き権というのは使えるのかと、やれ

るのかという、ここについてどのようにお考えにな

るのかなと。多分、はっきり住民に近い基礎自治体

と言っていますから、これは多分出ない。それでは

住民に負担をかけていることにならないですかとい

うことを、私は、ここのところは厳しくお尋ねをし

たいと。では、どうするのですかということをお尋

ねしているのでございます。一緒に考えたいと思い

ますので、お答えいただきたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ４番梨澤議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、起債額でありますけれども、間違っている

のでないのですよ。年度末が違うのですよ。議員の

総務省の発表やなんかは１７年度決算における１７

年度末の起債額、町報に載っているのは１９年度末

には１４５億円ですよということを言っているの

で、その間に１８、１９の２カ年間でお支払いして

１４５億円になりますよということを言っているの

です。町報で言っているのは１９年度末の数値、総

務省が発表しているのは１７年度決算における１７

年度末の数値なのです。ですから、２年間の違いが

あるということをひとつ御理解いただきたいという

ことであります。 

 それからもう一点、夕張市とのいろいろな比較

等々もなされておりますけれども、確かに我が町に

おきまして私はいつも申し上げておるのですが、ま

た、このことにつきましては、道議会の議員の先生

や国会議員の先生方にもお話し申し上げておるとこ

ろでありますが、今、住民負担についてどうなると

いうことになりますと、上富良野町の町民は夕張市

の市民よりも負担は物すごく大きいですよと。例え

ば、夕張市のお母さん方は、保育料を国の基準にし

たら年間１６万数千円も高くなるから大変ですよ

と。それで、しからば仕方ないから、４カ年計画や

ら５カ年計画で年度ごとに見直しをしていこうやと

いうようになりましたよということですが、うちは

国の基準だけの保育料をお母さん方に御負担いただ

いているわけですよ。向こうは、国の基準よりも１

６万数千円安いわけですよ。そして、ごみの手数料

も、これからやろうかと。我が町はもう既にごみの

手数料を設定して、昨年１０月には、皆さん方の御

理解をいただいて値上げまでしておりますよと。お

まけに入湯税、そろそろ夕張市も税をかけようかな

んて言いますが、私のところの町はもう既に入湯税

はいただいておりますよというようなことで、いろ

いろな面からすると、住民の皆さん方に御負担いた

だいておるよと。 

 それがゆえにとは申しませんが、一時借入金で３

５０億円以上の赤字をつくらないで、先ほども申し

上げましたように、黒字決算で毎年毎年処理させて

いただけるようになっているというような状況で、

財政運営に対応していかなければならないと。その

中にありまして、さきにもお話し申し上げましたよ

うに、我が町は他の自治体と同じように、実質財源

が非常にないところ、少なくて非常に厳しい中にあ

りまして、交付税というもの、依存財源というもの

が非常に大切であると。 

 今、議員の御発言にありましたように、交付税が

大幅に削減されて、今日までに大きく十何億円の削

減をされております。今、２６億円弱の金額になっ

ております。これがまだまだ減るということになる

と、それは大変であります。しかし、何とか現在の

交付税制度というものが堅持されて、地方財政とい

うものに国が対応していただける状況であるなら

ば、何とか我が町も継続して財政運営に対応でき得

るであろう状況にあると。 

 基金につきましても、２０年度末におきまして

は、基金は１０億円を下回るか、ぎりぎりであろう

ということでありましたが、先ほどもお答えさせて

いただきましたように、基金を支消したけれども、

今日まで何とか繰り戻しをさせていただいて、１８

年度末で約２０億円弱の基金をそのまま堅持して、

今のところは減らさないでおります。ですから、２

０年度末において、当初の基金額よりも減らさない

で対応でき得るであろうというような財政運営に

なってきつつあるということで、厳しい中にありま

すけれども、何とか破綻のしない健全な財政運営を

目指して努力しているということで、御理解をいた

だきたいと思います。 

 次に、広域行政の関連で法令上書き権ということ

でありますが、私は初めて聞いたわけでありますけ

れども、これらがまた法制化されてくるということ

になりますれば、またその情報に十分対応した中

で、町としてもそれに対処していかなければならな

いでありましょうし、基本的に、今期の合併新法が

切れる２１年以降にどのような対応がなされてくる

のかということは十分見きわめて、今後、まちづく

りを目指していかなければならない課題であると。

基礎自治体として、２７次地方制度審議会では、基

本的に人口１万人以上というような数値を掲げてお

りますけれども、これらにつきまして基礎自治体と

いうものの位置づけが、今後、２１年以降にどのよ

うな形で国が示されてくるのか、そういうことも十

分認識した上で、今後のまちづくりを考えていかな

ければならないと。 

 加えまして、広域行政、広域連携につきまして
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は、今、議員からの御発言がありましたように、国

に対して、北海道も常に合併だけではなくて、広域

連携も一つの選択肢ということで、同じような対応

ができ得るような、例えば権限の対応につきまして

も、広域連合で対応でき得るような、そういうよう

な手法等々も今十分処理できておるところでありま

すので、そういったことを十分見きわめながら、今

後の広域行政の推進にも並行して対応していきたい

というふうに思っておりますので、御理解を賜りた

いと思います。 

○副議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番

梨澤節三君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

──────────────────                

午後 ３時２０分 休憩 

午後 ３時３５分 再開 

──────────────────                

○副議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、再開

いたします。 

 一般質問、次に１番清水茂雄君。 

○１番（清水茂雄君） さて、私は町長同様に、こ

の風光明媚な大自然に恵まれた上富良野町をこよな

く愛する者の一人として、任期４年間、最終定例会

において、過去に何回となく質問、要望してまいり

ました課題について、あえて最終締めとして質問さ

せていただきたいと思います。町長におかれまして

は、過ぎた過去に禍根を残さないよう、強い決意と

決断、実行されることを求めます。 

 初めに、社会及び家庭環境秩序について提案させ

ていただきます。 

 現代社会において、社会及び家庭の秩序が大音響

を立てて崩壊しておりますと申し上げても過言でな

いと思います。想像を絶するような事件が日常茶飯

事のごとく発生、私たちはその異様さと重大さに戦

慄し、驚愕の日々。親は子供を、子は親を、青少年

がみずから犯す重大犯罪などなど、人々が論じる

「重大犯罪を犯す者は厳しく処罰に処すべきであ

る」または「担当所管は厳重な警戒対応を図るべき

である」など、このような社会であってよいのです

か、いかがですか。すべての良識ある人々は、この

ままでよいとは思わないでしょう。 

 しからば、戦後６０有余年、このような時代背景

が生まれるのを見過ごしてきた者の責任において、

この重大事に私たちは何をなすべきかを、行政、住

民が一体となり、力を合わせて真剣に考え、健全社

会の構築に向けて、課題を克服し次世代に引き継ぐ

責任があります。町長は、どのような施策を持って

対応・解決される考えなのか、誠意と責任を持った

答えを示していただきたいと思います。 

 次に、教育長は、本年の教育執行方針の中で、重

点推進項目に「あいさつ運動」と「早寝、早起き、

朝ごはん運動」に取り組み、人と人との心のつなが

りを深め、子供たちの望ましい基本的な生活習慣の

育成を図ってまいりますと示されたが、その取り組

み内容及び経過、成果について、できれば詳細に伺

いたいと思います。 

 次に、交通環境整備について伺いますが、自衛隊

駐屯地東門から国道２３７号線に抜ける北２４号路

線は、車線を利用する大型車両が市街地を避けて頻

繁に通行するために非常に危険であり、早急に歩道

の設置が必要であります。この点については、地域

住民からも強い要望があると思います。 

 次に、中町２丁目２番の消防団詰所跡地の利用に

ついてでありますが、中町は町の中心部でありま

す。周辺に十分な駐車場スペースがなく不便であ

り、町の活性化の上からも、跡地を無料の町営駐車

場として利用していただくべきであると考えます

が、いかがでしょうか。 

 次に、以前から要望している北２７号路線の改良

について、安全面から、最低限、歩道及び信号機の

設置を強く求めます。 

 以上３点について、町長の考え方を伺いたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １番清水議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの１点目、社会及び家庭秩序につ

いてでありますが、議員が御指摘のとおり、子供か

ら大人にかかわる事件が全国的に毎日のように報道

される状況にあり、私自身も非常に憂慮していると

ころであります。 

 さて、既に御案内のとおり、昨年より新たに組織

して、上富良野町生活安全推進協議会によります安

全・安心な上富良野町を築いていくため、行政を初

め、関係団体と密接な連携を図りながら、地域生活

の安全確保や健全化に努力いたしているところであ

ります。 

 また、一昨年からことしにかけましては、５地域

で自主的な組織が立ち上がり、登下校時の防犯、交

通安全指導などを通じて、子供たちとのコミュニ

ケーションを図るなどを目的に活動いただいており

ます。町におきましては、この運動が地域の自主活

動としてさらに拡大するようお願いしており、これ

からも、家庭はもとより、地域全体の運動となるよ

う一層の推進を図ってまいりますので、御理解を賜

りたいと思います。 

 次の２点目は、教育長からお答えさせていただき

ます。 
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 続いて、２項目めの３点の御質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、１点目の北２４号道路の歩道の整備につい

てお答えいたします。 

 自衛隊駐屯地東門から国道２３７号線に抜ける北

２４号道路につきましては、近年、大型車両の通行

がふえ、歩行者や自転車等の交通事故の多発が危惧

されることから、地域住民からも歩道の設置の要望

をいただいているところであります。 

 歩道設置個所の現況は、車庫、物置等が立ち並

び、用地補償は難しく、また多額な投資が必要とな

ることから、現在の財政状況からして、早急な整備

は極めて難しいと考えております。 

 次に、２点目の中町旧商工会館、消防中央分遣所

跡地を無料駐車場としてはとの御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 当該用地の一部につきましては、現在、商工会に

無償貸与し、商店街利用者の駐車場として活用いた

だいているところであります。また、今春には旧消

防団中央分遣所の建物の解体を終えたことから、用

地全体で約８４０平方メートルを普通財産として保

有している状況にあります。町有財産の適正運営に

当たっては、特に遊休化あるいは活用度合いの低い

土地については、売却を含めた処分のあり方を検討

し、方向性を整理するよう、既に指示いたしている

ところであります。当該用地についても、この作業

の中で検討を進めてまいります。 

 議員御提案のように、駐車場としての活用につい

ても、一つの考え方として受けとめますが、他の行

政需要なども含めて、幅広い視点で検討してまいり

たいと考えておりますので、御理解を賜りたいと思

います。 

 次に、３点目の北２７号道路の歩道及び信号機の

設置についてでありますが、この間、清水議員から

は再三にわたり同様の内容で御質問をいただいてお

り、その都度、現況の認識と問題点、課題点を申し

上げてまいりました。 

 まず、歩道の設置につきましては、ＪＲの踏切の

改良が伴い、ＪＲ側の要件として、道路の交差点の

改良が条件となっているところであります。この交

差点の改良には、用地及び補償等の課題があります

ので、今後も、引き続き関係者と継続的に協議を進

めてまいりたいと考えております。このようなこと

から、早い時期での歩道の設置につきましては、極

めて難しい状況にあります。 

 また、信号機の設置につきましても、横断歩道の

設置が要件となり、この課題の解決を有することか

ら、引き続き可能な範囲の中での安全対策を講じて

まいりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○副議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 清水議員の１項目め、社

会及び家庭秩序についての２点目の御質問にお答え

させていただきます。 

 私は、教育行政執行方針の中で、人と人との心の

つながりを深め、子供たちの望ましい基本的な生活

習慣の育成を図ることをねらいとして、「あいさつ

運動」と「早寝、早起き、朝ごはん運動」を本年度

の重点推進項目に掲げ、取り組んでいくことを申し

述べさせていただいたところであります。 

 まず、この重点推進項目の取り組みの内容につい

てでありますが、教育委員会における合意形成を初

め、校長会及び教頭会を通じ本年度の教育行政執行

方針を配付するとともに、重点推進項目の趣旨と目

的についての説明を行い、理解を得るとともに、各

学校においての積極的な取り組みを指示し、協力を

願ったところであります。 

 また、保護者の方々に対しましても、各学校の学

校だよりや学級通信等により、「あいさつ運動」と

「早寝、早起き、朝ごはん運動」を家庭でも取り組

んでいただくよう、学校から協力依頼を行ってきて

いるところでもあります。 

 なお、これらの取り組みにつきましては、本年度

を初年度としたものであり、３カ月程度しか経過を

していないことから、具体的な成果については御報

告できる状況にはありません。 

 このような運動につきましては、取り組んですぐ

目に見える成果があらわれるものではなく、継続的

に長期的な視野で取り組んでいくことが大切である

と考えておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

○副議長（西村昭教君） 再質問ありますか。 

 １番清水茂雄君。 

○１番（清水茂雄君） 再質問させていただきます

が、確かにお答えのように、いろいろな活動を通じ

てそれなりに成果が上がっていることは認めます。

また、その努力に敬意を表します。 

 特に最近、街頭において、児童の登下校時に安全

補導をしておられるのを毎日のように見かけます。

私は、そうした努力が非常に大切なことはよく存じ

上げております。また、その中には、同僚議員も何

名か、毎日のように立っておられるのです。その努

力に敬意を表する次第です。 

 しかし、それだけでよいのでしょうか。私は、今

現在、自分で「あいさつ運動」というのをやってお

ります。最初は、子供たちはけげんそうな顔をして

見ておりましたが、だんだんあいさつを返すように

なり、今では、私が通りますと、子供たちの方から

積極的に明るく元気に「おはようございます」とい
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う声が返ってきます。また、それだけでなく、日

中、私が「あいさつ運動」をしていないときでも、

私の車が通りますと、若い奥さん方が私の車を見て

目礼をしていきます。そういう成果が出ているので

す。私は、もっともっと積極的に行動すべきだと思

います。 

 そこで、ちょっと申し上げたいのですが、以前に

も申し上げたことがありますけれども、町長を初

め、職員の皆さん、それからこの議場におられる皆

さん、道で子供たち、また知らない人に会ったとき

に、必ずあいさつをしておりますか。あいさつして

おるという方がおられたら、手を挙げていただきた

いと思います。非常に少ないと思います。そのよう

なことでは、町長が言われる子供たちとのコミュニ

ケーションを図るなどということは、到底望まれな

いと思いますよ。 

 私は、街頭補導についても、できれば週に１回な

り２週に１回でもいいですから、町長を初め、町の

幹部職員が街頭に立っていただきたいと思います。

そのことが住民に与える影響は物すごく大きいと思

いますよ。そうしたことを、今後ぜひお願いしたい

と思います。こうしたことを実行するかどうかにつ

いても、ひとつお聞きしたいと思います。 

 また、交通環境問題についてですが、私は前にも

１度申し上げたことがあるのですが、ひとつ町長で

も副町長でもいいですから、まず御自分でその場に

立って行動してみてください。いかに危険か、いか

に地域住民からそういう強い要望の声があるか、わ

かると思います。みずから体験しないと、なかなか

十分にわかっていただけないと思いますよ。 

 それから、北２７号の交差点及び歩道の問題です

けれども、これは、私が議会に出て、あそこにパー

クゴルフ場を設置するといった時点から、大変重要

なことだと思って提言してまいってきております。 

 町長にちょっとお聞きしたいのですが、基線北２

７号の交差点で、最近、交通事故があったことは御

存じですか、どうですか。ほかの職員の皆さん、御

存じですか。お知りにならない。あの交差点で、街

の方から基線道路をパークゴルフ場に向かっていた

お一人の高齢者の方が、ＪＲ線路側から来た乗用車

と出会い頭に追突し、それも乗用車側が一時停止無

視で進入したそうです。そのために、はねられて、

側溝まで飛ばされたそうです。幸いにして、ひざの

皿にひびが入った程度のけがで済みました。何日か

の入院で、現在、自宅で療養しておられます。 

 私は、そんなことで済んだから、まだいいと思

う。一たん間違えば、命にかかわる問題です。「人

の命というのは地球より重し」という例えが、昔か

らあるじゃないですか。もっと真剣に考えて、積極

的に行動していただきたいと思います。 

 それから、ちょっと後先になりましたけれども、

中町の消防団詰所跡地の問題ですが、先ほど産業建

設からの所管事務調査報告の中にもありました。い

かに必要かということです。中心市街地には広い駐

車場も少なく、消費者ニーズに対応されていないと

いうように報告されております。そうした点から、

あの場所はほかのことに利用するのでなく、今現在

利用されている駐車場を含めて、あそこに無料の駐

車場をぜひ設置していただきたいと思います。 

 以上について、いま一度御答弁をお願いいたした

いと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １番清水議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１点目でありますが、町といたしまして

も、子育て支援対策だとか、子供の放課後対策だと

か、いろいろな形で、子供たちの育成を含めた中で

その対応を図っておりますし、さきにお答えさせて

いただきましたように、それぞれの地域を挙げての

子育て等々も含めながら、防犯の推進等々の対応を

兼ねた中で、地域活動の中で自主的な運動展開をし

ていただいていると。そしてまた、生活安全推進協

議会の皆さん方も、過般はパレード等も実施してい

ただきながら、安全・安心な地域づくりのために努

力していただいていると。また、行政もそういった

分野に支援をしながら、今後も、議員の御質問にあ

りますような対応をより一層推進してまいりたいと

いうふうに思っておるところであります。 

 次に、御質問にありました２点の道路改良であり

ますが、この改良につきましては議員から何度も質

問をいただいておりますけれども、私自身も改良の

必要な道路というふうに認識いたしております。し

かしながら、それぞれに多額な財政投資をしなけれ

ばならない、あるいは用地の問題等々の解決が必要

であるというようなことから、ただ前に進まないと

いう問題もあるわけであります。 

 北２７号道路におきましては、過去におきまし

て、フラワーロードとして整備しようというような

ことで進んだ経緯が、私ではありませんけれども、

前任者の時代にあったわけでありますが、なかなか

地域の了解を得ることができなくて対応でき得ず、

北２７号の西道路を先に整備させていただいたと。

基本的には、西道路よりも東道路の方が日の出公園

等々もありまして、議員の御質問にありますような

ことで、先に手がけなければならない道路であった

というふうに私も承知いたしておりますが、北２７

号道路は西道路が先に改良整備がされたというよう

なことで、おくれているのは事実でございます。こ
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れらにつきましては、ＪＲとの対応等々も含めなが

ら、今後の早急な対応を図っていかなければならな

いというふうに思っております。 

 北２４号道路につきましても、現在の交通状況か

らするならば、地域住民の皆さん方が要望しておる

改良につきましても、将来的に対応しなければなら

ない道路であるというふうに思っておりますが、さ

きにお答えさせていただきましたような課題を抱え

ているということで、御理解を賜りたいと思いま

す。 

 ハード的な部分で、道路をいかに改良しようと

も、やはりそこを利用する方々が違法行為をする、

規定を守らないというようなことで事故が起きると

いうことは、いかに整備されても、そこの道路を利

用する方々の安全意識が欠けておればどうにもなら

ないことでありまして、議員の御質問のように、一

時停止を怠って事故が起きたぞと、こんなことは大

変ではないかという御指摘はよくわかるわけであり

ますが、しからば、道路を整備して、あそこに横断

歩道があって、信号機があったとしても、信号を守

らない、そういう違反行為によって事故が起きると

いうことまで対応するというのは、なかなか難しい

ということをひとつ御理解をいただくとともに、さ

きにもお答えさせていただいたように、やはり道路

につきましては、道路の現状を十分認識した上での

安全運行の対応を図っていただくということを、ひ

とつ御理解を賜らなければならないなというふうに

思うところでありますので、御理解をいただきたい

と存じます。 

 それから、中町の消防分団あるいは庁舎等々の跡

地の利用でありますが、さきにお答えさせていただ

きましたように、議員の御意見のように、駐車場と

して利用するのも一つの方法であります。今、旧商

工会館の跡地を商工会に無償で貸与いたしまして、

駐車場として対応しておりますが、あそこが満杯に

使われたことはありません。そういう実態からする

と、ふえた消防庁舎の部分も含めて全面積を駐車場

としても、現在の状況からすると、駐車場として利

用していただけるのはどれだけあるのかなというふ

うに、私としては思うところであります。 

 今、消費者の皆さん方は、例えばあそこに大きな

駐車場があったとしても、大通商店街の中に車をと

めて、そこへ行っていただけるかというと、現状か

らすると、目の前に駐車場があれば別ですけれど

も、なかなかあそこへ置いてということにはならな

いのではないかなというような部分も十分検討させ

ていただきながら、今現在の旧商工会館跡地の駐車

場利用状況等々も見きわめながら、今後の課題とし

て、どういうふうに利用したらいいのかと。 

 先ほど、総務常任委員会からの遊休地等々の対応

処理についての御意見等々も承っておるところであ

りますし、議員の皆さん方からも、公共遊休地の利

用の促進と、場合によっては売却も含めた対応を図

るようにというような御指摘等々もございますの

で、十分見きわめた中で対処していきたいというふ

うに思っておりますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○副議長（西村昭教君） １番清水茂雄君。 

○１番（清水茂雄君） 再々質問をさせていただき

ます。 

 現状の社会背景についてでありますが、私は、

「言うはやすし、行いがたし」ということわざがあ

りますけれども、そのとおりで、皆さん十分に必要

性はわかっていらっしゃると思うのですよ。町長の

答弁の中でも、その必要性を認識しておられる内容

の答弁を再三いただいておりますけれども、しか

し、なかなか私たちが納得できるようなお答えをい

ただいていない、行動がされていないと私は思うの

です。 

 ここで、簡単なことをひとつお約束いただきたい

と思います。それは、町長みずから、上富良野町の

頭脳である職員の皆さんが、もっともっと私たちの

次の世代を担う子供たちに目を向けて、実際に行動

していただきたい、あいさつを励行していただきた

い、街頭にも立っていただきたい、そうしたことを

ひとつお約束していただきたいと思います。 

 それから、交通安全対策についても、今、副町長

と町長と顔を見合わせて苦笑いされたけれども、簡

単なことだと思うのですよ。だれでもやれること。

勇気を持って努力していただきたい。 

 やはり、町の中核になる皆さんが範を示すことに

よって、住民に与える反響というのはどのぐらい大

きいかということを、ひとつ考えていただきたい。

この点をいま一度、実行できるかどうか、努力され

るかどうか、お聞きしたいと思います。 

 また、交通安全についても、いま一度はっきりし

た、いつころまでには何とかやろうというような御

答弁がいただければ幸いと思います。町長も私もお

互いに、あすは我が身を知らずの立場にある者です

けれども、ひとつ任期中にでもそうしたことをぜひ

率先して実行していただきたいと思いますので、い

ま一度お願いいたします。 

○副議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １番清水議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、地域におきますいろいろな問題点につきま

しては、当然にして、地域、家庭とが連携した中で

の安心・安全な地域づくりを考えていかなければな
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らないというふうに思っておりますし、いろいろな

観点で、議員の納得いくような答えが出てこないと

いうことでありますが、残念ながら、議員の納得い

くような答えができ得ないのが現状でございます。

ただ、認識として押さえているのは同じであるとい

うふうに御理解をいただきたい。 

 それともう一つは、町長みずから街頭に立てよ

と、職員をみずから街頭に立たせよということであ

りますが、御案内のとおり、職員の定数削減等々

で、いろいろな対応の中で、言うならば、こういう

言い方をすると職員におしかりを受けるかもしれま

せんが、上富良野町におきまして、職員の時間給与

というのは低い方ではありません。公務員として、

ある程度高額な賃金を支給しておりまして、他の仕

事等々も、削減で非常に多忙を期している中で、街

頭に立って子供たちのあいさつ運動の推進をやれと

申されましても、非常に高額な費用になってまいる

わけであります。 

 そういった観点からすると、政策的にそういった

推進というものは、私みずから、また職員を挙げ

て、行政として対応していかなければならない課題

であるとは認識しても、職員をみずから街頭に立た

せて賃金を払っていくということは、私としてはい

かがかなというような認識を持っておりますので、

これらつきましては、さきの議員から御質問にあり

ました自治活動の中で、そういったことも含めなが

ら、住民の皆さん方自身でどこまで対応するのか、

行政がどこまで対応するのかということも含めなが

ら、大きな課題として今後も押さえながら、地域の

安心・安全の対応を推進してまいりたいというふう

に思いますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

 また、道路改良等の交通安全対策でありますけれ

ども、このことにつきましては、議員の御質問にあ

りましたように、私も同じように任期が限定されて

おるのでありますが、これは相手のあること、また

用地の買収等々、また町の財政状況等々を十分見き

わめてまいりますと、私の現任期中に対応するとい

うのはなかなか難しい課題であるなというふうに認

識いたしておりますので、御理解をいただきたいと

思います。 

○副議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１番

清水茂雄君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、本日の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告           

○副議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定につき、事務局長から報告いたさせま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 あす６月２１日は、本定例会の２日目で、開会は

午前９時でございます。定刻までに御参集賜ります

ようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ４時０９分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １７名） 

─────────────────── 

◎開 議 宣 告           

○議長（中川一男君） 出席まことに御苦労に存じ

ます。 

 出席議員は、１７名であります。 

 これより、平成１９年第２回上富良野町議会定例

会第２日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

─────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 本日の一般質問は、昨日に引き続き日割り表のと

おり行います。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長より、閉会中

の継続調査として配付のとおり申し出がございまし

た。 

 以上であります。 

○議長（中川一男君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ５番 小 野   忠 君 

     ６番 米 谷   一 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

  ◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（中川一男君） 日程第２ 昨日に引き続

き、町の一般行政について質問を行います。 

 初めに、１１番中村有秀君。 

○１１番（中村有秀君） 私は、さきに通告をいた

しました町の一般行政について、４項目１２点につ

いて質問をいたします。 

 まず１項目め、国民年金の年金記載漏れ等につい

てということで、社会保険庁の国民年金の記録漏れ

による年金支給漏れの可能性がある未処理件数が

５,０００万件、またマイクロフィルム化したまま

未処理が１,４３０万件あると報道されておりま

す。 

 平成１４年度から、国民年金保険料の徴収が、町

の事務から国の事務に移行され、被保険者が金融機

関を通じて直接納付する現金納付になり、納付書も

社会保険事務所から直接送付されている。 

 町が徴収していた平成１４年３月までの納付原簿

（国民年金被保険者名簿等）について、下記の項目

についてお伺いをいたします。 

 (1)、町民が国民年金保険料を納付した平成１４

年３月までの納付元帳、原簿は、上富良野町は廃棄

せず保管されたと聞くが、納付原簿の取扱期間とそ

の枚数及びその整理状況についてお尋ねをいたしま

す。 

 (2)、平成１４年３月までの納付元帳はどのよう

な方法で社会保険庁で電算化され、その入力点検と

確認方法についてお尋ねをいたします。 

 (3)、今回の年金記録漏れの報道により、町民か

ら町への照会の有無、また社会保険事務所から町へ

の照会の有無、あればその内容についてお伺いをい

たします。 

 (4)、過去に保険料を納付されなかった人の救済

措置としての特例納付は３回実施をされておりま

す。当町の納付取り扱いの有無についてお尋ねをい

たします。 

 (5)、過去、町民の年金記録等について社会保険

庁（旭川保険事務所）への照会方法を含めて、町民

への周知を図るとともに、積極的に町民の相談に応

じる体制をつくるべきと考えるが、その見解を求め

ます。 

 第２項目め、島津公園の利用等についてお尋ねを

いたします。 

 島津公園は樹木が茂り、池があり、ボートも浮か

び、多くの町民に利用されてきました。平成１５年

からパークゴルフ場もなくなり、最近は島津公園入

口周辺及びボート乗り場までの利用があるが、その

奥までの利用は極端に少ない状況になっておりま

す。 

 そのような中で、島津公園周辺の住民及び高齢

者、パークゴルフ初心者から次の要望が寄せられた

ので、その見解を求めます。 

 (1)、富町２丁目６番周辺から島津公園出入口が

ありますが、車いすでも出入りできるようバリアフ

リーのスロープにし、階段をなくし、スロープの傾

斜を緩やかにし、障害者、高齢者、車いす利用者が

自由に出入りが可能なように改善を求めます。 

 (2)、島津公園の池周辺に、簡易な９ホールの
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パークゴルフ場設置について、周辺住民から強く求

められております。維持管理については、利用する

関係住民の協働の力で進めたいとのことなので、特

段の配慮ある見解を賜りたいと思います。 

 ３項目め、小中学校校舎の耐震診断についてでご

ざいます。 

 平成１９年６月８日、文部科学省が全国の公立学

校の耐震診断の実施率と耐震化率の最新の調査報告

を発表されました。 

 北海道の小中学校の耐震診断実施率は６６.２

％、全国平均８９.４％、校舎の耐震化は４４.８

％、全国平均５８.６％となっており、いずれも全

国では下から４番目の地位にあります。 

 道内では、耐震診断の実施の計画もゼロの４１町

村、これは朝日新聞の発表でございまして、北海道

新聞では３３ということで報道をされています。 

 上川管内では、上富良野、中富良野、南富良野、

音威子府の４町村のみであります。 

 道教委は平成１７年度に学校施設耐震化推進指針

を作成し、市町村教育委員会に学校の耐震診断や耐

震化改修を指導してきております。 

 このような状況の中で、上富良野町の小中学校の

耐震診断について、次の項目についてお伺いをいた

します。 

 (1)、上富良野町の小中学校校舎の要耐震診断校

舎は何校で、学校名を明らかにしていただきたいと

思います。 

 (2)、耐震診断未実施の大きな要因は財政的問題

と考えるが、道教委の指針から今日までの取り組み

の経過について明らかにしていただきたいと思いま

す。 

 (3)、耐震診断と耐震化は児童生徒の命にかかわ

る問題であり、十勝岳爆発災害、地震発生時の町民

の避難場所となるのが学校であるので、まず耐震診

断を早期に行うべきとあるので、その実施計画につ

いて明確にしていただきたいと思います。 

 ４番目、上富良野町パークゴルフ場の３６ホール

化について、お尋ねをいたしたいと思います。 

 平成１５年４月に上富良野町パークゴルフ場が２

７ホールでオープンして以来、町内外から多くの

人々が利用され、コースの芝のよさ、十勝岳や日の

出公園をバックにしたすばらしいロケーションと大

好評であります。 

 しかし最近は、美瑛町に５４ホール、富良野に３

６ホールが２コース新設と、良好な芝で愛好者がプ

レーを楽しむ、また各種大会が３６ホールが基本な

ので、だんだん他市町のパークゴルフ場を利用する

ことになってきております。 

 そのことは利用者数にも反映し、年々激減してお

ります。利用者増を図るには３６ホールは必須であ

ります。財政的にあと１コース、９ホールの設置は

厳しい状況にありますが、理事者を含めて関係者が

協議してくれと考えるが、次の点ついて見解をお伺

いいたします。 

 (1)、１コース９ホールの増設についての基本的

な考え方について、お尋ねをいたします。 

 (2)、１コース９ホール増設について関係者と協

議検討する機会を設けることについて、お尋ねをい

たします。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １１番中村議員の４項目の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、第１項目めの国民年金の年金記載漏れの問

題については、高齢者の生活に深くかかわる問題で

ありまして、早期に解決されることを望んでおりま

すが、保険料収入事務が社会保険庁へ移管されるま

でのデータ保管状況等などにつきましての５点の件

につきましては、後ほど担当課長の方から説明させ

ます。 

 次に、２項目めの島津公園の利用等についてお答

えさせていただきます。 

 まず、１点目の現在ある出入り口の車いすでも利

用できるスロープ化についてお答えいたします。 

 現在の出入り口につきましては、地域住民の要望

を受けまして、公園の維持管理の中で土地改良区の

用水を横断し、簡易な橋を架けて利便性を図った経

緯があります。 

 橋を架けております用水路については、管理主体

であります土地改良区が現在進めております道営島

津地区経営体育成基盤整備事業の中で、島津公園内

の用水路をかん水路に切りかえて整備する計画と

なっておりますので、その施工時期に合わせて、出

入り口のスロープ化につきましても並行して取り進

めていただくよう考えておりますので、御理解を賜

りたいと思います。 

 ２点目のパークゴルフ場の設置についてでありま

すが、島津公園内でのパークゴルフコースは、上富

良野町パークゴルフ場をオープンする折に廃止した

ことは御承知のとおりであります。 

 当時も、存続の話の一方で公園内のコースである

ことから危険であるとの苦情等も寄せられておりま

したが、それらを総合して廃止を決定いたしまし

た。 

 今後も地域の方が安心して利用できる公園として

維持管理をしてまいることには、変わりはないこと

を御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 
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○教育長（中澤良隆君） 中村議員、３項目めの小

中学校校舎の耐震診断についての御質問にお答えを

させていただきます。 

 最初に、第１点目の町内小中学校校舎の要耐震診

断校舎についてでありますが、昭和５６年以前の旧

耐震設計法に基づき建設された建築物が対象となっ

ているところであります。 

 本町の小中学校におきましては、上富良野小学校

２棟、東中小学校校舎１棟、上富良野中学校校舎２

棟と講堂１棟、東中中学校校舎１棟の４校７棟であ

ります。 

 次に２点目、今までの取り組みの経過についてで

ありますが、本町におきましては、昭和５６年以前

に建てられた対象学校施設の耐震診断は現在で未実

施となっておりますが、この間、役場組織内におい

ては学校施設のみならず、公共施設を含めた中で建

築物の耐震改修の促進に関する法律に基づき、本町

の教育施設や役場庁舎を対象に、耐震診断及び改修

等の具体的な年次計画を盛り込んだ耐震改修促進計

画を早急に策定する予定としているところでありま

す。 

 次に３点目でありますが、学校施設は子供たちに

とって１日の大半を過ごす学習、生活の場であると

ともに、地域住民にとっても最も身近な防災拠点と

して重要な役割を担っていることは、議員の御意見

のとおりであります。 

 ２点目でお答えをさせていただきましたように、

平成２０年度には町全体の公共施設の耐震改修促進

計画の策定が予定されていますので、その計画の中

に建築年度が古く老朽化が著しい上富良野小学校の

耐震診断を最優先的に実施し、他の学校は計画的に

取り組まれるよう進めてまいりたいと考えておりま

すので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、４項目めの上富良野町パークゴルフ場の３

６ホール化についての御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の９ホール増設についての考え方で

ありますが、私も基本的には近隣市町村でのパーク

ゴルフの場の整備状況や大会運営上の効率性、ま

た、一般愛好者の拡大を図る上からも、９ホールを

増設して３６ホールとすることが大変理想的である

と考えております。 

 しかしながら、現在のパークゴルフ場造成のとき

に、種々の御意見や御協議をいただき最終的に２７

ホールに決定した経過を考えるとき、９ホールの増

設に当たっては、現状の町の財政状況も十分見きわ

めるとともに、再度、町民の皆さん方のパークゴル

フ場に対する考え方を把握し、決定していく必要が

あると考えております。 

 ２点目の関係者と協議、検討する機会を設けるこ

とにつきましては、１点目でお答えをさせていただ

きましたように、町民の皆さんやパークゴルフを愛

好する方々、体育関係者、議会においても幅広く御

意見をいただくことが重要であると考えておりま

す。 

 町民の多くの方々の意見を聞いてまいりたいと考

えておりますので、御質問の関係者のみの協議の場

を設ける考え方は現在のところは持ち合わせており

ませんので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中川一男君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） １１番中村議員の

５点につきまして、お答えを申し上げます。 

 １点目の納付原簿の取り扱い期間とその件数及び

整理状況についてでありますが、当町の国民年金の

データ取り扱い期間につきましては、昭和３６年４

月から平成５年５月までの収納状況について紙カー

ドにより、カード枚数で延べ２万６,６００件を書

庫に入れまして施錠し、保管しております。 

 あわせて、昭和５８年度の電算化により、保険料

の収納、消し込み台帳として、平成１４年３月まで

別に保存しております。 

 ２点目の入力点検と確認方法についてであります

が、被保険者が金融機関に納められました納付書の

控えにより消し込み処理を行い、１カ月ごとにデー

タを社会保険事務所へ送付し、都度、双方で確認し

ておりました。 

 その後、昭和５８年度より電算化されまして、保

険料の収納、入力、消し込み等につきましては、町

とコンピューター会社とで磁気テープを作成し、コ

ンピューター会社から社会保険事務所に情報が送付

されていたところであります。現在、資格移動等の

事務処理につきましては、書類により毎週報告して

いるところであります。 

 ３点目の町民からの照会については２件ありまし

て、その内容につきましては、町に台帳があるので

すかとの問い合わせでありました。また、社会保険

事務所からの問い合わせにつきましては、ございま

せん。 

 ４点目の救済措置としての特例納付についてであ

りますが、過去に保険料を払わなかった人の救済措

置として、昭和４５年から昭和４７年、昭和４９年

から昭和５０年、昭和５３年から昭和５５年の３回

実施されまして、納付については社会保険事務所に

直接支払うよう定められていたところでありますの

で、件数の把握はしておりません。 

 ５点目の年金記録等についての町民への周知と窓

口体制についてでありますが、年金記録の保管につ

きましては、あくまでも国の機関であります社会保

険庁でありますが、町におきましても、被保険者か
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らの照会につきましては、社会保険事務所と連携し

ながら対応をさせていただいているところでありま

す。また、相談窓口体制につきましては、現在のス

タッフで十分対応できると考えております。 

 さらに、町民への周知でありますが、社会保険庁

からのパンフレットを、役場、町民生活課の窓口に

備えつけ、さらに広報６月号と７月号に掲載し周知

するよう計画しておりますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 

 １１番中村有秀君。 

○１１番（中村有秀君） まず、国民年金の記載漏

れの関係についてお尋ねをいたしたいと思います。 

 国民年金保険料の納付記録となる被保険者名簿の

保管状況については、昭和３６年４月から平成５年

５月の４３年２カ月分の収納状況は、紙カードによ

り２万６,６００枚のカード枚数で保管されている

との答弁がありました。 

 平成１６年４月に関連業務が社会保険庁に移管さ

れた際、市町村側は保管義務はないとの通知を受け

て、道内の２１市町村が廃棄処分をしているという

ことで報道されておりましたが、当町は廃棄せず保

管をしていたといういうことは、万一に備えてとい

うことと推察して、安堵の気持ちを持っておりま

す。 

 それで、紙カード２万６,６００枚の被保険者数

は、というのは長年あれしているから枚数が恐らく

あるだろうと思いますので、したがって被保険者の

名簿で何名分かというようなこと。 

 それから、もう一つは、名寄せ等はどのようにさ

れているのかということで、お尋ねをいたしたいと

思います。 

 それから、２点目は、今、町民生活課長の答弁

で、昭和５８年度の電算化により、保険料の収入、

消し込み台帳として平成１４年３月まで別に保管し

ているとのことですが、この１４年３月まで別に保

管をしているという被保険者名簿数とは何人なのか

ということでお尋ねをいたします。 

 それから、先ほど平成５年６月から１４年３月ま

でということですけれども、平成５年から電算化さ

れたその後、昭和３６年４月から平成５年５月まで

の関係から、平成５年６月から平成１４年３月まで

の被保険者名簿は何人なのかということでお尋ねを

いたしたいと思います。 

 それから、次に、括弧の２点目の関係です。 

 町と社会保険事務所との入力点検、確認方法につ

いては、消し込み処理を行い、１カ月ごとにデータ

を社会保険事務所に送付し、都度、双方で確認をし

ているということでございます。 

 この双方で確認の過程の中で相違があったケース

が想定されます。というのは、今、新聞報道でされ

ているように、氏名相違、生年月日の関係、住所等

ということがございます。特に、年金手帳の合併の

関係もあります。 

 したがって、その相違の関係があれば、その事例

と件数等についてお伺いをいたしたいと思います。 

 それから、３点目の町民からの照会の関係です

が、ただ単に台帳があるのかどうかというようなこ

となのか。もしくは、その町民の皆さん方が、いつ

の時期のことを含めてということで照会をされたの

か。その点、確認をいたしたいと思います。 

 それから、次に、４点目の特例納付の関係です。 

 特例納付については、今まで過去３回、８年実施

をされております。したがって、特例納付は社会保

険事務所に直接支払うよということで省令で定めて

おります。 

 しかし報道によりますと、それぞれの市町村で納

めたケースがあって、それが漏れているというケー

スが全国規模で相当出てきております。 

 社会保険事務所に聞きますと、その特例納付を自

治体で受けて、それが社会保険事務所に移った手続

上は、大分困難な関係等もあるというような話も聞

いています。 

 したがって、私は、上富良野町で恐らく、これは

件数は把握しておりませんということでございます

けれども、一応、特例納付はないと理解して確認を

いたしたいと思いますので、その点お聞きをいたし

たいと思います。 

 それから、次に、５番目の年金記録等についての

町民の相談の関係です。 

 社会保険庁からのパンフレットということで、町

民生活課の中の窓口の中に、「あなたの年金記録を

もう一度チェックさせてください。被保険者年金受

給者の皆様へ」として、厚生労働省、それから社会

保険庁が合同の形で発行されております。 

 しかし現実に、電磁記録で持ち主不明が５,００

０万件、誕生日不明等で照合困難なのが３０万件、

それから、記録に入力されていないというのが１,

４３０万件というようなことになっております。 

 社会保険庁の年金記録漏れの問題で、記録の確認

を求める人たちが社会保険事務所の窓口に殺到して

いると。それから、電話等についても非常につなが

らないというわけでございます。この６,４６０万

件の中に上富良野町民、もしくは上富良野元町民等

の記録が入っているかもしれないわけです。 

 したがって、町民の皆さん方が自分の年金の納付

状況の照会に対して、町は積極的に相談体制で対応

するという答弁でございましたが、その点について
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見解を求めたいと思います。 

 まず、上富良野町民が自分の国民年金の納付状況

を、上富良野町で保管をしている紙カードに自分が

いつまで払っているのかということで照会、確認を

したいという段階で、私は一々社会保険事務所に行

くのではなくて、まず町で自分の国民年金はどうい

うことで上富良野町で納付されていたといことを確

認をしたいということであれば、それに応じる体制

をぜひつくっていただきたいと思います。 

 それから、２点目は、僕、社会保険事務所に照会

をいたしました。上富良野町民が旭川社会保険事務

所に照会をする、お尋ねに来た方の掌握はしていま

すかと言ったら、それは全然今はされていませんと

いうことでございました。したがって、旭川社会保

険事務所の窓口は、非常に混雑をしております。 

 それから特に、年金の受給されている皆さん方は

もう高齢になっております。それから、旭川へ行く

までの往復時間、それからもう一つは、社会保険事

務所へ行っての待機、大体２時間ぐらい待機するの

がざらということでございますので、そういう待機

時間を含めると相当の時間を要するということでご

ざいます。 

 したがって、上富良野町で旭川社会保険事務所か

ら職員を派遣をいただいて、そして上富良野町で臨

時相談窓口を設置をするというようなことをぜひ働

きかけをいただいて、上富良野町民の年金問題に対

するいろいろな照会をしたり、私のはどうなってい

るかというようなことを含めて、そういう対応をぜ

ひとっていただくようにお願いをいたしたいと思い

ます。 

 それから、次に、２項目めの島津公園の利用等に

ついてでございます。 

 橋を架けている用水路は管理主体が土地改良区と

いうことでございまして、ただいまの答弁では、道

営島津地区経営体育成基盤整備事業の中で、島津公

園内の用水路をかん水路に切りかえていくというこ

とでございまして、ぜひそういう形であの入り口の

階段のスロープ化をバリアフリー化した形でやって

いただきたいということで、地域住民からも要望さ

れております。 

 したがって、この島津公園内の用水路のかん水路

切りかえの施工時期はいつということで今計画をさ

れているのか、その点をお伺いいたしたいと思いま

す。 

 それから、次に、２点目の島津公園の池周辺に簡

易な９ホールの関係でございます。 

 私は、土日含めて３日間、どのぐらいの人たちが

島津公園の池までのところと、それから、その奥の

池周辺のところということで人数等を確認をいたし

ました。 

 それと、平常入る、中央保育所の横から入ってく

る方々で、ボート乗り場の手前ぐらいで来られる方

が、中央保育所の園児等を含めて３日間で６３名で

ございました。それから、ボート乗り場から池の奥

まで、この利用者は３日間で１３人で、散歩する程

度の人ということでございました。 

 したがって私は、池の奥までの利用者は非常にわ

ずかだというようなこと、それから、地域住民の健

康づくりのために、みずから自分たちであそこで

パークゴルフ場を簡易なものを協働の力でつくっ

て、芝管理等は従来の島津公園の維持管理の状況で

よいですよというようなことも含めて健康づくりに

何とか利用させてもらいたい。 

 それから、上富良野町パークゴルフ場があるの

で、平成１４年までの混雑さと今の状況では非常に

雲泥の差があります。したがって、島津公園周辺の

住民の人たちも、朝から晩までやっているというこ

とはあり得ないと思いますので。 

 特にあそこは木陰がありますので、高齢者につい

ては非常に涼しい中でプレーができるなということ

で、私もいろいろ見た場合に、もとのＢの１番は

ボート乗り場のすぐ横でありましたけれども、その

奥のテーブル等があります、あの奥からもう撤去さ

れましたけれども、もとのトイレのあった方向に、

行ったり来たりの何コースかできるなということで

私も見てまいりました。 

 したがって、そういうような配慮の中でというこ

とと、それからもう一つは、池の奥は利用者が少な

いので少年のたまり場になっているのですね。事

実、管理者の方にもお聞きしますと、今はそうでも

ないけれども、これから夏季になるとどんどん集

まってくる、夏休み等を含めて、それから夕方も来

ますというようなことでございます。 

 そういうことで、周辺でパークゴルフをやってい

ることが大人の目が届くというような感じで、私は

非行とは言いませんけれども、そういうような目が

届くような状況の中で、やはり置いておく方が青少

年の健全育成のためには、ある面で必要なのかなと

いう感じがいたします。 

 そういう関係で、再度ここに言う、特段の配慮あ

る見解ということで、地域の方々も自分たちでカッ

プ、それからティライトを用意してくれればという

ことでございます。そういうことで、よろしくお願

いをいたしたいと思います。 

 それから、次に、３項目めの小中学校の耐震診断

でございます。 

 先ほども、冒頭申し上げた４０市町村というの

は、教育委員会では３０市町村という押さえ方をし
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ておりましたけれども、先ほど申し上げように、北

海道新聞と朝日新聞での発表が、ちょっと数字が違

うなというような感じは私も受けていましたけれど

も、とりあえず４１市町村の方が多いからいいのか

なという感じで４１にさせていただいた経過があり

ます。それで、(1)の小学校の耐震診断校舎は何校

ということで、４校７棟ということで了解をいたし

ました。 

 それで、２点目の耐震診断未実施の大きな要因は

財政問題ということで考えるということで、私の方

で出しておきましたけれども、先ほど教育長の答弁

では、本町におきましては昭和５６年以前に建てら

れた対象学校施設の耐震診断は、現在まで未実施と

なっていると。 

 しかしながら、この間、役場組織内にて、学校施

設のみならず、公共施設を含めた中で建築物の耐震

改修の促進に関する法律に基づきということで、具

体的に年次計画を盛り込んだ耐震改修促進計画を早

急に策定する予定であるということでございまし

た。 

 我々の判断から言えば、余りにも遅過ぎるのかな

という感じがいたします。したがって、遅過ぎた、

言うなれば、来年からということだと、あそこに児

童生徒がいるわけですから、安全な対策ということ

で、やはり早急にやるべきではなかったのかなとい

う気がいたします。 

 それで、平成１６年の第１回定例会で、当時の高

橋教育長が、「学校施設は多くの児童生徒が１日の

大半を過ごす学習生活の場であることから、安全性

豊かな環境を確保することが重要と考えておりま

す。また、地域住民の方々の応急避難所としての大

きな役割を果たしていることから、今後早期に耐震

診断を進め、学校施設の安全対策に万全を期するよ

う十分検討してまいりたい」ということが答弁して

いる。 

 それで、同僚議員の再々質問の中で、「来年から

でも、１校ずつでも早期に実施し、その把握をきち

んとすることの努力をしたいと思っておりますの

で、御理解をいただきたいと思います」というよう

なことを、平成１６年の第１回定例会、３月１１日

の同僚議員の質問で答えているわけです。 

 そうすると、２０年からということになると、今

まで何をやっていたのかという気がいたします。 

 それで、一つは、僕は未実施の大きな要因は、財

政問題にあるという気がしますけれども、全道、

今、札幌入れて１８１の中で、やはりこれだけの自

治体が実施をしているということであれば、財政的

な問題ばかりではないのかなというような気がいた

します。 

 というのは、上富良野町の地域防災計画、平成１

７年３月につくられたものの中に、上富良野町の災

害履歴ということで、噴火、霜、暴風雨、凶作、そ

れから大雪、それから山火事、冷害による凶作、雪

崩等、９２ページに一覧表になっているのですね。

これは、安政４年の５月２３日の十勝爆発の噴火の

関係から、平成１５年９月２６日の十勝沖地震まで

９２件、羅列をされております。 

 そうすると、その中に地震の被害というのが、１

９５２年、１９６８年、２００３年、言うなれば十

勝沖地震の関係があります。 

 平成１５年９月２６日の十勝沖地震、このときは

震度４と記録しているが被害は発生していないとい

うことでございます。一部、江花静修里仁地区の簡

易水道施設の水源に濁りがあったということでござ

います。 

 したがって、僕は、未実施、契約もゼロというの

は、みんな財政的な問題とあわせて、地震での被害

というのがなかったからという気持ちがあるのかな

と。 

 極端に言えば、中富良野も南富良野も実施ゼロ、

計画ゼロなのですね。だから、私は、そういう関係

からいくと、財政問題も含めた形で、上富良野町、

この辺は地震はないのだ、あっても震度４が限界だ

というような気持ちがあったのかどうか。その点も

含めてお伺いをいたしたいと思います。 

 それから、あと、指定避難所の関係です。 

 上富良野町地域防災計画の中で指定避難所という

のがあります。地震の場合、風水害の場合、火山噴

火の場合ということで、地震の場合は学校等も含め

て３４カ所避難所として指定をされています。 

 風水害は３４カ所、火山噴火は１７カ所と。地震

のうち、鉄筋コンクリートのあるところは１７カ

所、それから木造が１７カ所ということでございま

す。木造の１７カ所は緊急避難的なあれで、あとの

鉄筋コンクリートは、ある面で長期にというよう

な、学校のものも当然、長期のところというような

感じをいたします。 

 私は、ここで言う町全体の公共施設の耐震改修計

画の策定予定ということであれば、学校ばかりでな

くて、言うならば避難所の関係についても、早急に

とは言いませんけれども、学校が終わればそこにと

いうような、一つは拠点のところの指定避難所につ

いてはそういうような形でやっていってはどうかと

いうことで、その考え方をお尋ねをいたします。 

 それから、次に、上富良野町のパークゴルフ場の

３６ホールの関係でございます。 

 利用状況については、平成１５年のオープン時は

４万１,４０７人、１６年度は３万７,８６９人、そ
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れから平成１７年は３万４,３７８人、平成１８年

は３万１,５９８人ということで、大体１５年から

１６年は３,５００人、それから１６から１７年は

３,４００人、それから１７年から１８年は２,７０

０人ということで年々減少しています。 

 利用者が減少するということはそれだけ収入も減

少するということで、平成１５年には１,１１５万

２,０００円あった収入が平成１６年度は８５０万

円、それから１７年度は７０９万円、平成１８年で

は５９０万円ということで、１５年から１６年は２

６４万円の減、それから１６年から１７年、１４１

万円、それから１７年から１８年、１１４万円の減

ということでございます。 

 それで、これは２７ホールあって、現状のよその

町から、例えば先般、美唄から団体で来られまし

た。そうすると、散水作業をして２コースしか使え

ない。そこで５００円かというような問題があっ

て、もうちょっと待てば散水も終わりますというよ

うなこともあったように聞いております。 

 そうすると、ほかの施設は大体１日５００円とい

うことで３６ホールある。片や１８ホールしか使え

ない。もしくは全部あるにしても２７ホールと。そ

ういうような関係で、ひとつ経済効果等も含めて、

非常に今の状況では問題があるかなと。 

 ただ、平成１７年度の町内利用者は２万３,３０

１人いるのです。そして、１８年度は２万５,１２

４人ということで、やはり１,８００人ぐらいふえ

ているのです。 

 しかし、町外の利用者が１７年度は１万１,０７

７名、それから１８年度は６,４７４名ということ

で、もう激減をしているというのが、約５,０００

名が減っているという実態があります。 

 したがって、私は、財政的に非常に苦しい状況で

はありますけれども、やはり３６ホール、あと１

コース９ホールについて、基本的な考え方は大変理

想的ということでございます。そういうことで、再

度、町民の皆さん方のパークゴルフ場に対する考え

方を把握し、決定していく必要があるということで

ございます。 

 それで、その考え方を把握する方法はどういうこ

とでしていくのかということで、お伺いをいたした

いと思います。 

 上富を使う利用者人口と比べると、非常に１８年

度は町内の人は２万５,１２４人ということで利用

されているから、やはり健康づくりのために、それ

から仲間づくり、そしてもう一つは、みずからここ

へ足を運んでプレーを楽しむというようなことを考

えれば、財政的に非常に厳しいけれども、将来につ

いては考えていく展望を持ってもよろしいのではな

いかというような気がいたします。 

 それで、次に、２の町民の皆さんで、パークゴル

フを愛好する方々、体育関係者、議会において幅広

く御意見をいただくということで、重要として考え

ていると。 

 私は、関係者のみの協議の場ということで、この

パークゴルフ場をつくるときには、体育協会、パー

クゴルフ協会、老人クラブ連合会、中央婦人会と青

少年健全育成会という団体で要望をした経過があり

ます。 

 それらの団体の皆さん方が２７ホールでどうかと

いうことを含めて、教育長の言う「現在のところ持

ち合わせていない」という表現の仕方が、僕は関係

者のみとは言っていないのですよ。関係者というの

はそういうことの関係者のことを含めて、当然、住

民会も入ると思います。そういうことを私はこの中

で言っているので、何か質問を歪曲した形で答弁書

をつくっているのかと。 

 また、「現在は持ち合わせていない」という表現

が僕は適切でないと思いますよ。前の教育長の、１

項目めの答弁の形で、幅広くということで、その前

段でこういう関係団体と協議をし、その意見もまた

幅広く、こういう意見がありましたという周知の方

法を含めて、皆さん方と幅広く意見の交換をすると

いう、段階的に僕はある程度、必要でないかという

気がするものですから。 

 その点で、「現在のところ持ち合わせておりませ

ん」ということを、質問の趣旨をあれしているなと

いう気がしますので、その点、明確に答えをいただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １１番中村議員の再質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、国民年金の関連でありますけれども、政策

的な御質問ではなくて、事務処理の件数的な部分で

ありますので、担当課長が承知している範囲内でお

答えさせていただきたいと思います。 

 ただ、５項目めについては、政策的な事業の今後

の関係も含まれておりますので私の方からお答えさ

せていただきますが、社会保険庁には非常に多くの

国民からのいろいろな連絡等々で電話もパニック状

態であるということは承知いたしておりますけれど

も、町の方には、さきにお答えさせていただきまし

たように現在２件というような状況でありますの

で、新たな窓口をつくって対応するということでは

なくて、現在の窓口の中で対応をしていきたいと。 

 そのために、現在の担当だけで難しい場合におき

ましては組織機構改革によりましてスタッフ制を
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とっておりますので、課内の職員がともに協力しな

がら対処していきたいなというように思っておりま

すが、より一層、今後、膨大な町民の皆さん方の照

会があるということであれば、私としても、その対

処、体制づくりには、全力を尽くしていきたいと

思っておるところであります。 

 また、社会保険庁の旭川の事務所の出張窓口の開

設等々について要望すべきであるというような御意

見もございましたが、このことにつきましては、今

後、町報等々で連絡もさせていただきたいと思いま

すけれども、７月の４日に旭川事務所の方で、臨時

の窓口を上富良野町の役場内で実施していただける

ということでありますので、その状況を見きわめな

がら、今後の課題としてまた社会保険事務所に対す

る対応と、また町の窓口の対応等につきましても、

十分配慮してまいりたいというように思っておりま

すので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、島津公園の関連でありますが、さきにお答

えいたしましたとおりでございまして、着工状況、

工事の状況はいつごろからかということであります

が、来年度、平成２０年から島津地区の事業の着工

に入るということでありますので、御理解を賜りた

いとて思います。 

 その中にありまして、先ほどお答えさせていただ

きましたような形で、出入り口の対応も進めていき

たいというように思っております。 

 次に、島津公園にパークゴルフ場の設置をという

ことの要望でありますが、これはさきにお答えさせ

ていただきましたように、上富良野町のパークゴル

フ場を設置した段階で島津公園のパークゴルフ場に

ついては廃止をいたしました。 

 その後、何度となく議員の皆さん方からも住民の

皆さん方からも、パークゴルフ場を併設くれやと、

継続してくれやという要望がありましたが、今日ま

で都市公園としての公園管理をしていきたいという

ことで、パークゴルフ場の設置につきましては廃止

していくぞということでお答えさせていただいてお

るところでありますが、その状況から、現在、議員

いろいろな御意見等々伺いましたけれども、大きな

情勢の変化はないというような判断を私はいたして

おりますので、ここの島津公園は都市公園として今

後も維持、継続していきたいと。 

 ここに、スポーツ的なパークゴルフ場の設置は、

廃止した段階と同じような考え方の中で、廃止をす

るというよりも、設置をしないということで考えて

おりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 中村議員の３点目と申し

ますか、小中学校の耐震診断について、まずお答え

をさせていただきたいと思います。 

 今までの議会でのやり取りと、いろいろと御質問

の中でございましたが、未実施になっている理由と

いいますのは、財政問題もさることながら、やはり

耐震調査、診断だけではなくて、次に来る耐震化の

処理、対応ということが非常に大切になってまいり

ます。 

 その間、上富良野小学校の老朽化なんかの問題等

もありまして、上富良野小学校の将来のあるべき姿

ということで、改修をしていくのか改造をしていく

のかというような問題等、そういうことがございま

した。 

 その中で、やはり我々は順位づけを教育委員会と

しているのは、やはり上富良野小学校が最優先的に

やらなければならない建物であるという認識の中か

ら、それとリンクさせてどう取り組んでいくかとい

うことが大きな課題となっていたところでありま

す。 

 そのようなことから、非常におくれているという

ことが実態ではありますが、決してやらないという

ことではなくて、次のステップを踏んでまいりたい

と考えているところあります。 

 また、地震というのは、この富良野地方、非常に

少ないから軽んじているのでないだろうかという御

意見もありましたが、決して、災害にはいろいろ

な、十勝岳の災害から風水害、それから地震、火

災、山火事等もいろいろなことがあろうと思いま

す。そんな中で、当然、地震も絶対起き得ないとい

うことではありませんし、この地域にも活断層があ

るということも認知されていますので、そのような

中で、この地震に対する対応も図っていかなければ

ならないものと考えているところであります。 

 また、指定避難所の関係でありますが、我々の

扱っている教育施設の中で学校が指定避難所になっ

ていると。そういうときに、やはり耐震化が進んで

いるということが安心して指定避難所として住民の

避難施設になり得るものと。 

 そういうことから、やはり耐震診断を含めて、耐

震化は進めていく。それは、先ほど来、お答えをさ

せていただきました耐震改修促進計画を持った中で

計画的に取り組んでまいりたいと考えているところ

であります。 

 次に、パークゴルフ場の３６ホールの関係であり

ます。 

 当然、このパークゴルフ場は、健康づくり、仲間

づくり、そういうことからつくられたもので、本当

に今の利用実態を見ますと、非常に効果、効率的な

健康づくりの施設やなんかになっていると認知をし

ているところでありますが、まず把握の方法につい
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てでありますが、たまたま今、第５次の総合計画と

いう計画を立てなければならない時期に参っている

ところであります。また、社会教育中期計画もちょ

うど同時期に立てるというようなことがございま

す。 

 そういうこととから、把握の方法については、そ

ういう場を通じて、住民の方々の意見を把握して、

今後の方向づけをしてまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

 また、関係者のみの、また表現の御指摘を賜りま

したが、関係者の協議の場のみだけでなくて、当然

関係者の方々、パークゴルフ協会等の意見、それか

らやっている方の意見、また体育協会等の意見も聞

きながら、総体的に幅広く聞いていくというような

趣旨でお答えをさせていただいたつもりで、決して

関係者のみという、そういうとらえ方をしてお答え

をさせていただきましたが、幅広く、今後聞いた中

で将来の方向性を定めてまいりたいということで、

考えているところであります。 

○議長（中川一男君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） １１番中村議員の

再質問にお答えを申し上げます。 

 まず、２万６,６００件の紙カードの枚数という

ことでございまして、その被保険者数の人数という

ことでございますが、この人数につきましては、現

在確認中でありますが、相当数時間を要しますこと

から、御理解をいただきたいと存じます。 

 また、次の名寄せにつきましては、カードにつき

ましては、あいうえお順で保管しているところでご

ざいます。 

 また、平成５年６月から平成１４年の名簿の人数

でございますが、この人数につきましても現在確認

中いうことで、相当数、ちょっと時間を要しますこ

とから、御理解をいただきたいと思います。 

 それから、３点目の確認で相違があった事例につ

きましてですが、この相違につきましては、過去は

わかりませんけれども、今現在、担当者に確認した

ところ、ないということの確認でございます。 

 それから、次の特例納付の件でございますけれど

も、過去に未納だった国民年金の保険料につきまし

ては、救済措置ということで、この特例納付制度に

つきまして過去３回実施されております。 

 納付はあくまで社会保険事務所に直接支払うよう

省令で定められておりましたので、上富良野町での

納入実績はございませんことから、件数は把握して

おりません。 

 それから、５点目の関係でございますけれども、

町民からの社会保険事務所に問い合わせる際の記録

につきましては、従前から調べて上げておりまし

て、今後も対応していきたいというふうにして考え

てございます。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） 再々ございますか。 

 １１番中村有秀君。 

○１１番（中村有秀君） 町民生活課長からの答弁

をいただきまして、一応、被保険者数というのがわ

からないということでございまして、これは平成５

年６月から１４年３月までの関係等も含めて、わ

かった段階でまた御報告をいただきたいと思いま

す。 

 それから、社会保険事務所等の入力点検確認方法

で、現在はないということでございますけれども、

現実に全国的なデータの中ではそういうことがあり

ましたので、現職員はないかもしれないけれども、

過去もそういうような何か事例があったかどうかと

いうことで、確認をいたしたいと思います。 

 それからあと、社会保険庁は従来、特例納付につ

いては市町村で納付するものでないからということ

で、市町村で受け付けることはあり得ないというこ

とでございましたけれども、現実に全国規模であ

る。それから、実例では富良野でもあるわけです。 

 ですから、そういうことで、受け付けることがな

いから、特例給付は上富良野町でないということな

のか。あくまでも、ありませんということなのか。

その点、再度、確認をいたしたいと思います。 

 それから次に、相談窓口の関係。町長の答弁で

は、７月４日に旭川社会保険事務所から臨時相談窓

口を実施するということでございます。それで、非

常に積極的にやられているなということで感謝を申

し上げたいのですが、これらの周知方法等を含め

て、恐らく広報、これからいえば６月号にするの

か、もしくは別でチラシ等を入れるのか。その点の

周知方法について、確認をいたしたいと思います。 

 社会保険労務士関係で、札幌あたりでは無料相談

というようなケースもありますけれども、上富の町

の場合はそういう関係で、非常にわずかではないの

かなという関係で、大都市とは違って社会保険事務

所が対応をしてくれるということなので、そういう

点で期待をしたいということと、それからもう一

つ、行政相談員の活用というようなことが新聞で報

道をされております。 

 特に、相談したい家庭に赴いて、そしていろいろ

記録等のあれをというようなケースもあろうかと思

いますので、当面は第三者機関に依頼、審査の第三

者機関の依頼に応じて行政相談員が対応するという

ような厚生労働省の中で発表があるのですけれど

も、これらの関係についての町としての考え方がも

しあれば、お尋ねをいたしたいと思います。 
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 それから、次に、島津公園のバリアフリーのス

ロープの関係です。 

 一応、平成２０年度着工ということですけれど

も、ここの島津公園のところは工事時期はいつなの

か。着工して、言うなれば順番であれしてくる形に

なるだろうと思いますけれども、その点で、着工時

期をお尋ねいたしたいと思います。 

 それから、島津公園周辺の９ホールの関係です。 

 町長は、「大きな情勢の変化はない」ということ

でございますけれども、なくなった平成１５年と１

４年以前で、町民が危険だからというような意見が

あって廃止にしたけれども、現実に私が調べたとこ

ろ、これだけの利用の状況であれば、また利用する

方々が朝から晩まで利用するわけでないという私は

判断をしています。 

 したがって、それらについて非常に情勢は変わっ

てきているよということで、大半の方は健常者等を

含めれば上富良野のパークゴルフ場に行くわけです

から、そういう点で、再度、見解を賜りたいと思い

ます。 

 それから、学校の耐震の関係です。 

 私が一番心配するのは、耐震診断をした、そうし

たら学校関係は０.７、構造耐震指標の IＳ値とい

うのがある。学校建築の改修では、より安全な０.

７以上に補強をするということが出されております

ので、したがって私は、耐震診断したあと０.７以

下だと、そうしたら、すぐもう耐震改修をせざるを

得ないというような状況が、出てこないとも限らな

いという僕もある面で心配はしております。 

 したがって、平成２０年に耐震改修促進計画に基

づいて、これに対する実施計画と実施、当然僕は

０.７以下だろうと思いますので、そうすると当

然、改修の耐震改修の計画も、あわせてつくってい

かなければならないでないかという気がするのです

ね。 

 そうすると、やはりそれらも含めてひとつどうな

のかという問題と、それから第１回の答弁書の中で

は、町全体の公共施設の関係ということで、先ほど

上富良野町の耐震の避難所が３４カ所あるという中

で、そういう公共的なものに対してもある面で、児

童生徒が大変なことになっては困るからということ

で進めるけれども、それらも含めて今後、耐震計画

をつくられるということで理解をするのと。それら

に基づく実施計画もあわせてお聞きをいたしたいと

思います。 

 それから、上富良野町パークゴルフ場の３６ホー

ルの関係です。 

 芝を移植をする、９ホールふやしてということ

で、一つは幅広くということで、総体的にというこ

とで意見を聞く、その中で、ある面で一つのそうい

う専門的にやられる方、例えばＣＳＴの皆さん方

は、お客さんからの対応の関係でいろいろな苦情が

寄せられて、それらは毎年、教育委員会に報告をさ

れているということで私も聞いております。 

 そのための改善策もどうなのかということも含め

ていけば、やはり段階的にいろいろな各分野の人た

ちを、言うなれば教育長の答弁では、幅広く総体的

に検討をしていくということでございますので、私

の先ほど言った関係者のみということについては持

ち合わせていないということについては改めて、こ

ういう趣旨ではなかったというようなことで教育長

の見解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １１番中村議員の再々質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、国民年金関係でありますけれども、先ほど

お話し申し上げました７月４日の社保庁の事務所の

臨時窓口の開設につきましては、社会保険事務所の

方からも住民周知について協力のお願いが来ており

ますので、議員の御質問にありますように、６月号

の町報等に掲載させていただくとともに、防災無線

等々を利用しながら、住民周知を図って、多くの皆

さん方に、この臨時窓口の開設に対する対応を図っ

ていただくように、奨励をしたいなと思っておりま

す。 

 また、行政相談員等々の対応につきましても、さ

きにお答えさせていただきましたように、町の窓口

の状況を見きわめながら、窓口体制の十分対応を整

えさせていただくつもりでおりますが、そういう中

にありまして、状況を十分見きわめた中で、行政相

談員の方々の御協力をいただくか、これらにつきま

しては状況判断をした中で対処していきたいという

ふうに思います。 

 それから、島津公園の工期の件につきましては、

担当の方からお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 国民年金の他の件につきましても、担当の方から

お答えさせていただきます。 

 それから、パークゴルフ場につきましては、さき

にお答えさせていただいております。また、今まで

もお答えさせていただいて、何度が過去におきまし

ても御質問をいただいて、お答えさせていただきま

すように、現在、町の方にそういった要望等々も一

切来ておりませんし、私といたしましては、状況の

大きな変化が現在生じていないと認識いたしており

ますので、現状のまま都市公園としての利用を進め

ていきたいと思っておりますので、御理解を賜りた
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いと思います。 

○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） まず、耐震関係でありま

すが、耐震診断と耐震改修を含めての実施計画とい

うことで御理解をいただきたいと思います。 

 また、２点目のパークゴルフの関係であります

が、これ関係者の意見も含めて、先ほど言いました

ように、社会教育委員だとか、体育関係者だとか、

幅広く多くの方々の意見を聞いてまいりたいという

ことで御理解をいただきたいと思います。 

○議長（中川一男君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（早川俊博君） 中村議員の島津公

園の用水路の関係、かん水路に切りかえます工事の

施工時期の関係でございますけれども、現在、土地

改良区の方から聞いております時期につきまして

は、平成２０年度ということで聞いてございます。 

 以上でございます。 

 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） １１番中村議員の

御質問であります確認の状況でありますけれども、

先ほども申し上げましたように、相違はなかったと

いうことで御理解をいただきたいと存じます。 

 また、特例納付の関係でございますけれども、特

例納付につきましては、あくまでも過年度分という

ことで国庫金となりますことから、社会保険事務所

の納付書でなければ納められませんでしたので、う

ちの町に納付はございませんということで御理解を

いただきたいと思います。 

○議長（中川一男君） 以上をもちまして、１１番

中村有秀君の一般質問を、終了いたします。 

 次に、９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあり

ました点について、町長及び教育長に質問をいたし

ます。 

 まず第１点目には、自衛隊演習場による騒音対策

被害についてお伺いいたします。 

 自衛隊の訓練というのは近ごろでは、アメリカが

海外で武力行使を行ったときを想定した、砲撃、射

撃、戦車走行などの実働訓練が主要な任務となって

きております。当町、上富良野町演習場において

も、そのような訓練がもう既に実施されておりま

す。 

 また同時に、一方では、演習による騒音被害の苦

情、演習場付近の住民からも寄せられるという状況

にあります。 

 例えば、特に民家付近で、砲撃訓練による騒音で

家屋が振動する、機銃の射撃訓練によって騒音がひ

どい、自衛隊が発信すると考えられる電波でテレビ

の映像が乱れるなど、障害が発生するという状況に

遭っています。 

 こういう状況の中で、地域との今上富良野町は、

自衛隊との共存共栄を主張しております。これら、

そうであるとするならば、これらの課題をきっちり

と解決すべきではないのでしょうか。 

 また同時に、これらの現状は放置できないとし

て、地域の人たちの呼びかけで自衛隊関係者と地域

関係者との懇談会が持たれましたが、その内容と懇

談後の対応等についてお伺いいたします。 

 次に、多重債務と年金相談窓口の設置等について

お伺いいたします。 

 国の諮問機関である多重債務者対策本部有識者会

議では、すべての市町村で多重債務問題の相談に応

じる体制を２００９年度末までに整えることの方向

性を示しました。 

 現在、約１,８００の自治体で、消費者相談窓口

を設置して、多重債務問題を扱う担当者がいる市町

村は３９０程度されています。 

 今後、町としての対応について、どのようにされ

るのか伺います。 

 次に、伺いたいのは、社会保険庁の年金加入記録

ミスによって年金が受け取れなくなる方、あるいは

減額になるという方が実態として明らかになってき

ています。 

 このことは、国民にとっては衝撃であり、そこで

お伺いいたしますが、年金の加入記録の相談窓口は

社会保険事務所等の対応でありますが、これだけの

社会問題になっている年金加入者の記録ミスの問題

で、町民においても不安を抱えている人がおりま

す。 

 町としても，国民、町民の年金に対する疑問に対

応できる相談窓口を設置する考え等についてお伺い

いたします。 

 また、過去の国民年金記録保管の現状、及び住民

からの年金に対する相談件数等の実態についてお伺

いいたします。 

 次に、住宅の改修時における補助制度の対応につ

いてお伺いいたします。 

 今、長引く不況の中で、地域の産業振興にも大き

な悪影響が出るという状況になり、暮らしも大変、

売り上げもなかなか伸びないという状況になってい

ます。 

 その背景には、国のかじ取りの誤りがあります。

そして各自治体においては、こういう状況の中で予

算等の縮小が余儀なくされるという状況で、同時に

公共事業の予算も減額されているという状況になっ

ております。 

 そのもとで、いかに各自治体において、町の産業

振興を図るか、活力あるまちづくりを進めることが
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できるかということが、町の創意と工夫、これが見

られる自治体では前へ進みますが、そうしない自治

体では後退するという格差が開いてきていることも

実態であります。 

 上富良野町においても、ただ手をこまねいてじっ

と我慢しているのではなく、具体的な産業振興策を

とるということが、またその方向性を住民に示すと

いうことも求められているのではないでしょうか。 

 そういう状況下の中で、今一部の自治体では、地

域経済の活性化の呼び水として、広がりを見せてい

るのが住宅の改修時に対しての工事費用に対する一

定額の補助を、自治体が出すという状況が生まれて

おりますが、町としても、今後の対応等についてお

伺いいたします。 

 次に、町立病院の運営等についてお伺いいたしま

す。 

 町立病院の運営を困難にしている要因は、１番目

に、国がこの間行ってきた医療制度の改悪にあると

考えます。例えば、診療報酬の削減などで１８年度

の診療報酬が、１７年度対比でも入院看護収益だけ

でも約２,９００万円の減収になるということに

なっていることを見ても、明らかではないでしょう

か。 

 そのほかにも、公の自治体病院というのは、不採

算部門を抱えるという実態にあり、上富良野町にお

いても救急医療を抱えています。そういう意味で

は、地域の公的機関としての役割を、きっちり担っ

ているといっても過言ではないでしょう。 

 しかし、これにかかわる報酬等に至っては、地方

自治体の実情に合った診療報酬が来ないという状況

があります。こういう状況を、町においてもきちん

と改善し、要求する、国に求めるべきだと考えます

が、この点についても見解を求めます。 

 ２番目に、繰越欠損金の合計が、平成１７年度で

７億５,３６０万円になっています。その減価償却

費の合計は６億１,２６９万円で８１％になってい

ます。 

 これは、建物や医療機器の整備による資本の投下

によるものであり、収益が出れば、欠損金の処理が

可能でありますが、今の公の病院を抱える自治体で

は、利益積立準備金等の確保が、なかなか困難とい

う実態にあります。 

 他の病院においては、単年度の赤字処理について

は、単年度で処理するというところも出てきており

ます。 

 このようなことを考えた場合、ただ単に赤字が出

たということで処理するのではなく、きちんと町に

おいても、これを放置することなく対処するという

ことが今求められていると思いますが、この点につ

いて見解を求めます。 

 ３番目には、当然、内部による経費削減等の努力

は求められます。それと同時に、今、一つ考えなけ

ればならないのは、住民に信頼される地域の医療機

関としても、保健福祉と連携、医療従事者の質の向

上、院内アンケート、住民の声などを今後、病院の

運営に生かし、地域の医療機関として存続すべきと

考えますが、この点について、町長の見解を求めま

す。 

 次に、小児科の設置についてお伺いいたします。 

 町長は、常日ごろから自負しておりますが、子供

の出生率は他の町村からも高い、子育て支援が充実

しているからと言っておりますが、私はこの点に対

していろいろと疑問を感じるものですが、町長がそ

のように言っているのだから、そうなのでしょうと

は思いますが、しかし今、多くの保護者の間から

は、その割にはもっと子供に対する予算ふやしてほ

しい、あるいは、これだけ出生率が高いのにもかか

わらず、小児科、子供が病気になったときの対応、

小児科病院の設置という声が聞かれますが、この点

について町長の見解を求めます。 

 次に、小中学校の耐震化診断についてお伺いいた

します。 

 全国の公立小中学校の校舎、体育館など、１９８

１年以降に建設された１２万９,５５９棟のうち、

耐震基準を満たしているのは５８.６％であるとさ

れています。 

 道内では７,４２３棟のうち、耐震基準を満たし

ているのは４４.８％となっています。道内での耐

震化診断未実施の自治体は３３市町村で、その中に

上富良野町も入っています。 

 私はこの点について、以前にも耐震化診断に対す

る町の考え方をただしたことがありますが、しかし

明確な答弁がされませんでした。 

 上富良野町における５６年以前の小中学校の建物

は、上富良野小学校、中学校、東中小中学校、西小

学校体育館なとが対象になります。 

 このほかにも、役場庁舎を初めとした施設も多数

あり、その多くは避難所や子供を多く含む、多くの

住民が利用する施設であることを考えれば、耐震化

診断の実施計画を明確にすべきだと考えますが、こ

の点についての教育長の答弁を求めます。 

 次に、西小グラウンドの整備にお伺いいたしま

す。 

 西小学校のグラウンドの水引きが悪いということ

は、以前からも指摘されていましたが、いまだに整

備が進んでいません。 

 前回の質問では、平成１７年度において整備の方

向で協議されていると答弁示していましたが、今後
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の対応等についてお伺いいたします。 

 次に、上富良野高校の存続についてお伺いいたし

ます。 

 上富良野高校は２０１０年までの公立高校の配置

計画では存続となっていますが、そう喜んでいられ

る状況ではありません。 

 それは、依然として１学年３間口以下の小規模校

は統廃合の対象となっていることには変わりないと

考えますが、いかがでしょうか。 

 そこでお伺いしたいのは、道教委の公立高校適正

化配置計画の現状はどのようになっているのか。 

 また、地域の合意なくして、道教委の一方的な公

立高校の統廃合はやめるように今後とも町としても

要請すべきと考えますが、この点についての教育長

の答弁を求めます。 

○議長（中川一男君） 暫時休憩いたします。 

──────────────────                

午前１０時２８分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

──────────────────                

○議長（中川一男君） 休憩前に引き続き、町の一

般行政についての質問を続行いたします。 

 ９番米沢義英君の質問に対し、答弁を求めます。 

 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の８項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、第１項目めでありますが、自衛隊の上富良

野演習場では、演習計画により年間を通じて砲撃や

射撃などの訓練が行われております。 

 この演習による周辺地区などへの振動や騒音に関

する苦情については、役場や上富良野駐屯地に年間

約１０数件が寄せられているところであります。そ

のほとんどが、音がうるさい、振動がひどいなとど

いうものでありまして、町に寄せられた苦情は、そ

の都度、上富良野駐屯地に連絡を行っておるところ

であります。 

 また、町では、地元の駐屯地とともに地域に出向

き、演習場周辺の住民の方々と懇談会を開催し、意

見を聞く機会をできる限り設けておるところであり

ます。 

 なお、町や農協、土地改良区と上富良野基地策協

議会を組織しておりますが、特に近年は国に対し

て、一般の住宅防音対策の要望を行っておるところ

であります。 

 これにより本年度から、札幌防衛施設局による砲

撃音、住宅防音の事業化を検討するための調査が実

施されることになりましたので、その行方について

注視していかなければならないと思っているところ

であります。 

 今後も、引き続き自衛隊の演習に関するさまざま

な御意見を聞くとともに、必要な各種対策が適切に

講じられるよう、国の関係機関への要望を行ってま

いりたいと思っております。 

 次に、２項目めの多重債務対策と年金相談窓口の

設置についてお答えさせていただきます。 

 全国的に消費者金融の利用者が多く、そのうち多

重債務に陥っている方が２００万人以上いると言わ

れております。 

 このような状況から、新たな多重債務者の発生予

防のため、国においては金融経済教育の強化を図る

ことを緊急の課題として、有識者会議による意見の

取りまとめが行われ、国、自治体、関係団体が一体

となって、実行していくこととされたところであり

ます。 

 上富良野町における多重債務の実態については把

握しておりませんが、訪問販売、通信販売などの消

費者相談及び多重債務等の専門的な法律相談につい

ては、広域的対応として富良野市において相談室を

開設しているところであります。 

 次に、社会保険庁による年金記録をめぐる問題で

ありますが、さきの中村議員にも申し上げましたよ

うに、上富良野町の国民年金のデータにつきまして

は、昭和３６年４月から紙カードによる保管、その

後は収納台帳にて保管しております。 

 また、この問題が報道されまして、町民からの相

談については２件ありましたが、相談窓口について

は新たに設けることなく、現状のスタッフで十分対

応できると考えておりますので、御理解を賜りたい

と思います。 

 次に、３項目めの住宅の改修時における補助制度

についてお答えさせていただきます。 

 この御質問につきましては、昨年の６月にもお答

えさせていただいているところでありますが、単に

住宅改修の補助制度を設けることにはならず、十分

調査が必要であるとお答えさせていただいていると

ころであります。 

 地域経済の活性化対策の一つとして認識しており

ますので、引き続き検討課題として受けとめさせて

いただきますが、町の財政状況は極めて厳しい中に

あって、既存の事業を維持、優先するために、新規

事業を抑制せざるを得ない事情から、現段階では実

施する考えはございませんので、御理解を願いたい

と思います。 

 次に、４項目めの町立病院の運営についてお答え

いたします。 

 まず、１点目につきましては、町立病院の経営状

況の推移を見ますと、患者数の減少などによる収益

減の一方で、人件費などの固定経費の削減には限界
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がありますので、収支の改善については、難しい実

態にあります。また加えて、ここ近年の医療報酬改

正の要因もそれに追い打ちをかけております。 

 町といたしましては、国保の保険者であり、病院

開設者でもありますので、国民医療費がこのまま膨

大に伸びていくことも、見過ごすわけにはいかない

問題と思います。 

 したがいまして、この医療制度改革のすべてが問

題とは考えておりませんが、急激な変化について

は、地域間の医療格差にもつながることから、それ

らを解消し、地域医療の充実に向けた施策の実現

を、北海道町村会として強く要請しているところで

あります。 

 また、町が加盟しております全国自治体病院協議

会や、全国自治体病院開設者協議会などを通じての

要望活動も行っているところであります。 

 次に、２点目の繰越欠損金に対し、町が財政措置

すべきとの御質問についてでありますが、現在、将

来に向けて持続を可能とする経営のあり方について

検討をさせておりますので、病院も含めて、町全体

の会計を連結した状況を予測して、一般財源の投入

額について判断しなければならないと考えておりま

す。 

 次に、３点目につきましては、院内の病院職員か

らなる経営検討委員会での協議を通じて、職員の意

識改革や経営改善に引き続き努めてまいります。 

 また、今後の町立病院のあり方についても、さき

の議員にもお答えしたとおり、地域医療を確保する

ために努力しなければならないと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、５項目めの小児科の設置についてでありま

す。 

 小児科の設置は、小さなお子さんを抱えている御

両親や御家庭の皆さんにとって切実な願いだと認識

しておりますが、小児科医師は労働過重などから敬

遠され、なり手が少なく、全国的に医師不足が深刻

化しております。 

 加えて、医師派遣に大きな役割を果たしてきた医

大におきましては、新しい臨床研修医制度のもとで

医師不足となり、小児科医師などの派遣引き上げも

起きているところであります。 

 このような状況の中においては、医師の確保は極

めて困難でありますので、現段階においては小児科

の設置の考えは持っておりませんが、この医師不足

の深刻な状況に対しては、さきの北海道町村会定期

総会において緊急決議を行い、早期に対策を講じる

よう国に強く要請を行っておりますので、御理解を

願います。 

○議長（中川一男君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ９番米沢議員の６項目め

の、学校の耐震診断についての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 本町の小中学校における耐震化率は棟数で約５０

％、面積では約３７％となっており、新耐震基準を

満たしている校舎、屋内体育館は、上富良野小学校

体育館、西小学校校舎、東中小学校体育館、江幌小

学校、上富良野中学校体育館、東中中学校体育館で

あります。 

 耐震化診断実施計画につきましては、建築物の耐

震改修の促進に関する法律により、国は地方自治体

に対し耐震改修促進計画を作成する義務を課し、都

道府県については義務、市町村においては努力義務

となっております。北海道では、平成１８年１２月

に、北海道耐震改修促進計画が作成されたところで

あります。 

 本町におきましても、平成２０年度において、国

土交通省の基準に基づき、小中学校校舎ばかりでな

く、役場庁舎も含め、上富良野小学校、東中小学

校、上富良野中学校、東中中学校の５施設、８棟の

耐震改修促進計画を策定し、耐震診断及び改修等の

年次計画を町部局との連携の中で策定する予定であ

ります。 

 次に、７項目めの西小学校グラウンドの整備につ

いてお答えいたします。 

 西小学校のグラウンドにつきましては、議員御指

摘のとおり、水はけが悪く整備が必要なことは、今

までも多くの議員から御意見をいただいてきたとこ

ろであります。 

 しかしながら、西小学校グラウンドの整備を行う

ためには、暗渠排水を行うと同時に、土の置きかえ

等も行わなければ十分な排水効果が得られないこと

から、多大な費用を要するため、整備の実現に至っ

ていない状況にあります。 

 今後においては、現在町が策定を予定している第

５次上富良野町総合計画に位置づけていくことが大

切であり、この総合計画に盛り込まれるよう、最善

の努力を払ってまいりたいと考えておりますので、

御理解賜りたいと思います。 

 次に、８番目の上富良野高等学校の存続について

の御質問にお答えいたします。 

 北海道教育委員会では、平成１８年８月に「新た

な高校教育に関する指針」を策定し、本年６月には

「新たな高校教育に関する指針」に基づいた平成２

０年度から平成２２年度までの公立高等学校配置計

画（案）を公表したところであります。 

 この公表された計画（案）の中では、上富良野高

校は統廃合の対象とはなっておりませんが、今後、

公立高等学校配置計画は、毎年見直すとの考え方が



 

― 66 ―

示されたことと、本年度入学者数が２７名で、２間

口から１間口となった現状から、存続について予断

を許さない状況にあると認識しているところであり

ます。 

 町としても、昨年度から上富良野町、中富良野町

の町民の皆様方の御協力を得て、北海道上富良野高

等学校存続を求める署名活動を展開するとともに、

さらに町議会におきましても、北海道上富良野高等

学校の存続を求める意見書について決議いただき、

北海道知事、北海道教育委員会、北海道議会等に対

し、上富良野高等学校の存続についての要望活動を

展開してまいりました。 

 さらに、本年５月にも町長に同行をいただき、北

海道教育庁、新しい高校づくり推進室等を訪問し、

上富良野高校の存続についての要請活動を行ったと

ころであります。 

 今後におきましても、地域の合意や意見を反映さ

せるよう道教委等への要請を粘り強く行うととも

に、上富良野高校への入学希望者が増加するよう、

町内中学校はもちろんのこと、周辺市町村の中学校

に対しても啓蒙活動を行ってまいりますので、御理

解と御協力をお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 

 ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 自衛隊の演習場の騒音問題

についてお伺いいたします。 

 当面の課題という点で、また必要になってきてい

るかと思います。町の方では、いろいろな要請も

行っている、住宅にかかわる防音対策等についても

検討は始まっているという答弁でありますが、しか

しいずれにしても、これが実施されるにしても、そ

う簡単な道のりではないということは明らかです。

そうしますと、当面どうするのかということが、や

はり一つの課題になってきています。 

 地域の状況を見ますと、酪農の方もいれば、さま

ざまな方が農家やっている方おられます。特に、演

習場の出入り口で機銃の訓練をやられると、その騒

音が山びこするという話があります。これ、聞いた

ら相当なものだと。もう耳鳴りがするぐらいに、ひ

どい状況があると。 

 こういった状況を回避するためにも、場所を移動

するとかそういう対策も当面必要だと考えますが、

この点。 

 砲撃訓練等については、住民から苦情があって初

めて、この民家の付近から砲台の位置を移動したと

いう状況があります。 

 ですから、自衛隊の方は、何か言われないと動か

ないと。これだけの雲が低く垂れ下がったときの騒

音というのは相当な、この上富良野町の町の中まで

響いてきます。 

 旭野地域でも聞いたら、こういった具体的な対策

をとってくれという、全部が全部ではありません

が、聞かれます。 

 そういう問題も含めて、当面どうするのかとうい

うところを、きっちりその実態も踏まえて、町とし

て対処しなければ、これまだまだ繰りかえすので

す。 

 例えば、あの北２４号の戦車道路。あそこは牛が

いて、戦車が通ることによって被害が出るという形

で、路線を変えましたよね。そういうことをやって

いるのだったら、こういったところにも騒音対策と

してきっちりやってくれと、やってほしいと。私た

ちは長年、自衛隊等の距離はあるけれども、それな

りの関係を維持しながら住んでいるだと。演習場が

あるから、そこを今すぐどこか持っていってやって

くれ、なくしてくれとは言わないのだと。その今の

苦しみをわかってほしいのだという声がすべてで

す。そういうものも含めて、町としてどう対処され

るのかということをお伺いします。 

 また、この間の冬期訓練等については、聞き込み

でわかったのですが、過去に冬期日米の合同演習等

がありました。そのときに用事があって、真夜中

だったそうですが、自宅に帰ろうとしたときに尾行

されたと。敷地前まで入ってきて、どこのだれべい

だと、何しているのだという聞き込みがなされた

と。 

 日本共産党でも、今国会において、自衛隊の監視

行動ということを問題にしましたが、上富良野町に

おいても、実態としてそういうことがあるのだと。

こういう実態を、過去のことでありますが、注視行

動すべきだということを、テーマになっていない部

分もありますが、要請していただきたいと考えてお

ります。 

 この防音対策については、早急に対策を講じられ

るように、働きかけていただきたいと思いますの

で、この点お伺いいたします。 

 次に、多重債務と年金問題については、同僚議員

の方からも質問ありましたので、詳しくは質問しま

せんが、ただ、こういう窓口対策というのは、非常

に町民にとって喜ばれると思います。多重債務につ

いても、年金相談についても、広報等できっちりと

周知して、いつでも相談を受けますよというところ

の周知徹底をぜひ図っていただきたい。 

 多重債務についても、可能な限りいろいろな相談

に乗れる体制づくりということで、富良野市では消

費者相談という形で対応するということであります

から、これらの点も含めて広報で周知徹底を図って

いただきたいと思います。 
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 住宅の改修時の補助制度の問題ですが、当面お金

の問題があって、すぐ現状ではできないということ

でありますが、町長が認めるように、地域的な経済

的な波及効果というのは、もう一度確認しますが、

認められますか。 

 この間、何回も言いますが、一定、中心街の商店

の活性化対策ということで補助制度つけまして、そ

れは金額多い少ないでいろいろありますが、しかし

こういった効果もありますので、これぜひ検討課題

として持続的に検討をしていただけるのかどうなの

か、この点、明確にしていただきたいと思います。 

 町立病院の運営についてでありますが、この点に

ついては外的な要因、私は８割、９割ぐらいあるで

はないかという形があります。診療報酬等の改定に

ついても、実態に合うように要請するということで

ありますので、この点、ぜひしていただきたいと思

うのと、同時に、この機構、いわゆる内部の病院の

改革によって、いろいろな意見がアンケートの中で

も出されています。 

 接遇について大まかなところを述べさせていただ

きますが、お年寄りから古くから町内にいる方につ

いては気にならない接遇でも、いわゆる言葉遣いだ

とか態度だとかそういう態度は、違う町から来た患

者にとっては非常に不快感だと、そういう声。患者

に対する意識づけが薄いという問題。もっと勉強さ

せてほしい。そして、経営についても情報公開し

て、職員全体のものにしてほしい。それと、業務連

絡が機械的であって、一つ一つの業務連絡を末端の

神経が行き届くまできっちりとお互いが連携とりあ

えるような、そういう病院になってほしいと。そし

て内部でも、削減の努力ができるところがあれば私

たちも協力したいということを、きっちりアンケー

トの中でも、述べているわけです。 

 ですから、こういうものも含めて、地域医療との

連携と、病院に対する患者さんのケアの問題、これ

をもっと充実した方が、地域において喜ばれるので

はないかという答えが寄せられていますので、この

期ですから、鉄は熱いうちに打てという言葉がある

ように、この期に、病院内部も含めて、外部の意見

も含めて、きっちりとした病院経営に対する改革の

意識を養うということが今求められていると思いま

すが、町長、この町立病院等のアンケートを読まれ

たと思いますが、この点、読まれた部分も含めてど

ういう感想をお持ちなのか、お伺いしておきたいと

思います。 

 また、繰越欠損金等についての対処も、十分今

後、財政事情もあるからということでありますが、

検討するということでありますので、ぜひただ、だ

らだらと赤字だというだけで処理するのではなく

て、きちんと対処できるものはするという経営感覚

も持たなければ一方でならない。 

 当然、内部での経費の削減の努力なくしては住民

も理解できない話でありますから、この点もあわせ

た改善が必要だと思いますので、この点、今後の対

応についてお伺いいたします。 

 小児科の設置については非常に要望が多いです。

今、私たちの、共産党が行っている上富良野町のま

ちづくりアンケートの中にも、こういうアンケート

の結果が寄せられています。 

 子育て支援に対する予算をもっとふやしてしいと

いう声や、職員の努力をもっとしなければならない

という声もまだまだたくさん寄せられておりますの

で、そういうことも含めて、今後、この小児科の設

置というのはかなり難しいという点もあるのかもし

れませんが、ぜひ具体的な検討できる余地があるの

であれば検討していただきたいと思いますので、こ

の点伺います。 

 それと、小中学校の耐震化診断の問題についてお

伺いいたします。 

 前回、この問題等について質問したとき、亡くな

られた教育長は命の大切さということを言われてい

ました。 

 学校の耐震性の問題については、文部科学省の方

では、客観的な要素でもいいから調査をしなさい

と。その調査費については全部、劣化の状況、鉄筋

の腐食の状況も含めて、１校当たり大体３０万円ぐ

らいという、どの基準で言っているのかわからない

ところがあるのですが、こういうこともあります。 

 １校ずつ早急に実施して、その把握に努めたいと

いう答弁をされているわけであります。そう言って

久しからず、なかなか実施されていないという問題

があります。 

 何が障害になっているのかということで、財政問

題もさることながら、努力目標ということも障害に

なっているのではないかと。 

 私、これが待ったなしだということは、教育長が

おっしゃっているように、これは待ったなしの問題

でありまして、きちっといつまでに、何年度をめど

に、その５次計画なら５次計画の中でどうするのか

と。 

 上富良野小学校の、もう認めているわけですか

ら、そういうところで勉強させているわけですか

ら、多くの子供さんがいるわけですから、何かあっ

たときにどうするのかという責任問題も発生すると

いう事態にもなってこないとは限りませんので、こ

の点も含めて教育長の見解、具体的にどうされよう

としているのか。もう一度、答弁求めます。 

 西小グラウンド整備については、これも亡くなら
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れた教育長でありますが、１７年度には整備すると

いうことをはっきり言っているのです。内部でも協

議がされていると。だけれども、このお金は恐らく

公民館の改修とかに行ったのだろうと思いますが、

こういう具体的な表現で出てきておりますので、ご

まかしというのがいけないのだと私は思うのです。 

 まして、教育をされているということであれば、

財政事情もあるのかもしれませんが、今後こういっ

た以上、ではどうするのかと。何年度に位置づけて

やりたいということを、教育者たるものはそういう

ことも含めて対処する必要があると思いますので、

この点、教育長の見解を求めます。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、騒音問題でありますけれども、さきにもお

答えさせていただきましたように、地域といたしま

しては、いろいろな課題を抱えているということ

は、十分承知をいたしておりますし、これらにつき

ましても、それぞれの地域との懇談会を実施しなが

ら、駐屯地と地域と町とが一体となって、いろいろ

な課題の解決のために対応を図っているところであ

りまして、今後もこういった部分を十分重視しなが

ら、地域の皆さん方の意向、考え方というものを十

分掌握した上で、駐屯地及び国の方にもその対応を

図っていきたいと思っております。 

 住宅防音につきましては、さきにもお答えさせて

いただきましたように、昨年度から対応する予定を

組んでいたところでありますが、昨年度は諸般の事

情から実施がおくれたと。ことしから、騒音調査を

実施して、これは予定では３カ年間の調査期間を設

けて実施に移すということでありますので、今後こ

れらの対応につきましても、より一層、国の方に要

望をしていきたいと思っております。 

 また、いろいろな駐屯地がある、演習場があると

いうことに対しまして、地域が受けるいろいろな問

題点につきましては、さきに申し上げましたよう

に、町として申し上げるべきものは申し上げ、そし

て地域との共存共栄を図って今後も推進していきた

いと思っているところでありますので、そのために

は、互いに双方の理解のもとで対処していかなけれ

ばならない課題であると認識しておりますので、御

理解をいただきたいと思います。 

 次に、多重債務と年金問題でありますが、年金問

題等々につきましては、さきにお答えさせていただ

きましたが、この多重債務の相談窓口等々、年金問

題の相談窓口等々につきましても、議員の御発言に

ありましたように、住民に十分その対応を周知する

ことが大切であると思っておりますので、そういっ

た対応を今後も重ねながら、住民のいろいろな課題

に対する相談窓口の体制について充実していかなけ

ればならないと思っておりますので、御理解を賜り

たいと思います。 

 次に、住宅改修の問題でありますけれども、さき

にもお話し申し上げましたように、このことが地域

の活性化に連動していくものという期待を大いに

持っているわけでありまして、町といたしまして

も、時限立法ではありましたけれども、地域商業振

興施策の展開等々も進めてまいりました。 

 その後も商工会との調整を図りながら、地域の商

工業の活性化対策等々の中で協議を重ねているとこ

ろでありますが、今後も十分、商工会とも調整を

図って、その対応を考えていきたいと。 

 言うなれば、商業振興と地域の活性化等々の中で

行政がいかなることができ得るのかということ、さ

きに実施いたしました商業振興策等に連動するもの

が何か商工会としてもあるのかどうか、そういった

ことも十分検討をさせていただきながら進めさせて

いただきたいなと、今後も検討課題として検討を加

えていきたいと思っておりますので、御理解をいた

だきたいと思います。 

 それから、病院の問題でありますけれども、この

ことにつきましては、議員から御意見にありました

ように、職員の意見等々の掌握、あるいはアンケー

ト等々につきましても、私も承知をいたしておりま

す。 

 これらのアンケート等々の結果を即実践に移す、

そして職員の意識改革を図っていくということが重

要な課題でありますので、ただ単に職員の考え方を

承知したということではなくて、職員がそういうよ

うな考え方を持っているということに対する改善

策、実践を進めていかなければならないと思ってお

るところでありまして、今、病院事務長を中心とし

て大いにその努力を重ねているところであります

し、改善検討委員会等々も充実、実践に向かってお

りますので、これを十分に見きわめながら対処して

いきたいと思っております。 

 加えまして、繰越金等々の対応でありますけれど

も、議員も御承知のとおり、基本的には病院企業会

計の赤字につきましてはすべて町が責任を負わなけ

ればならない。これはもう当然のことでありまし

て、繰越欠損金が現在生じているということに対す

る責任は町としての責任でありますから、当然、こ

れらの対応をどう処理するかということは、今後も

町の財源等々も見きわめながら、十分見きわめて対

応をしていかなければならないと思っております。 

 この繰越欠損金の解消に向かっては、当然にし

て、町が責任を負いながら対処していかざるを得な
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い課題であると認識をいたしておりますので、御理

解を賜りたいと思います。 

 また、小児科の問題でありますが、産科、小児科

等々につきましては、地域住民としての要望も非常

に多いということは十分承知をしておりますが、町

は産科に対しまして廃止をいたしました。 

 いろいろな課題を抱えておりますが、現在はさき

にもお答え申し上げましたように、産科、小児科の

医師の確保というのはなかなか難しいというような

ことから、上富良野町は現在、富良野にお願いをし

ているというようなことから、小児科の救急等々の

対応につきましても、町として富良野の方に相応の

御負担をしながら小児科対策を進めているというこ

とで、ひとつ御理解を賜りたいなと。 

 今、町立病院として、町として、小児科、産科の

対応というのはなかなか難しいということで、圏域

の中でこの対応を図っていきたいと思っております

ので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中川一男君） 教育長、再答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ９番米沢議員の再質問に

お答えをさせていただきます。 

 まず、学校の耐震診断についてでありますが、平

成２０年度には町部局との連携のもと、耐震改修促

進計画を樹立することとしております。 

 その中で、耐震診断、また耐震化改修を年次の計

画の中で学校別で、どこの学校は何年度とかという

ことが示されることになるものと承知をしていると

ころであります。 

 次に、西小学校のグラウンドの関係であります

が、当初、暗渠排水だけでも早急に実施しようとい

うことで、１７年度、１８年度のときに計画が持ち

上がりました。 

 その中で実施を予定していたわけでありますが、

グラウンドが岩盤の上にある粘土地というようなこ

ともありまして、暗渠排水だけではグラウンドの排

水効率が悪いぞというような専門家の意見等もお伺

いしながら再度見積をしたところであります。 

 そうしたところ、非常に大きな金額を予算しなけ

ればならないということになったことから、今まで

なかなか実施ができなく、未実施となってきている

ところであります。 

 先ほども、お答えをさせていただきましたが、こ

の西小学校のグラウンド整備等につきましては、や

はり第５次総合計画に何とか位置づけていくという

ことが実施に向けて大切なことであろうと考えてお

りますので、位置づけられるように努力をしてまい

りたいと考えているところであります。 

○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 自衛隊の問題については、

ぜひその実態というのを、もう一度聞き取り調査

やっていただきたいと思います。 

 騒音対策についても、いわゆる具体的な話です

が、重綱商店のあそこでやっていたという話もある

のですよ。 

 もっと近くでやったら、近くの人の苦しみがわか

るのではないかという声が出てきていますので、そ

の実態をつぶさに聞いて、相手の心の思いに心を寄

せてこういう問題は対処しないと、なかなかこの絡

まった糸というのはほどくことできませんので、こ

の点ぜひもう一度、そういった方向でやられるのか

どうなのか確認しておきたいと思います。 

 耐震問題については、他の自治体の例を聞きまし

たら、財政事情はどこも本当に似たり寄ったりで

す。そういう中でも、努力に努力を重ねて、こう

いった診断はやらなければならないと、待ったなし

だという形の中で、やったという話が聞かれますの

で、その点、教育長、私が言うまでもなく、それは

当然だと、当たり前のことだということで心にとめ

ていらっしゃるのだと思いますので、この点、５次

計画の中ですか、総合計画の中できっちりと位置づ

けるということを待たずして、もう来年から早急

に、２０年度からと言っていますので、今年度から

作業を早めるぐらいの対策をとっていただきたいと

思いますので、この点、確認しておきたいと思いま

す。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番米沢議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 ただいま議員から御発言ございましたこの件につ

きましては、私も承知しておりまして、地域の皆さ

ん方との懇談会の中で、そういった声も聞き及んで

いるところであります。このことにつきましては、

既に施設局の方にも調査地点の問題等々について申

し出をしているところでございます。 

 今後も、議員御心配のとおり、そのようなことに

ならないように、地域との懇談会を十二分に重ねな

がら、地域の声を聞いて、駐屯地に対して申し入れ

るべきものは申し入れ、また国に対して申し入れる

べきものは申し入れながら、共存共栄の地域づくり

を図っていくということにより、努力をしていきた

いと思っておりますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長（中川一男君） 教育長、再々答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 耐震化の耐震診断につい

てでありますが、平成２０年度には耐震改修促進計

画をということで、本当に２０年度いいますと来年

であります。 

 何とか、それが実現、間違いなくできるように、
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また対策もおくれることなくできるように、意を注

いでまいりたいと考えているところであります。 

○議長（中川一男君） 以上をもちまして、９番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 次に、５番小野忠君。 

○５番（小野忠君） 私は、さきに通告いたしまし

た１項目について、町長にお尋ねをいたしたいと思

います。 

 まず、第５次総合計画策定に当たって、町長の基

本姿勢についてお伺いをいたします。 

 町政執行方針の表明で、表題について策定すると

言及されていますが、御案内のとおり、該当年度は

平成２１年、平成３０年に当たると存じます。 

 つきましては、町長の去就が注目されるところで

ありますが、現職の立場から前向きに検討されるも

のと期待しておりますが、行政改革の着実な推進の

もと、財政構造の転換に向けて鋭意努力されてきて

いることは高く評価しております。 

 一般財源縮減傾向にあり、平成２０年度は５０億

後半の財政規模となり、年々厳しくなることと存じ

ております。このような見通しの中で、第５次総合

計画の樹立に当たって、町民からの行政需要、行政

サービスの低下を招かないようにすることは、容易

ではないかと存じます。 

 第３、４次総合計画を踏まえて、町長が判断し

て、その芽すら具体化していない事案も若干ありま

す。町長がみずから考えている、町民が将来的に希

望を持てる真の豊かさをどのように第５次総合計画

の中で、総花的ではなく現実味のある「ふれあい大

地創造」にどのように展開されるのか、お考えを、

所信を賜りたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番小野議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 平成２１年度を開始年度といたします第５次総合

計画の策定に当たりましては、昨年度より行政組織

内にプロジェクト会議を設置し、現行の第４次総合

計画の評価に取り組み、今年度は専任の主幹ポスト

を設けてその作業に当たっているとこめでありま

す。 

 議員より、御質問にありました第５次総合計画策

定に向けた基本姿勢についてでありますが、一つ目

といたしましては、第４次総合計画の評価を十二分

に行いまして、時勢を考慮した上で、継承すべきも

のは第５次総合計画に継承したいと考えておりま

す。 

 特に、第４次総計の４本柱の一つであります「と

もにつくる町」につきましては、協働によって成り

立つ自治を目指すものでありまして、第５次総合計

画の中にも継承発展させる形で位置づけたいと考え

ているところであります。 

 二つ目といたしましては、今後、実施いたします

町民アンケートの結果やパブリックコメント、また

各種懇談会や、まちづくりトークなどの直接対話を

通じ、町民の方々から多くの御意見をいただきなが

ら、町の将来への思いを第５次総合計画へ反映する

よう努めたいと考えております。 

 私といたしましては、地方分権時代の中で、地域

住民が安心して心豊かに暮らすことのできる地域を

目指して、時代のへ変化に即応でき得る柔軟な姿勢

をもとに、第４次総合計画で「四季彩の町上富良

野・ふれあい大地の創造」と定めたまちづくりを世

襲していきたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

○議長（中川一男君） 再質問ございますか。 

 ５番小野忠君。 

○５番（小野忠君） では、再質問いたしたいと思

います。 

 第５次計画の策定に当たりまして、お聞きいたし

ます。 

 アンケート住民１,２００人からとるということ

は大切なことですが、どのような内容で協力しても

らうのか。苦しい町の台所を説明しなければ、実効

性のある計画にならないと思います。 

 お金がないのですから、それであっても町民の意

向を踏まえることは大切だと考えますが、この町に

住んでよかったという実感を醸成するためには、こ

の際、行政主導の総花的にならず、攻めの考えで町

民の理解を得る基本姿勢が肝心と思いますが、町長

の見解を賜りたいと思います。 

 次に、２項目ほど、第４次総合計画の具体化して

おります事案の中で、若干、事業が残っている分に

対してお聞きいたしたいと思います。 

 まず、第４次総合計画で、駅前再開発、中心街活

性化の事業でございます。この点につきましては、

私も１２年間、この御意見を賜ってまいりました。

でも全く具体化されていません。 

 昨日の同僚議員の説明の中で、５次総合計画で実

施したいというようなことを申されましたが、この

１２年間の間に多額のお金を投資しております。こ

としも商工会が６０万円、それから商工会負担金か

ら５０万円、調査費をつけて、一応、駅前周辺、中

心街活性化事業を想定しているのではなかろうかと

思います。 

 こういうことを考えたときに、まだしも５次総合

でいきますならば、町長も１２年間おりました。私

も１２年間聞いてまいりました。 



 

― 71 ―

 こうなれば、もう次の世代に移るのかなと、もう

やれないのかなというようなことしか今は考えられ

ないところであります。今後、この５次総合計画の

中で完全に実施されていくのかされないのか。この

点について、お伺いしたいと思います。 

 それからもう１点は、先ほど同僚議員が質問さ

れ、また答弁がありました西小学校グラウンド整備

事業の問題であります。これは、平成１４年の９月

定例議会において御質問をされ、この答弁をいただ

いたのであります。 

 そのときに、学校の子供たちの子供会議会を行い

ました。これは２回やっております。このときに、

町長は、この子供さんの答弁に、私たちと同じよう

な答弁をしております。この答弁はここに持ってお

りますから、もう忘れてしまったのでないかなとい

う気がするのですよ。それで、ちょっと読んでみま

しょうか。 

 西小学校のグラウンドは御指摘のように水はけが

悪く、大雨が降ると水たまりができ、たびたび運動

会や学校の野外行事の際に使用できなくなるといっ

た状況がありますと。不便をかけた中で使用してい

ただいていることは十分認識しておりますが、学校

やＰＴＡで早期に暗渠排水等のグラウンドの全体の

環境整備を実現してほしいとの要望も出されている

ところでありますと。西小学校整備につきまして

は、暗渠排水のみなず、バックネット、フェンス、

遊具、樹木等のグラウンド全体の環境を考慮し、根

本的な整備を図ることが必要と考えております。次

年度において、グラウンド整備基本計画を策定し、

児童の体育授業や地域住民のグラウンドの使用に支

障がないよう年次計画で整備を進めてまいりたい

と、このように子供さんにも答弁しているわけで

す。 

 それで、１週間前ぐらいになるのですが、これは

私も忘れていたの。もう大体１４年ですから。そう

したところが高校なのですよ、子供さんが。高校に

おられます。 

 この方が、おじさんと言いました。おじさん、あ

のとき子供議会やったときに、グラウンド整備する

と言ったよねと。だけれども、いまだにまだやらな

いのだねということを言われました。 

 町長、こういう子供さんにお約束したことはやっ

ぱり守っていただきたいというのが今、最後のお言

葉ですから、私の最後の言葉で言っているのですか

ら。 

 町長も最後なのですからね。これ、ぜひ実現して

やって、子供たちにはきちんと希望を与えていただ

きたいと私は思うのですが、町長、どのようにお考

えか。お聞きしたいと思います。 

○議長（中川一男君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番小野議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、第５次総計におきまして、いろいろと御意

見を承りました。私は、さきにお答えさせていただ

きましたように、住民アンケート等々の対応を図り

ながら、このアンケートの内容につきましては、私

もいちいち現状で掌握しておりませんが、今、大学

と契約を結んで御案内のとおり予算措置させていた

だいておりますので、今まではコンサルタントと対

応しておりましたが、旭川大学と契約を結びまし

て、旭川大学が逐次、毎週のように町へ入っていろ

いろとそのアンケートの対応等々につきまして対応

をしていただいているところでありますので、これ

から住民の皆さん方に十分承知いただけるような、

そして次なる１０年間のまちづくりを目指した大き

ないろいろな課題に対するお考え方を、御意見を承

りたいと思っております。 

 また、どのような計画を立てても財政的に厳しい

からということでありますが、御案内のとおり、平

成２０年を最終年度とします第４次総計の終わりま

では、この財政の厳しい状況というものを打破し、

歳入イコール歳出で、財政運営ができる我が町の財

政構造を改革するということで、行財政改革の実施

に向かって、町民の皆さん方、議員の皆さん方の御

理解をいただきながら今、鋭意、行財政改革を進め

ておるところでありまして、何としても第５次計画

のスタートの２１年には財政構造が、さきに申し上

げましたように、歳入イコール歳出の構造になる財

政運営に向かって今努力しております。 

 そういうような観点からすると、第５次総計にお

きましても、財政的には厳しい中でありますが、現

在とはまた違った、ある面の財政運営ができるよう

なまちづくりが目指せるものと大いに期待を持ちな

がら、その基盤づくりに努めているところでありま

すので、御理解をいただきたいなと。 

 そして、総合計画でつくり上げたものを、議員御

承知のとおり、３カ年ローリングにおきまして実施

計画を立てさせていただきまして、その総合計画に

基づく実施計画のもとで、財政的な裏づけを措置を

しながら計画を進めていくという手法をとっている

わけでありますが、これは５次においてもそのよう

な手法をとりながら実施計画を立てて、財政的な対

応を図っていきたいと思っております。 

 また、第４次総計におきますいろいろな課題につ

きましては、先ほどもお話し申し上げましたような

課題につきまして、またそれ以外の課題につきまし

ても、引き続き継承すべきものは継承していくよう

な形で取り組んでいきたいと思っているところであ
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ります。 

 議員、御案内のとおり、この第４次総合計画の後

半５カ年というのは、非常に財政的に厳しかった。

私自身も反省をいたしているところでありますが、

今年度の第４次総合計画から、従前のように１０カ

年計画で押さえるではなくて５カ年に、前期と後期

というふうに分けて、５カ年計画を立てて対応させ

ていただきました。 

 その中で、前期の５カ年につきましては御案内の

とおり、西小学校、クリーンセンターの設置、ある

いは「かみん」の保健福祉総合センターの設置等々

の対応で計画どおり進めさせていただいていたとこ

ろでありますが、御案内のとおり非常に厳しい財政

状況になったことから、保健福祉総合センターかみ

んの建設が、予定よりも２年おくれたというような

ことと、その後におきます大きな課題でありました

文化会館、図書館、それから今議員からもお話しが

ありました駅前再開発の問題。 

 これらにつきましては、今総計の中ではとてもで

はないけれども財源的に対応でき得ないというよう

なことから、次期総計に繰り延べるということで後

期のスタートをさせていただいているところであり

まして、これらにつきましての文化会館につきまし

ては御案内のとおり、かみんの中に多目的施設をつ

くらせていただきまして、その併用をさせていただ

く。 

 また、図書館につきましては、公民館の改修によ

りまして図書館の設置を見たというようなことでそ

の対応を図らせていただきましたが、駅前開発につ

きましては次期総計の繰り延べということでござい

ますので、これらにつきましても、何度もお答えさ

せていただきますように、引き続き第５次に向かっ

て対応を図っていくように進めていきたいと思って

いるところであります。 

 現在もいろいろな予算を使っておりますが、これ

は、引き続きこの駅前整備というものが重要な課題

の一つとして位置づけさせていただいているという

ことで御理解をいただきたいと思います。 

 また、西小学校のグラウンドの問題につきまして

は、先ほど教育長からお話し申し上げましたよう

に、既に実施計画を立てて１７年度で対応しようと

いうことで進んだところでありますが、何度も御説

明申し上げているように、あそこは暗渠を掘っただ

けでは水はけに十分対応できないと。 

 表土を全部取りかえなければならないということ

から大規模な工事になるということで、今期の財政

の中では難しいというようなことで繰り延べさせて

いただいたと。 

 実施する予定で対応していたということは、１７

年までは事実でありますので、ひとつ御理解を賜り

たいと思います。 

○議長（中川一男君） ５番小野忠君。 

○５番（小野忠君） 財政はよくわかります。お金

のないということは、よく御承知であります。 

 でも、西小グラウンドの整備につきましては、ひ

とつ子供さんたちのお考えになって、１日も早い整

備事業を遂行していただきたいと、私はこのように

思います。ひとつ、そこら辺は町長、よろしくお願

いいたしますと、私の方からお願いして、質問を終

わります。 

○議長（中川一男君） 町長、再々答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番小野議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 私も、この問題につきましては、西小グラウンド

につきましては、開設以来から、私の子供も世話に

なり、ＰＴＡの役員もさせていただいたというよう

なことで、運動会の苦しさ、ＰＴＡの役員をしてい

て非常に承知しております。 

 そういうようなことから、何とかしなければなら

ないということは十分承知しておりますので、教育

長がお答えしておりますように、第５次の中で、着

手できるように、私自身も努力してまいりたいと

思っておりますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（中川一男君） 以上をもちまして、５番小

野忠君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第１号 

○議長（中川一男君） 日程第３ 議案第１号平成

１９年度上富良野町一般会計補正予算（第１号）の

件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成１９年度上富良野町一般会計

補正予算（第１号）の提案要旨につきまして、最初

に説明申し上げてまいります。 

 まず、このたび補正予算の主な要素となりました

３点を申し上げてまいります。 

 １点目は、債務負担行為の補正でありますが、防

衛周辺整備事業によります中の沢排水路整備事業に

おいて、補助側であります防衛施設局との調整によ

り早期事業推進を図ることから、本年度の事業量が

増額となるところでございます。 

 なお、本年度から平成２０年度までの２年間を事

業期間として取り進め、事業の円滑な推進を図るた

め債務負担行為の限度額を変更し、あわせて所要額
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を計上しております。 

 ２点目は、平成１８年度区各会計の決算がまとま

り、各会計において翌年度へ繰り越しへの手続をと

ることに伴い、一般会計が繰り戻しを受ける必要が

あるものについて予算計上をしております。 

 ３点目は、平成１８年度一般会計において、５月

末の決算確定に伴い繰越金が生じましたので、予算

計上をしております。 

 以上、申し上げました大きな３点を主な内容とい

たしまして、財源の調整を図った上で、さらに財源

的に余剰となります部分につきましては、現時点で

今年度の財政収支見通しを正確に予測することは困

難でありますことから、当面、予備費に計上し、今

後の財政需要に対応するよう補正予算を調製いたし

たところであります。 

 それでは、以下議案につきましては、議決対象項

目の部分について説明してまいります。 

 議案第１号平成１９年度上富良野町一般会計補正

予算（第１号）。 

 平成１９年上富良野町の一般会計の補正予算（第

１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ８,３９７万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ６３億３,３９７万６,

０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 （債務負担行為の補正）。 

 第２条、債務負担行為の変更は、第２表債務負担

行為補正による。 

 それでは、１ページに移ります。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 この第１表では、歳入及び歳出ともに、款の名称

ごとに補正額のみ申し上げてまいります。 

 １、歳入。 

 １４款国庫支出金３,３０１万８,０００円、１５

款道支出金３４２万６,０００円、１７款寄附金１

５万円、１８款繰入金１,１１５万３,０００円、１

９款繰越金３,６６６万９,０００円、２０款諸収入

４４万円の減。 

 歳入合計が８,３９７万６,０００円となります。 

 ２ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費５０７万９,０００円、３款民生費１

１６万３,０００円、４款衛生費３６万円、６款農

林業費１３０万８,０００円、７款商工費２４万３,

０００円、８款土木費３,７３７万４,０００円、９

款消防費３５０万４,０００円の減、１０款教育費

１００万５,０００円、１４款予備費４,０９４万

８,０００円。 

 歳出合計が８,３９７万６,０００円となります。 

 ３ページに移ります。 

 第２表、債務負担行為の補正。 

 ここでは冒頭申し上げましたが、中の沢排水路整

備事業として、本年度から２０年度までの２年間を

事業期間として、記載のとおり債務負担行為の限度

額を２億３,０００万円に変更し、事業を推進しよ

うとするものです。 

 ４ページ以降につきましては、この補正予算に関

する説明部分でありますので、御高欄いただいてい

ることで、説明につきましては省略させていただき

ます。 

 これをもちまして、議案第１号平成１９年度上富

良野町一般会計補正予算（第１号）の説明を終わり

ます。 

 御審議いただきまして、原案をお認めくださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 昼食休憩といたします。 

──────────────────                

午前１１時５４分 休憩 

午後 １時００分 再開 

──────────────────                

○議長（中川一男君） 昼食前に引き続き、会議を

開きます。 

 議案第１号の質疑に入ります。 

 ございますか。 

 ４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） 債務負担行為についてお尋

ねをします。 

 債務負担については、平成１７年度決算によると

いうことで、総務省報告を見ますと債務負担残額、

１７億６,９００万円ということで報告でされてお

りますが、これ現在、その残は幾らございますか。 

 それが１点と、これまたこうして見ていて、たま

たまこれ広報持ってきていて、比べてやっぱり見づ

らい。 

 どうしてこの数字が、民生費が６億６,１００万

円というものですね。こっちを見ると８億円で、見

づらいな。何とかこれ見やすいようにやっていただ

ければ、ありがたいなと思うのですけれどもね。と

いうところでございます。 

○議長（中川一男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） １７年決算でしか出て

ございませんので、債務負担行為につきましては、



 

― 74 ―

今１９年度以降の部分で４９億８,４００万円で１

７年度の決算、１８年度以降のということで債務負

担行為については対応しております。 

 以上です。 

○議長（中川一男君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ４番梨澤議員の質問に、

私の方からもお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 広報の掲載の関係につきましては、もう既に御承

知かと思いますが、目的別に、予算もほとんど款別

には目的別に款を起こしてございますが、たまたま

給与費につきましては、それぞれ部門ごとに配置し

ている職員の全部をまとめて給与費ということで予

算書は構成してございますが、一般町民の方には行

政の目的ごとに、それぞれ職員の給与を分解したと

きの姿として掲載してございますので、いずれにし

ても見づらいというか、目的別にはその掲載の内容

については非常に有効だと思っていますが、予算書

と比較したときに、今申し上げましたような差異が

ございますので、その点は掲載の内容に若干そうい

うことも、文言も書き加えて掲載してございますの

で、より一般の町民がわかりやすく理解をしていた

だけるように、今後も努めてまいりたいと思いま

す。 

 それと、債務負担の関係については、総務課長が

申し上げましたように、総額では限度額として４０

数億円になってございますが、いわゆる地方債の長

期に返済を伴うものについては、今議員が言われる

ように１７年度で１７億円余りでありますし、その

後については長期に準じるような債務負担行為の設

定はほとんどございませんので、長期の分としては

ほぼ同額程度ということで、御理解をいただきたい

と思います。 

○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） わかりました。 

 財政の話をするとき、年度が変わったり、それか

ら、これとこれという土俵が変わったりすると、お

互いにせっかく言わんとするところは同じでも通じ

ないところがあるかと思いますので、一応、総務省

報告をしているところの一般会計の地方債残、それ

から債務負債の残、それから特別会計の地方債残。 

 これでもってお話しをしたいというように思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（中川一男君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 総務省が把握しているの

は、町がそれぞれルールに基づいて、統計をまとめ

たものを全国的に総務省が掌握しているということ

でありますので、総務省のデータについては出どこ

ろは町でございますし、全国的に同じルールに基づ

いて統計としてまとめてございますので、総務省の

そういうものと、それからそうでないものとを比較

することについては、いろいろと不都合がございま

すし、わかりにくい点ございますので、私どももそ

ういう点では、その使う目的によりまして混在しな

いように十分配慮して町民に情報提供をしてまいり

たいと考えてございます。 

○議長（中川一男君） よろしいですか。 

 他に、ございますか。 

 ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） １２ページの財産管理費

で、確認しておきたいと思いますが、ここで委託料

で１００万円計上されております。 

 農業用の施設等の、いわゆるＪＡに対する譲渡関

係にかかわる土地の測量等という形になっておりま

すが、これにかかわって土地の売買等も当然含まれ

てくるのかなと思いますが、大体この実勢価格等と

いうのが近隣のどのような状況になっているのかと

いうのと、今後どういう手続のもとで、こういう財

産等が処理されるのか。この点、確認しておきたい

と思います。 

 次に、２４ページの障害防止関係で、補償及び賠

償金、移転補償費という形で６００万円ついており

ますが、この内訳等についてはどのようになってい

るのか。 

 それと、２６ページの公園費、土木費の中で、公

園費で見晴台の公園管理費という形で、備品購入

なっておりますが、これについては、ここで物品の

販売等も含めた中での、それに伴う備品等の整備と

いう形になっているかと思いますが、今後どのよう

な形で、委託管理されておりますけれども、現状の

予算の内訳と、あとでまたこれが足りなかった、あ

れが足りなかったという話をよく聞かされるもので

すから、そういうことがないような財政措置になっ

ているのか。この点、お伺いしておきたいと思いま

す。 

○議長（中川一男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ９番米澤議員の１点目

の農業センターの用地の関係の今後の動き方になる

かと思いますけれども、基本的には丘町３丁目の農

業センターの用地につきましては、同農協の方に売

却に向けた手続きを、今後進めたいと考えてござい

ます。 

 用地的な単価でございますけれども、これにつき

ましては、これから農協との協議にも入ると思いま

すけれども、近々の平成１６年度の北２４号道路の

用地買収等の価格等もございますので、そういう状

況も取引事例等に合わせまして、今後農協との対応

を進めていきたいと考えてございます。 
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 その内容ができ次第、今回の予算で分筆登記、道

路の部分ですとか民間との境界もございますので、

その費用的なものも含めながら今回予算計上をさせ

ていただきまして、これが相整いますと、また議会

の方にも財産処分の関係出てきますので、議会とも

お話をしていきながら、対応していきたいと考えて

います。 

 なお、本年度中は、農協等の方の部分と賃貸借契

約を結んでございますので、本年度中につきまして

は、今の現状のままで進む傾向になるかと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（早川俊博君） 米澤議員の２点目

の中ノ沢排水整備の関係の移転補償費の関係の部分

ですけれども、この中ノ沢排水につきましては、現

在の排水の線形が変わる関係から、その地先の納屋

ですとか、あと用地の関係、そういった部分の移転

補償部分でございます。 

 次に、見晴台公園管理費の関係の備品購入の関係

でございますけれども、この関係につきましては、

イベント用のテント、１間半の２間の大きさですけ

れども、これを４張り、そしてそれを収納する収納

庫を今現在あります建物の横に、そういった美観を

損なわないような形で二つ収納するという形で、見

晴台公園のイベント専用に使うテントとして購入す

るものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） よろしいですか。 

 他に、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第２号 

○議長（中川一男君） 日程第４ 議案第２号平成

１９年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました議案第２号平成１９年度上富良野町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 １点は、平成１８年度にかかわります歳入歳出の

精算によりまして、平成１９年度への繰越額が９,

９６６万５,０００円と確定したことから、当初予

算の２,０００万１,０００円に７,９６６万４,００

０円を歳入へ同額計上し、合わせて所要の補正をし

ようとするものであります。 

 ２点目といたしまして、平成１８年度の老人保健

拠出金額、さらに介護給付費納付金が定まり、所要

の補正をするものであります。 

 ３点目は、国保ヘルスアップ事業の精算に伴いま

して、所要の補正をするものであります。 

 ４点目は、基金積立金につきまして、平成１８年

度において支消しませんでしたので、積み戻しをす

るものであります。 

 以下、議案を朗読しながら御説明いたします。 

 議案第２号平成１９年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）。 

 平成１９年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ７,７８９万８,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ１４億４,９３８万８,

０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きいただきたいと存じます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款及び補正額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款国庫支出金、補正額１７６万６,０００円の

減、８款繰越金７,９６６万４,０００円。 

 歳入合計としまして、７,７８９万８,０００円と

なります。 

 ２、歳出。 

 ３款老人保健拠出金５万５,０００円、４款介護

納付金１５万８,０００円の減、６款保健事業費２

１１万９,０００円の減、７款基金積立金３,５００

万円、９款諸支出金１８８万円、１０款予備費４,

３２４万円。 

 歳出合計としまして、７,７８９万８,０００円と

なります。 

 以上、議決項目について説明申し上げました。御

審議賜りまして、お認めいただきますようお願い申

し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま
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す。 

 これより、質疑に入ります。 

 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） １１ページの国保のヘル

スアップ事業の２１１万９,０００円減ですけれど

も、これは特別調整交付金の関係での調整かとは思

うのですけれども、減になったのは、この事業が何

か縮小されたようなイメージを受けるのですけれど

も、これは主に生活習慣病を対象に５年間実施する

ことになっていますけれども、３年ぐらい経過した

ところでないかと考えるわけですが、何かこの事業

の内容を変更されたのでしょうか。 

 その点、お伺いしたいと思います。 

○議長（中川一男君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 村上議員の御質問

にお答えを申し上げます。 

 このヘルスアップ事業につきましては、平成１７

年度から実施しているところでございまして、基本

的に補助対象につきましては、全額１００％補助と

いうことでございました。 

 しかしながら、全国の町村が手を挙げまして、か

なりな数になりましたことから、検査項目につきま

して、特に血液検査につきまして対象外ということ

になったため、減額となったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） それに伴って、少し事業

の内容を変えなければいけないということにはなら

ないのでしょうか。 

○議長（中川一男君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 村上議員の御質問

でありますけれども、これに伴いまして、町として

の事業、国保としての事業につきましては、縮小は

してございません。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） よろしいですか。 

 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 議案第２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                

◎日程第５ 議案第３号 

○議長（中川一男君） 日程第５ 議案第３号平成

１９年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第

１号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ただいま上程され

ました議案第３号平成１９年度上富良野町介護保険

特別会計補正予算（第１号）につきまして、提案の

要旨を申し上げます。 

 １点目として、平成１８年度の同会計の精算を終

えまして、翌年、平成１９年度会計への繰越額が確

定したことから、歳入歳出既決予算額に３,５２３

万６,０００円を追加し、歳入総額６億８,９２３万

１,０００円としようとするものであります。 

 ２点目として、繰越額のうち、平成１８年度の給

付にかかわります国道支払基金交付金の概算払いに

対する精算１,５５５万２,０００円と、町一般会計

からの繰り入れにかかわる給付の負担及び給与費、

事務費の精算金４７１万円が確定いたしましたこと

から、それぞれの対象科目に計上いたしまして、償

還繰り出しを行おうとするものであります。 

 ３点目には、第１号保険者から納付された保険料

のうち、納入済みの１名の方が亡くなられたことに

よりまして過払い保険料１万３,０００円が生じた

こととなったため、この保険料を還付しようとする

ものであります。 

 ４点目として、実質繰越額の１,４７６万７,００

０円を介護保険会計運営の安定を目指し、基金に積

み立てるものといたします。 

 また、残額１９万４,０００円につきましては予

備費に充当するという内容でございます。 

 なお、基金積み立てによります現在高は３,５０

０万円余りとなるところでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第３号平成１９年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第１号）。 

 平成１９年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ３,５２３万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ６億８,９２３万１,０

００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。款の補正額のみ申し上げます。 

 ５款支払基金交付金４１７万円、６款財産収入１
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万７,０００円、８款繰越金３,１０４万９,０００

円。 

 合計３,５２３万６,０００円であります。 

 ２、歳出。 

 ６款基金積立金１,４７６万７,０００円、７款諸

支出金２,０２７万５,０００円、８款予備費１９万

４,０００円。 

 合計３,５２３万６,０００円でございます。 

 ２ページ以降の歳入歳出補正事項別明細書につき

ましては、説明を省略させていたきます。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまして

お認めくださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 確認させていただきたい

のですが、今、各富良野沿線の５市町村で、介護保

険の協定がなされているのですか。 

 そして、例えば、上富良野の方が富良野のグルー

プホームに入所した場合には富良野市の介護保険を

使うと、こういうふうになっているのですか。そこ

のところをちょっと、各市町村で。 

 例えば、では逆に富良野の方が上富良野町の施設

に入所された場合は、上富良野の介護保険で適用す

るということになっているでしょうか。そこのとこ

ろを確認させてほしいのです。 

○議長（中川一男君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） １３番村上議員の

介護保険の質問でございますが、協定によりまし

て、上富良野町の住民が富良野市のグループホーム

に入った場合、そういった場合は上富良野が負担し

ます。 

 逆に、富良野市の方が上富良野町のグループホー

ムに入った場合、富良野市の負担、そういう協定を

結んでおります。 

○議長（中川一男君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 住まいをしているところ

のということですね。居住している場所のというこ

とですね。 

 わかりました。どうもありがとうございます。 

○議長（中川一男君） ほかに、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 議案第３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                

◎日程第６ 議案第４号 

○議長（中川一男君） 日程第６ 議案第４号平成

１９年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました議案第４号平成１９年度上富良野町簡易水道

事業特別会計補正予算（第１号）の補正の要旨につ

きましては、平成１８年度会計の収支の差額を一般

会計へ繰り出すものでございます。 

 差額の内訳につきましては、歳入では使用料等の

増額分７１万６,０００円と、歳出の執行残５８万

２,０００円の差し引き残額でございます。 

 以下、議案の朗読をもって、説明にかえさせてい

ただきます。 

 議案第４号平成１９年度上富良野町簡易水道事業

特別会計補正予算（第１号）。 

 平成１９年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ１２９万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ８,８４９万３,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正。款の補正額のみを申し

上げます。 

 １、歳入。 

 ３款繰越金１２９万８,０００円。 

 歳入合計、同じく１２９万８,０００円でござい

ます。 

 ２、歳出。 

 ３款繰出金１２９万８,０００円。 

 歳出の合計も同じく１２９万８,０００円でござ

います。 

 以上、議決項目について説明申し上げました。御

審議いただきまして、議決賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑を受けます。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                

◎日程第７ 議案第５号 

○議長（中川一男君） 日程第７ 議案第５号平成

１９年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました議案第５号平成１９年度上富良野町公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）の補正の要旨に

つきましては、平成１８年度会計の収支の差額を一

般会計へ繰り出すものでございます。 

 差額の内訳につきましては、歳入では負担金、使

用料などの増額２４万６,０００円と、歳出の執行

残７５万９,０００円の差し引き残額でございま

す。 

 以下、議案を朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 議案第５号平成１９年度上富良野公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）。 

 平成１９年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ１００万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ３億６,２００万５,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 次のページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款の補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ４款繰越金１００万５,０００円。 

 歳入の合計は、同じく１００万５,０００円でご

ざいます。 

 ２、歳出。 

 ３款繰出金１００万５,０００円。 

 歳出の合計も同じく１００万５,０００円でござ

います。 

 以上、議決項目について御説明申し上げました。

御審議いただきまして議決賜りますよう、お願い申

し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） これをもって質疑、討論を

終了いたします。 

 議案第５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                

◎日程第８ 議案第６号 

○議長（中川一男君） 日程第８ 議案第６号平成

１９年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君） ただいま

上程されました議案第６号平成１９年度上富良野町

ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第１号）

につきまして、提案理由の要旨を御説明申し上げま

す。 

 平成１８年度のラベンダーハイツ事業特別会計の

決算におきまして、繰越金が当初見込み６００万円

に対しまして１,５８５万２,０００円と確定しまし

たことから、そのうち５０１万２,０００円を施設

整備基金に積み立てをし、今後計画しております施

設整備に充て、残りの４８５万２,０００円を予備

費に計上し、不測の事態に備えようとするものでご

ざいます。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第６号平成１９年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第１号）。 

 平成１９年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ９８６万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ２億８,３８６万４,００

０円とする。 
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 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款の名称並びに補正額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 ５款繰越金、補正額９８５万２,０００円、７款

財産収入１万２,０００円、歳入合計９８６万４,０

００円。 

 ２、歳出。 

 ４款基金積立金５０１万２,０００円、６款予備

費４８５万２,０００円。 

 歳出合計９８６万４,０００円となったところで

あります。 

 以上で、議決項目の説明にかえさせていただきま

す。御審議いただきましてお認めいただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了をいたします。 

 これより、議案第６号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり決しました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第７号 

○議長（中川一男君） 日程第９ 議案第７号平成

１９年度上富良野町病院事業会計補正予算（第１

号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○病院事務長（大場富蔵君） ただいま上程されま

した議案第７号平成１９年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第１号）につきまして、提案要旨の説

明を申し上げます。 

 １点目は、上富良野町看護師等養成就学資金貸付

条例に基づき、准看護師の奨学金の貸し付け申請が

あったことから、看護師確保対策の一環として、同

条例により月額３万円を就学資金として貸し付けす

るための予算措置でございます。 

 ３万円の１２カ月分を計上してございます。 

 ２点目は、寄附金の計上でございます。 

 入院患者様の御家族から３件、１５万円の御寄附

をいただいたことから、所要の予算措置を行うもの

でございます。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第７号平成１９年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第１号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成１９年度上富良野町病院事業会計の

補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 資本的収入及び支出。 

 第２条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 款の補正予定額のみを申し上げます。 

 収入。 

 第１款資本的収入５１万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出５１万円。 

 以上、議決事項についての説明といたします。御

審議いただきまして議決いただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

 ４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） この予算と、ちょっと離れ

るのですけれども、病院のためを思ってということ

になるかなと思うのですけれども、患者様と言われ

まして、あれから何か病院が変わってきたのです

よ。かえって、だれだれさんと言った方が親近感が

あるのですよね。 

 これは、様などというのは、亡くなったら様でも

いのですけれども、亡くなっていないから。さんと

いうようなことで、やってはいかがかな。 

 何でも平等ではないのですから、世の中。お医者

さんは、お医者さんなのです。その辺が何だか、お

客様と言って医者の価値を下げて同等にというよう

な、そんなことにはならないと思うのです。 

 だから、お医者さんはお医者さん、立てなければ

だめです。学校の先生も同じですけれども。そうい

うところで検討してみてください。 

 患者は、だれだれさんと言われた方が親近感も

あって話しやすいわというようなことに私はなると

思うのですけれども、いかかでしょうか。 

○議長（中川一男君） 町立病院事務長、答弁。 

○病院事務長（大場富蔵君） 梨澤議員の今の質問

にお答えいたします。 

 議員が言われるとおり、様をつけるのは、一般的

にはお名前を直接呼び上げるときにつけるのはいい

けれども、患者様というときに、様をつけるのはい

かがというのが新聞等に載っていたのは私も見てい
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たところでございますけれども、公文書とかそうい

う文書等につける場合には様がいいのでないかとい

うふうにも書かれてございましたので、今の説明に

おきましては様をつけたところでございますけれど

も、一般的には患者さんと言われるのがいいのでは

ないかと書かれているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中川一男君） ４番梨澤節三君。 

○４番（梨澤節三君） 踏み込んで、患者の話もさ

ることながら、公文書もさることながら、名前を呼

んだときなのですよ。 

 やっぱり親しみあるのは、だれだれさんと呼び出

しを受けていくのがいいのです。それが非常に気持

ちがいいのです。どこの病院行っても、様というの

はやっぱりかなりの違和感があるのです。 

 この呼び方は、親しくなればだれだれちゃんとか

と、こうなっていくのですね、だんだんね。うんと

親しくなったら、だれだれと呼び捨てになってしま

うのです。 

 そういうことでもって、様というのがどこからど

ういう定義で出したのかという。大事にしろ大事に

しろという、そこから生まれたのか。その辺が曖昧

模糊としているのです。 

 これ、個人の名前を呼ぶときも、様ではなく、さ

んでやった方が、病院の親しみ感を増すということ

につながるのではないかということで、御検討をい

ただきたいなと思うのですが、いかがでしょう。 

○議長（中川一男君） 町立病院事務長、答弁。 

○病院事務長（大場富蔵君） 梨澤議員の御質問に

お答えいたします。 

 病院の中におきまして、患者さんの窓口の負担金

の計算ができたときお呼びしているのは、さんづけ

で呼んでございます。 

 そんなことで、ちょっと改まったときに様をとい

うことですけれども、一般的には病院の中ではさん

を使ってございます。 

 以上です。 

○議長（中川一男君） 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 議案第７号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────                

◎日程第１０ 議案第８号 

○議長（中川一男君） 日程第１０ 議案第８号財

産取得高所救助作業車の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました議案第８号財産取得高所救助作業車消防車両

につきまして、提案理由を御説明申し上げます。 

 北消防署区域内には３階建て以上の建物が４４棟

ございます。中高層建築物の火災鎮火、人命救助活

動に対応するため、高所救助作業車の配備をするこ

とが極めて有効であることから、このたび特定防衛

施設周辺整備調整交付金の補助を受け、配備するも

のでございます。 

 高所救助作業車の概要につきましては、３.５ト

ン、シャーシ、シングルキャビン、高所作業装置等

の仕様であります。 

 購入に当たりましては、北海道内の納入できる指

名登録業者２社を指名いたしまして、６月７日の入

札の結果、株式会社愛知コーポレーション北日本支

店北海道支社が落札いたしました。 

 本件の財産取得額といたしましては消費税を含め

まして３,４０３万５００円となりますが、現有車

両価格１万５００円を差し引いた残りの３,４０２

万円を、差額として相手方に支払いを行う交換契約

を締結することとしてございます。 

 以上、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 議案第８号財産取得の件、高所救助作業車（消防

車両）を次により取得するため、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する条例

（第３条）の規程により議会の議決を求める。 

 記。 

 １、取得の目的、高所救助作業車（消防車両）。 

 ２、取得の方法、指名競争入札による。 

 ３、取得金額、３,４０３万５００円。 

 ４、取得の相手方、札幌市西区発寒１４条４丁目

２の７０、株式会社アイチコーポレーション北日本

支店北海道支社、担当部長庄子敏行。 

 ５、納期、平成１９年度１２月２８日。 

 以上、説明といたします。御承認賜りますよう、

よろしくお願いをいたします。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

 １０番仲島康行君。 

○１０番（仲島康行君） ちょっとお尋ねするので

すけれども、２社でやったということなのですか。

２社なら、もう１社の分はどのぐらいの金額になっ

ているのかなと。 
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 それから、これは北海道だけの会社ということに

なるのだろうね、これ。それは２社以外にないとい

うことなのでしょうか。その辺をひとつ。 

○議長（中川一男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） １０番仲島議員の今の

御質問にお答えをいたします。 

 まず、北海道２社でございます。道外からという

ところもございますけれども郵送等またかかります

ので、北海道内の２社を指名してございます。 

 また、指名登録業者でもあるということで、２社

でございます。 

 もう１社につきましては、株式会社北海道森田旭

川営業所でございます。現有車両価格含めまして

３,４５５万７,０００円ということで、２番札に

なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中川一男君） よろしいですか。 

 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） これをもって質疑、討論を

終了いたします。 

 議案第８号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 発議案第１号 

○議長（中川一男君） 日程第１１ 発議案第１号

議員派遣の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １５番向山富夫君。 

○１５番（向山富夫君） ただいま上程いただきま

した発議案第１号議員派遣の件につきまして、議案

の朗読をもって説明とさせていただきます。 

 発議案第１号議員派遣の件。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出します。 

 提出者、上富良野町議会議員向山富夫、賛成者、

上富良野町議会議員、仲島康行、同じく中村有秀、

同じく長谷川徳行。 

 議員派遣の件。 

 次のとおり、地方自治法第１００条第１２項及び

会議規則第１２１条の規定により議員を派遣する。 

 記。 

 １、北海道町村議会議長会主催の議員研修会及び

先進市町村調査。 

 (1)、目的、分権時代に対応した議会の活性化に

資するため。 

 (2)、派遣場所、札幌市、倶知安町。 

 (3)、期間、平成１９年７月３日から７月４日、

２日間。 

 (4)、派遣議員、全議員１８名。 

 以上でございます。お認めいただきますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑を受けます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） これをもって質疑、討論を

終了いたします。 

 発議案第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 発議案第２号 

○議長（中川一男君） 日程第１２ 発議案第２号

上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条例の

の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １５番向山富男夫君。 

○１５番（向山富夫君） ただいま上程いただきま

した発議案第２号につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 昨年、第３回定例議会におきまして、本年８月執

行の改選以降、議員の定数を現在の１８名から１４

名に改めることに決定したことから、常任委員会の

数と定数、所掌について改正しようとするものであ

ります。 

 総務産建常任委員会と厚生文教常任委員会の２委

員会とし、定数もそれぞれ７名ずつとするもの。 

 またあわせて、関係する必要な附則を改正しよう

とするものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 発議案第２号上富良野町議会委員会条例の一部を

改正する条例。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。 

 提出者、上富良野町議会議員向山富夫、賛成者、

上富良野町議会議員、仲島康行、同じく中村有秀、

同じく長谷川徳行。 

 以上でございます。 

 裏面をごらんいただきたいと思います。 
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 上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条

例。 

 上富良野町議会委員会条例（昭和６２年上富良野

町条例第８号）の一部を次のように改正する。 

 第２条を次のように改める。 

 （常任委員会の名称、委員定数及びその所掌）。 

 第２条、常任委員会の名称、委員の定数及び所掌

は次のとおりとする。 

 (1)、総務産建常任委員会７人。 

 所掌の範囲ですが、総務課、会計管理者の事務部

局、産業振興課、建設水道課、選挙管理委員会、農

業委員会及び監査委員の事務に関する事項並びに他

の常任委員会の所掌に属しない事項。 

 (2)、厚生文教常任委員会７人。 

 所掌でございますが、町民生活課、保健福祉課、

町立病院、ラベンダーハイツ、固定資産評価審査委

員会及び教育委員会の事務に関する事項。 

 第６条中第２項中、「７人」を「５人」に改め

る。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １、この条例は、公布日以後、最初に行われる一

般選挙による任期の起算日から施行する。 

 （上富良野町表彰条例の一部改正）。 

 ２、上富良野町表彰条例（昭和５８年上富良野町

条例第９号）の一部を次のように改める。 

 第８条中「町議会総務文教常任委員長」を「町議

会総務産建常任委員長」に改める。 

 以上でございます。御審議賜りましてお認めいた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） これをもって質疑、討論を

終了いたします。 

 発議案第２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 発議案第３号 

○議長（中川一男君） 日程第１３ 発議案第３号

上富良野町議会会議規則の一部を改正する規則の件

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １５番向山富夫君。 

○１５番（向山富夫君） ただいま上程いただきま

した発議案第３号につきまして、提案の要旨を御説

明を申し上げます。 

 さきの１９年第１回定例議会におきまして、人事

院規則の一部改正に伴い、町の一般職員の１週の勤

務時間が４０時間とすることに改正され、勤務時間

が午前８時３０分から１７時３０分となりましたこ

とから、議会の会議規則もこれに準じ会議時間を改

正しようとするものであります。 

 また、一部文言の整理、あわせまして会議規律の

一部を改正しようとするものであります。 

 以下、議案の朗読をもって、説明とさせていただ

きます。 

 発議案第３号上富良野町議会会議規則の一部を改

正する規則。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員向山富夫、賛成者、

上富良野町議会議員、仲島康行、同じく中村有秀、

同じく長谷川徳行。 

 裏面をごらんいただきます。 

 上富良野町議会会議規則の一部を改正する規則。 

 上富良野町議会会議規則（昭和６２年会議規則第

１号）の一部を次のように改正する。 

 第９条第１項中「午後５時」を「午後５時３０

分」に改める。 

 第１４条第１項中「議案を提出するに当たって

は、」の次に、「提出者を含め」を加える。 

 第１０３条に次の１項を加える。 

 ２、携帯電話の電源は切らなければならない。 

 第１０６条の見出しを「（喫煙及び飲食の禁

止）」に改め、同条中「喫煙」の次に「又は飲食

を」を加える。 

 附則。 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。御審議賜りましてお認めいた

だきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） これをもって質疑、討論を

終了いたします。 

 これより、発議案第３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 
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────────────────── 

◎日程第１４ 発議案第４号 

○議長（中川一男君） 日程第１４ 発議案第４号

地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策の着実な推

進に関する意見の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １４番長谷川徳行君。 

○１４番（長谷川徳行君） ただいま上程されまし

た発議案第４号を朗読をもって説明にかえさせてい

ただきます。 

 発議案第４号地球温暖化防止に向けた森林吸収源

対策の着実な推進に関する意見の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４号第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員長谷川徳行、賛成

者、上富良野町議会議員、仲島康行、同じく中村有

秀。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働

大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大

臣、環境大臣。 

 裏面をごらんください。 

 地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策の着実な

推進に関する意見書。 

 平成１７年に閣議決定された京都議定書目標達成

計画では、京都議定書に基づく我が国の温室効果ガ

ス削減約束を達成するため、年間１,３００万炭素

トンを森林吸収で確保することとしている。 

 また、政府は平成１９年度から２４年度の６年間

において、毎年２０万ヘクタールの追加的な森林整

備が必要としており、平成１９年度当初予算案等に

おいて、約２３万ヘクタールの追加整備に必要な予

算として７６５億円を決定してところである。 

 しかしながら、長期にわたる林業採算性の低下等

により森林所有者の施業意欲が減退していることに

加え、地方公共団体も極めて厳しい財政状況にある

ことから、間伐等の森林吸収源対策を着実に実施す

ることが非常に困難な状況にある。 

 よって、国においては、森林吸収源対策の着実な

推進を図るため、森林所有者が意欲を持って林業経

営に当たることができるよう次の事項について要望

する。 

 記。 

 １、林業採算性向上のための施策・制度の一層の

充実を図ること。 

 ２、森林所有者及び地方公共団体に対する新たな

財政措置を実現すること。 

 ３、企業の社会貢献による森林づくりなど森林整

備を社会全体で支えるための制度を創設すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出す

る。 

 御審議いただきましてお認めいただきますよう、

お願いいたします。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。 

 質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） これをもって質疑、討論を

終了いたします。 

 これより、発議案第４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 発議案第５号 

○議長（中川一男君） 日程第１５ 発議案第５号

道路整備に関する意見の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １４番長谷川徳行君。 

○１４番（長谷川徳行君） ただいま上程されまし

た発議案第５号を、朗読をもって説明にかえさせて

いただきます。 

 発議案第５号道路整備に関する意見の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員長谷川徳行、賛成

者、上富良野町議会議員、仲島康行、同じく中村有

秀。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣。 

 裏面をごらんください。 

 道路整備に関する意見書。 

 道路は道民生活や経済・社会活動を支える最も基

礎的なインフラであり、高規格幹線道路から道民生

活に最も密着した市町村道に至るまで、北海道の道

路網の整備は道民が長年にわたり熱望してきている

ところからも、中長期的な視野に立って、体系的か

つ計画的に推進されるべきものである。 

 しかしながら、広域分散型社会を形成し、自動車

交通への依存度が高い北海道の道路整備は、全国に

比べて大きく立ちおくれており、特に冬期間の厳し

い気象条件などによる交通障害などを解消し、本道

における活力ある地域づくりや、安全で快適な生活

環境づくり、さらには観光の国づくりを支援する上

で、より一層重要となっている。 

 特に、高規格幹線道路ネットワークの形成は、道
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内の圏域間の交流・連携の強化、地域経済の活性

化、高次医療サービスの確保や災害発生時における

代替性の強化などを図る上で、そして北海道が自

主・自立を目指し、我が国における安定した食料供

給基地、観光資源の提供の場などとして、その役割

をしっかり担っていくための最重要課題である。 

 昨年末に道路特定財源の見直しに関する具体策が

示され、見直しの作業が進められているが、北海道

の道路整備の実情を十分踏まえ、引き続き、道路整

備が強力に推進されるよう、次の事項について特段

の配慮を強く要望する。 

 記。 

 １、道路整備を計画的かつ着実に進めるため、受

益者負担という道路特定財源制度の趣旨に反するこ

となく、必要な財源を確保すること。 

 ２、今後の具体的な道路整備の姿を示した中期計

画を作成するに当たっては、地域間格差への対応、

安全・安心の確保、豊かな生活環境の創造等の観点

から、道民の道路整備に対するニーズを幅広く酌み

取るとともに、道民の期待にこたえるべく、道路整

備を計画的かつ着実に推進すること。 

 ３、高規格幹線道路ネットワークの早期形成を図

るため、現在事業中の区間については、効率的な整

備を行うことにより、一日も早く供用するととも

に、抜本的見直し区間のうち当面着工しないとされ

た区間については、早期に事業化を図ること。 

 また、利用者の利便性向上を図るため、弾力的な

料金設定に努めること。 

 ４、今後、高齢化する道路ストックが増大するこ

とを踏まえ，道路網の安全性及び信頼性が確保され

るよう、適時適切な修繕等による効率的な道路ス

トック管理を行うこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出す

る。 

 御審議いただきましてお認めいただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中川一男君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、発議案第５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 閉会中の継続調査申し出の件 

○議長（中川一男君） 日程第１６ 閉会中の継続

調査申し出の件を議題といたします。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長から、目下、

委員会において、調査中の別紙配布申出書の事件に

つき、会議規則第７５条の規定により、閉会中も引

き続き調査したい申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査

に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） 異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査に付することに決しました。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は、すべて終了いたしました。 

──────────────────                

◎町 長 あ い さ つ 

○議長（中川一男君） 本定例会は、現議員任期の

最後の定例会でありますので、町長よりごあいさつ

を受けます。 

 町長、尾岸孝雄。 

○町長（尾岸孝雄君） 議員の皆さん方におかれま

しては、本年８月までの任期限りとなることから、

今回が最終の定例議会でありますので、議長のお許

しをいただきまして、一言お礼とごあいさつを申し

上げたいと思います。 

 今定例議会へ提案いたしましたすべての議案につ

きまして、御承認、御決定を賜りましたこと、まず

もって心から厚くお礼を申し上げる次第でありま

す。 

 また、この４年間の任期期間中、町民の代表とし

て貴重な御意見をいただき、町政推進のため熱心に

御審議を賜りましたことに対しまして、重ねて心か

ら深くお礼を申し上げます。 

 議員就任の平成１５年８月当時は、平成１１年度

から２０年度までの第４次総合計画の中間の年であ

り、また同時に、平成１３年から１５年度の期間と

する第３次行財政改革から現行の第４次行財政改革

への引き継ぎの時期でもありました。 

 健全財政維持を大きな柱に加え、均衡のとれた財

政運営を構築すべく平成２０年度の行財政改革実施

計画最終年度を迎えようとしており、まさに議員の

本任期中は行財政改革を中心とした町政推進に御尽

力をいただいたわけで、町民の方々にも我慢のお願

いをする中で、御苦労も多かったものと存じます。

この点おいても、多大な御理解と御協力を賜りまし

て、深くお礼を申し上げる次第であります。 

 私もこの間に３期目に入り、引き続き、議員各位
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には何かとお力添えを賜ってきたところでありまし

て、この４年間におけます町政を振り返りますと感

慨無量なものがあろうかと思います。 

 道立上富良野高等学校新校舎完成、清富地区飲料

水供給施設竣工、江花会館改築、西保育所移譲、花

と炎の四季彩まつり、循環バス路線の運行と廃止、

保健福祉総合センターのオープン、指定管理者制度

の開始、公民館改装による図書館開館、パブリック

コメント制度の開始など、着任早々から御協議を

ちょうだいいたした本町の検案事項が一つ一つ実現

してまいりましたことは、まことに喜ばしい限りで

あります。 

 町民の皆様の町政に対する深い関心と御理解が

あってのことはもちろんでありますが、特に議員の

皆さんが町民主体の町政を実現するために、情熱を

傾け、精魂を尽くされたおかげであると、深く感謝

を申し上げる次第であります。 

 前の改選期に、議員定数２０名から１８名となっ

たことに続き、さらなる英断を奮われ１８名から１

４名へと削減され選挙を迎えられるわけであります

が、任期満了による選挙という厳正な事実を前にし

て、今選挙を戦われる議員の皆様には、盛夏の中、

御健康には十分御留意され、再びこの議場でお目に

かかることを御期待申し上げます。 

 また、今回で御勇退されます皆様におかれまして

も、御健康に十分注意されるとともに、これまでの

経験により、今後とも大所高所から町行政の推進に

つきまして、御指導、お力添えを賜りますよう心か

らお願いを申し上げる次第であります。 

 議員皆様方の任期最後の定例会に当たり、皆様か

らの御厚情に対しまして重ねて深甚なる感謝の意を

表し、一言お礼のごあいさつとさせていただきま

す。 

 まことにありがとうございました。 

────────────────── 

◎ 議 長 あ い さ つ 

○議長（中川一男君） 私の方からも，一言、皆様

方にごあいさつを申し上げます。 

 この４年間、本当にありがとうございました。至

らぬ議長でございましたけれども、皆さん方に本当

に協力していただき、議会の活性化、そして地域住

民の方々の意を酌んで、そして活動してきて、皆さ

ん方のおかげをもちまして、何とかかんとか任期を

全うできそうでございます。本当にありがとうござ

います。 

 私ごとでございますけれども、昭和６２年に議会

に出させていただきまして、２０年間本当にいろい

ろな方々と出会いがありました。御縁をいただきま

した。そして、あるときは教えられ、しかられ、ま

た励まされ、そして議長にまでさせていただきまし

た。これも皆さん方、先輩、同僚そして皆さん方の

おかげと、心から感謝するところでございます。 

 今、この４年間の業績といいますか、出来事を町

長が詳しく述べましたので、本当にこの４年間で相

当議会の活性化にはなってきているのではないかな

と。まだまだ不足の面がございます。しかし、そう

いう社会情勢でございますので、まだまだ頑張らな

ければならないかもしれませんけれども、地域住民

の意を酌んで、そして地域住民に迎合することなく

私たち１８名頑張ってきたのでないかなと、そう思

います。 

 また、任期満了の方々、私もそうなのですが、や

める方々もいらっしゃいますし、また再度挑戦し、

頑張る方々もあろうかと思います。 

 これから、第５次総合計画の総まとめが今町で行

われておりますが、これの決定、議決するのは次の

議会の方々でございます。 

 どうぞ、地域住民の意を酌んで、しっかりと頑

張っていただきますことを御祈念いたしまして、簡

単でございますが、お礼のあいさつといたします。 

 本当にありがとうございました。 

────────────────── 

◎閉  会  宣  告 

○議長（中川一男君） これにて、平成１９年第２

回上富良野町議会定例会を閉会いたします。 

午後 ２時１２分 閉会 
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